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ごあいさつ

環境省 東北地方環境事務所 所長

鳥　居　　敏　男

　東日本大震災から3度目の桜の季節が巡って来ました。同じ桜であっても見

る人の意識や取り巻く環境が時間とともに変化すれば、桜に対する思いも自ず

と変わるはず。みなさんはどのような思いで桜を眺められたでしょうか。

　本書は平成24年5月に発行された「3.11あの時」の続編です。前回と同様、

東北環境パートナーシップオフィス（EPO東北）のスタッフが、震災からの復

興に関わる個人、団体、NPO、企業などへ「その時」と「その後」、そして「こ

れから」についてヒアリングを行なったものです。収録された「声」を拝読し、

実に多くの方々が様々な課題に取り組まれていることを改めて実感しました。ま

た、未来に向けて「必ずや復興するぞ」という力強い思いがひしひしと感じられ

ました。

　とはいえ、被災地の復興にはまだまだ時間がかかることも明らかです。瓦礫

で埋め尽くされていた市街地は、今ではすっかり片付けが進みましたが、暮ら

しの痕跡まで消えてしまい、かつての賑わいや温もりが伝わって来ない、そん

な寂しさが感じられます。そんな辛い思いを乗り越え、未来に向かって復興の

絵姿を描くためには、地域の方 と々支援者の強い連携が必要です。本書に収

録された「声」からは、被災した方の身になって何かを行おうという温かい気

持ちがしっかりと伝わって来ます。また、今後起こりうる自然災害への対応とい

う観点からも多くの有益な指摘が含まれています。

　震災以降、人間が持つ技術の限界を認識し、改めて人と自然の関わり方を

見直そうとする機運が盛り上がりました。しかし2年以上を経て、その流れが弱

まりつつあるように感じられます。本書は、単に災害への備えという意味だけで

なく、改めて私たちの暮らし方ひいては文明のあり方そのものを問い直すという

意味においても示唆に富む内容です。私たちの子孫が100年後にこの本を読ん

だとき、「あの時こうしておけば」と後悔しないよう、本書が広く読まれ、そして

活用されることを切に願います。

1 ごあいさつ
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公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）理事長

長谷川　公　一

人の数だけの希望の物語　stage 2

　東日本大震災から2年あまり。宮城・岩手県では倒壊した建物のほとんどは

おおむね跡形もなく片付けられ、瓦礫処理もすすみ、被災地には更地がひろがっ

ている。ただただ「空白」だけが目立つ「真空地帯」のような印象だ。街の再建、

まちづくりはまだ緒についたばかりだ。住宅の再建、農・漁業の再建、雇用の

確保等々、課題は山積みだ。

　今もなお自宅に戻れない人びとは約31万人。その約半数は、福島第一原発

事故の影響で戻れない人びとだ。放射能という見えざる恐怖が相手なだけに、

人びとはさまざまに分断を余儀なくされ、深く傷ついている。

　本書は『3.11 あのとき』の続編であり、EPO東北が、2012年度にウェブ

に掲載した34件の聞き書きの記録である。青森・秋田・山形県などからの支

援者からの聞き取りが多いのが特色である。どんな小説も、どんなTVドラマや

映画も及びえない、3.11後の重い「現実」との格闘の物語だ。今も日々生きられ、

日々作られている無名の市民の歴史だ。ひとりひとりの行動力、決断力、感受性、

優しさ、ひたむきさに、頭が下がる。救援・復興の具体的な活動に裏づけられ

た雄弁な言葉の力がある。3.11後の現実は重いが、希望は決して失われては

いない。東日本大震災から人びとが何を学んだのか、学びつつあるのかの貴重

な証言録だ。先祖の工夫や知恵、地名に託された地域の災害の歴史等々、わ

たしたちが自然との関係の中から学ぶべきものは多い。

　「生き残った者の務めは、未来に向かって歩き出すことだろう」。津波に流さ

れていく自宅を目撃せざるをえなかった南三陸町の後藤一磨さんの言葉だ。風

見正三さんの言葉のように「あの日失われた命を想わない日はない」。本書は、

生き残った者たちが、過去を振り返り愛しみつつ、地域の失われた豊かな歴史

と命の尊さを想いつつ、未来に向かってどのように歩み出しつつあるのか、とい

う証言録である。何度も味読いただきたい。

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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3月11日　14時46分 
【佐藤さん（写真左）】その日の最後の授業中で、
はじめはちょっと揺れたなと思った程度だった
が、結構大きな揺れになった。ちょうど越谷先生
の授業中だった。

【越谷先生（写真右）】校舎のつなぎ目が軋んだ。
コンクリートの部分が動いてガシガシと今まで聞
いたことがないような音を立てていた。

【中谷さん（写真中央）】机も椅子も大きく動いて
いた。

【佐藤さん】今まで生きてきた中で一番大きな地
震だった。

【越谷先生】人生で最も大きな地震に直面した生徒
たちだが、比較的冷静だった。何事か？という感
じだった。なんでこんなに揺れているのだろうと。

【中谷さん】親と連絡がつかない同級生たちと叔
父の車に乗って家に送る途中、車のワンセグに津
波の映像が映し出されるのを観た。現実とは思え
ない状況が次々と報道されていた。

【佐藤さん】震災の状況は携帯電話のワンセグで
見た。仙台で家の2階まで津波が来ているのを見
て、なんだこれはと思った。直感的に仙台かどこ
かで大きな地震が起きたのだと思ったが、津波は
予想していなかったので何が起きたのかと思っ
た。

【越谷先生】まさかあんな壊滅的な被害をもたら
すほどの津波が押し寄せているとは思わなかっ
た。ホームルームを終え帰宅手段が確保された生
徒は帰し、そのほかの生徒の家庭と携帯電話でな
んとか連絡し、迎えに来られる保護者がいたらま
とまって送ってもらうようにした。どうしても帰
れない生徒がいて車に乗せて自宅まで送った時に

車載のワンセグテレビを見て、これはひどいなと
思った。それまでは全然分からなかった。

【越谷先生】【中谷さん】【佐藤さん】
地震直後に停電になり、丸1日復旧しなかった。
水道、ガスは大丈夫だった。食料はさほど困らな
かったが、ガソリン不足は大変だった。給油のた
めに並ぶ車の列が1週間ほど続いた。近くのコン
ビニは夕方には物がなくなっていたが、親や親戚
に農家がいることで食料に困るほどの状況にはな
らなかった。五所川原という地域は農業が盛んで、
米や野菜など食べ物を保存する文化があるおかげ
でもあった。
　

被災した宮城農業高校との交流 
【中谷さん】宮城農業高校で農業クラブの東北大
会が開かれる予定だったが、津波で校舎が被害を
受け開催が不可能となった。翌年の担当校であっ
た五所川原農業高校が繰り上げで担当となったこ
とから、宮城農業高校との交流が始まった。

【越谷先生】事務局は東北地区で、持ち回りで担
当している。校舎が被災したため、宮農の先生が
五農に来校し、繰り上がりでの事務局担当をお願
いに来られた。私と宮農の先生の顧問同士の間で

被災した宮城農業高校との交流活動で感じたもの
越谷 晋樹　佐藤 匠　中谷 純香 青森県立五所川原農林高等学校

校訓「正剛明朗」に示された「地域を愛し、強い意志をもった人間形成を図る」ため、教育方針及び指導の重点による

教育活動の推進を通して、地域に根ざした豊かな学校を構築することを目標としている。震災後、「農業クラブ」のつな

がりにより津波で被災した宮城県農業高等学校との相互交流を通じて、農業に対する考え方を新たにした。

学校
五所川原市 取材日  2012.08.23

左：佐藤さん、中央：中谷さん、右：越谷先生
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し合った後に、質問形式で震災の話に進んでいっ
た。

【越谷先生】農地がなくなったとか、農業機械が
流されてしまったとか、つながれていた牛がいな
くなってしまったという話があった。

【中谷さん】欲しいものを聞いたら震災直後は食
料だったが、いまは農場が欲しいと言っていた。
映像を見て、何と言っていいか分からなかった。
びっくりと言っていいのか、怖いと言っていいの
か。先生たちの車がどんどん流されていた。一気
に水が上がってくるのが分かった。

【佐藤さん】自分の高校がこのような被害を受け
たらどのようになるのだろうと思った。宮農の生
徒はつらいと思うが、よく映像を見ていられるな
と思った。

【中谷さん】次の日のワークショップで農業をど
のように再生していくかを話した。「環境とエネ
ルギー」というテーマで5つの班に分かれ話し
合った。

【越谷先生】弘前大学の教授で青森県環境パート
ナーシップセンターの鶴見先生に講演してもらっ
た後に、エネルギー問題について鶴見先生の指導
の下、ワークショップを行なった。

五農から宮農への訪問 
【佐藤さん】12月中旬、今度は五農が宮農へ行く
番だった。農業クラブ員と生徒合わせて22名が
バスで宮農へ行った。宮農の現地調査と五農農産
物を届けることが目的だった。

【中谷さん】まず、津波被害を受けた校舎を見学さ
せていただいた。宮農の生徒も、津波の後に学校
へ行くのは初めてだと言っていた。被災した校舎
の中で、1年生の時に使っていた自分のファイルを
見つけた生徒もいた。震災のあの時から時間が止
まったままの状況を受け止めていたようだ。

【佐藤さん】窓もないし、天井もないし、2階ま
で津波の痕跡があったので、どれだけ大きい津波
が来たのだろうと思った。

【中谷さん】バスから校地を見たときは車や瓦礫
がいっぱいあって、学校だったとは思えなかった。
生徒玄関の扉もなく、廊下には棚や椅子が震災後
のまま置かれていた。

「何かできることはありませんか？」と連絡を取
り合うことから始まり、できることを考えた。農
業クラブ東北大会に先駆けて、東日本大震災の被
災による宮城県の状況を理解し、これからの環境
やエネルギーについて協議し、また農業高校とし
てできる役割について、交流会を通じて体得し、
今後の学習や人生における多様な変化に対応でき
る人材を育成することを目的に「五農グリーン
ツーリズム」を企画することになった。

【佐藤さん】ニュースなどで被災の様子は目にし
ていたが、実際に自分たちが被災された生徒と接
することはないと思っていたので、宮農との交流
に不安はあったが、自分の中で将来活かせるよう
にしたいと思った。

【中谷さん】初めての交流は、宮農と五農でグリー
ンツーリズムを行なうことになった。震災で自分
たちの学校が津波の被害にあった人たちが来るの
で、どう接すればよいのか本番までずっと考えて
いた。あまりはしゃいでもいけないだろうし、暗
すぎても駄目だろうし、何を話せばいいのだろう
という心配があった。

【越谷先生】宮農との最初の交流を2011年8月3
日の五農グリーンツーリズムに決定した。これに
向け夏休みから準備を始めた。どこかの大会や東
北のリーダー研修会では会っていたかもしれない
が、面と向かって接したのはこの時が初めてだっ
たので、生徒たちは彼らに会うまで不安だったと
思う。

【佐藤さん】五農の寮の食堂で震災の情報交換会
を行なった。グリーンツーリズムとして五所川原
や板柳町などの観光名所を五農生と宮農生で回っ
た。2日目の夜は、五所川原立佞武多に踊り手と
して参加してもらった。まじめな話以外でも交流
を行なった。

【中谷さん】交流活動は、開会式の後すぐに板柳
町にあるふるさとセンターでリンゴのお菓子作り
とりんごの草木染めをした。最初は同じ学校の生
徒同士で固まっていた。グループをつくり損ねた
私が宮農の男子生徒と一緒にクッキーを作ったら
すごく気さくで、本当にこの人達は震災を経験し
たのと思うくらい明るくて、その時一緒だった2
人の生徒とは今でもメールや電話で連絡を取り
合っている。

【佐藤さん】宮農の先生が、校舎が被災した様子
を撮影していたので、最初にその映像を見せても
らった。宮農と五農が取り組んでいる活動を紹介

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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スという土に混ぜ、水菜とオカヒジキとアイスプ
ラントを植えて塩の被害がどう出るかの研究を始
めた。普通の環境では1～2週間で発芽するが、
海水の方は1か月ぐらい遅れて発芽した。その後
の生育についても葉緑素の数を調べたり、食べて
みたり、糖度計で測った。普通の土より海水が混
ざった土の方が茎が太く、葉っぱの色も深い緑に
なり、味はしょっぱくなった。葉緑素の数も2倍
近かったが背丈は低くなった。大津波で多くの農
場が使えなくなったけれど、海水に浸ったから駄
目だということではなく、こうなってしまったの
だからこれを活かして何かやろうという気持ちを
持ってほしい。

【越谷先生】農業高校の生徒は生き物を相手に勉強
していること、農産物を作っていることから体験
活動が豊富で、生きる術を持っているなと思った。
先ほどの研究もそうだが、震災があったから次に
これを何かに活用できないかとか考えている。現
状がこうだから、強い気持ちで乗り越えていかな
ければならない、前向きに取り組んでいこうとい
う気持ちを持っている。農作物を育てていくとい
う農業者としての芽生えがあるのかなと思う。震
災により、宮農との交流が生まれ、自分たちが人々
の食を支えている自負や食料生産の大切さを実感
したのではないか。今回の交流活動では、今後に
向けて大きな目標を持つきっかけになった。

【佐藤さん】強い心をもつことが大事といったが、
東北の人は絶対強い心を持っていると思う。復興
も必ずできると思う。自分は何ができるかまだ分
からないが、頑張ってほしい。

【佐藤さん】宮農の生徒の案内で校舎を1階から
3階まで見て回った。カーテンがくるまった状態
で放置してあったので理由を聞いたところ、部活
に来ていた生徒や先生が取り残されてしまい、夜
の寒さをしのぐために使ったのだと聞いた。

【中谷さん】教室の黒板にサイコロゲームが書か
れていた。おそらく一晩過ごすうちに飽きたから
だと思う。そのゴールから3つ前くらいに「死ぬ
前にやりたいこと」と書いてあった。そういう心
境だったのだなと思った。

【佐藤さん】津波が来たときに避難した屋上で当
時の状況を再び教えてもらい、宮農の仮設校舎へ
移動した。8月のツーリズム以降の情報交換会を
行なった。

2回の交流会で 
生徒たちから見えたこと 
【越谷先生】農業クラブのメンバーが、窮地に立
たされた宮城の生徒を招き入れるために、めいっ
ぱいおもてなしをしたいと背伸びをして一生懸命
やっていた。活動をしていくうちに、当たり前に
接することが一番だと気づいてくれていた。宮農
訪問はクラスから代表2名ずつ連れて行った。そ
の生徒達が戻って来て、行けなかった生徒たちに
被災地で見たことを伝えている。自分たちも農業
でできることはやらなければとか、これからの自
分の生き方を考え直した生徒もいた。今でも、今
年も行きたい、もう1回行って何かしたいという
生徒がいる。

震災を振り返って 
【佐藤さん】2012年8月に研修で2週間ほど中国
へ行っていた。その際に2008年の四川大地震の
時に娘さんを無くした先生や、地震に遭った生徒
さんと話をする機会があった。宮農の話を思い出
して、もし宮農の生徒が4年後に話す機会があっ
たらどんなことを話すのだろうと考えた。中国の
人たちはいつまでも支援に頼っていないで自分た
ちが変えていかないといけない、自分が強い心を
持たないといけないと何度も言っていた。いつま
でも頼っていたら自分も成長しないから。その話
が印象に残っている。

【中谷さん】宮農の農場が津波で使えなくなって
いるので、何か役に立つ実験がないかと考えた。
生物工学基礎実験室で、海水や海の砂をピートモ 撮影：2011.12.7　五農会長による訪問受け入れの御礼と別れの挨拶

青
森
県

9　青森県



3月11日　14時46分 
事務所では大きな揺れが長い時間続き、その直後
停電になった。いつものよくある停電で、夕方ま
でには復旧するだろうと思っていたが、一向に復
旧する気配がなかった。団体でキャンドルナイト
イベントを実施していたこともあり、キャンドル
の在庫を放送局へ届けた。信号が機能せず道路は
車で渋滞していた。コンビニやホームセンターで
は食料や乾電池などを電卓で計算して売ってい
た。ガスや水道はところどころ止まっている箇所
があった。
友人たちが私たち夫婦のために、翌日に結婚披露
のパーティーを計画してくれていたが、ホテル側
から停電で冷蔵庫が使えず食料の確保ができない
ので延期して欲しいと、夜になってようやく連絡
が来た。
停電は翌日の昼には主要な所から回復していっ
た。同時にいろいろな情報が入り、大変な事態に
なっていることを知った。
以前からマルシェを行なっていたつながりから、
震災直後に農家さんに連絡して街中に市を開いて
もらい、市民からはとても喜ばれた。一番困った
のはガソリン不足で、給油のため行列に並んだ。
選挙活動も各候補者は車ではなく自転車で活動し
ていた。物理的な被害は少なかったが、経済的な
部分では影響を受けた。
 

緊急行動を考えるフォーラム開催 
Facebookなどで情報が飛び交っていた。放射能
対策には納豆を食べると良いとか、子どもたちを
被曝させないようにするにはどうしたらよいか、
風向きなども毎日テレビを見ながら入念に情報を
チェックした。青森には六ヶ所村がある。他人事
ではない気がした。
原発事故を懸念して2011年4月3日にフォーラ
ムを開いた。弘前大学の非常勤講師で、チェルノ
ブイリ事故当時スウェーデンにいたヒューゴソ
ン・アルヴァルさんに講演を依頼した。200名を

超える人が集まった。弘前大学医学部の放射線科
が開催したシンポジウムにも多くの人が集まり、
市民の関心の高さが伺えた。なかには「不安を煽っ
ている」との声もあったが、最悪の場合を想定し
た形で動くという哲学の下に開催した。不安を煽
る側面もあったかもしれないが、本当に危ない時
に中途半端に安心感を持たせてもいけないだろう
という思いがあった。
 

野田村での支援活動 
弘前市に「やわらかネット」という交通事業者や
宿泊業者、NPOなどで構成されるゆるやかな連
合体があり、週に1回程度地域振興のための話し
合いを行なっている。3月23日の会合に、当時
弘前大学の山下祐介准教授から私と白神山地ガイ
ド「エコ・遊」代表の土岐司さんに参加要請があ
り、被災地の支援について他の参加者も交えて話
し合った。山下先生から壊滅的な被害を受けた市
町村の中でも岩手県野田村という地域への支援が
最も遅れるだろうと話があった。野田村は人口4
千人のうち約1割が被災していた。長期の支援を
考えた時に、弘前市の都市規模と日帰りできる地
理的な条件などから継続的に支援していくことを
決めた。

その一言で、
村の人たちが全てを受け入れてくれるようになった。
渋谷 拓弥 NPO 法人 ECO リパブリック白神

世界自然遺産白神山地とそれを取り囲む地域住民に対し、環境教育やその他の環境に関する事業を行い、未来を担う子

どもたちのために美しい自然を愛でる心を伝えていくことを目的として設立された。震災後は地理的な条件などから岩

手県の野田村を集中的に支援し、結果的に他の行政や支援団体の重複した支援を防ぐことにもつながった。

NPO
弘前市 取材日  2012.08.23

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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に残っている。
現地の人たちに「なぜうちに来たんだ？」と問わ
れ、野田村支援隊隊長の土岐さんはこう言った。

「来たくて来たんだ」
その一言で、村の人たちが全てを受け入れてくれ
るようになった。今でも鮮烈に覚えている。
 

今後の課題 
継続的に支援していくための費用の問題がある。
支援活動を始めた頃にいただいた寄付金や義捐金
は底をついてきている。経済活動をどう再生して
いくかという点も課題だ。支援に関しても物質面
だけでなく心の交流にシフトしていきたい。また、
たくさんの支援の中でできたコミュニティを残
し、現地の人たちの言葉を拾いながらアーカイブ
化をしたいと考えている。

震災を振り返って 
被災地にはいろいろな産業や文化や信仰があり知
恵があった。それが今回の震災でことごとく破壊
された。再生していく時にはそれぞれの地域の特
色を活かして欲しいと思う。すべてが同じような
町になってしまったら絶対につまらない。どこの
駅に降り立っても同じ景色や町並みがあること
は、日本の文化ではない。里山のような自然環境
と共生してきた背景があるからこそ、それぞれの
特色があって面白いのだと思う。今後の再生にあ
たっても絶対に残していって欲しい。再生可能エ
ネルギーを活用し、古き良き町を再生させること
ができれば、大震災から復興した日本の姿として、
世界に向けて発信していけるだろう。

翌日、やわらかネットでの支援に対する機運の高
まりもあり、事務局的な役割としての私と、土岐
さんと、全国の防災の情報を持っている山下先生
の3人が集まりスタートした。3月25日に「津軽
衆有志野田村支援隊」として初めて野田村に支援
に入った。
状況を精査したところ行政も被災していた。行政
への支援も必要と考え、協力要請のために弘前市
長を訪ねた。なぜ野田村なのか理由を問われ、日
帰りが可能である地理的なこと、津軽の殿様の先
祖の出身地である歴史的な背景を伝え、恩返しを
しようと了解を得た。
民間の支援が先に進み、その後から行政が後方支
援に入ってくれた。弘前市も人を派遣し、3名の
職員を現地に常駐させてくれた。大学のボラン
ティアも積極的に参加し、支援を行なった。おそ
らく瓦礫の撤去は日本で一番早かったと思う。弘
前市が野田村を集中的に支援するという情報が周
囲に伝わることで、他の行政や支援団体の重複し
た支援を防ぐことにもつながった。
支援の中では「食べニケーション」というコンセ
プトのもと、一方通行の支援ではなくお話を聞き
ながら一緒にご飯を食べて、被災者の方たちが求
めているニーズを拾っていくようにした。
避難所や仮設住宅での不自由な生活から離れリフ
レッシュしていただこうと、4月末の弘前市の桜
祭りに合わせて野田村の被災者の方々を招待する
計画をたてた。現地へ行く支援から来てもらう支
援へと、新しい支援の形が生まれたタイミング
だった。現地の支援リーダーの方など、何らかの
理由がないと地域を離れられない方々にも来てい
ただいた。現在でも四大祭りにはお声がけして来
てもらう支援を継続している。
  

受け入れてくれた瞬間 
被災地を目の当たりにした時、この町が復興する
時にもう一度ここに帰ってくるだろうか、ここに
もう一度町を作ろうと思うのかと考えた。地元で
は環境活動を通じて、どのように地域を再生して
いくかを普段から考えている。大津波によって町
ごと流されてしまった時に、どこかに移り住もう
と考えるのか、日本人だったらまたここに同じ文
化を作るのだろうかと、複雑な思いが交錯した。
手前味噌になるが、ECOリパブリック白神が事
務局として情報を一元管理することで、民間団体、
大学、行政のつなぎ役として機能し、円滑な支援
活動ができたと思っている。私たちが支援のため
野田村に入った際、受け入れられるまでには時間
がかかった。状況が一転した一言が、今でも印象

撮影：2011.4.3　青森県弘前市　「緊急行動！津軽からがんばろう日本!!
震災復興支援フォーラム」パネルディスカッション

青
森
県

11　青森県
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者や孤立している人を探し出そうとした。時間を
持て余し、不平不満を抱えている人も多かったの
で、そうした人たちの話し相手になることで少し
でもケアをできたと感じている。

1年を駆け抜けて、今は充電期間
大震災後の混乱から駆け足でずっと活動を行なっ
てきたし、これからもこのペースで活動が続いて
いくのだろうと思っていたけれども、新年度に向
けて現在は活動をお休み中だ。震災から1年が過
ぎ、これまで一生懸命頑張ってきた人たちの中に
は、急に体調を損ねている人がとても多いように
感じている。今までの調子でこれからも活動を続
けていくことはできないのだと気づいた。
少し休んだ後はまた新しい活動を始めたいと構想
を練っている。

炊き出しを開始
2011年5月29日、EPO東北のヒアリングを受け
た後にすぐ炊き出しを始めた。最初は、他の団体
について行って手伝っていたけれども、人と人の
つながりによって個別にリクエストを受けるよう
になり、次第に自分たちで避難所へ赴き炊き出し
活動を行なうようになっていった。当時は道がひ
どい状態だったので、到着までに1時間もかかる
避難所もあった。夏にはかき氷の炊き出しを行
なったこともある。
活動中は「ありがとう」と言われるたびにとても
嬉しかった。炊き出し活動は対面で感謝される。
そのことが、パワーとなって、次の活動につながっ
ていった。現実には美しい面ばかりではなく、嫌
な思いをすることもあった。また、そうした感情
を抱く自分にも嫌気がさした。活動をすれば喜ば
れるけれども、複雑な面も見えてしまう葛藤はつ
きまとっていた。

「お茶っこサロン」オープン
夏には、自分たちが道具や材料を持参して提供す
る形から、拠点を置いて地元の人たちと一緒に活
動する形に変化し、被災がひどかった大街道南と
浦屋敷地域で「お茶っこサロン」をオープンした。
いつまでも無料の支援をすることに対して疑問も
あり、サロンを利用する方からは200円だけお金
もいただいた。
自宅で時間を持て余し寂しい思いをしている人た
ちが多かったので、皆で一緒にお話ししながら手
芸品作りや食事を準備するような企画をした。こ
れまで近くに住んでいるのに顔を合わせたことの
なかった人たちが出会い、地域で新しく世話役に
なる人が誕生し、自分たちの活動が新しいまちづ
くりに貢献できたと思うし、人と人をつなぐこと
ができたと思う。
また、どこに支援が必要なのかを把握するために
しらみつぶしに一軒一軒を訪問し、家族構成や
困っていることなどを聞いて、一人暮らしの高齢

「ありがとう」の言葉が活動の原動力。
かけぬけた1年間。
川村 久美 NPO 法人いしのまき環境ネット

宮城県石巻圏域の環境に関わる啓蒙教育と実践活動を通し、自然環境と生活環境が共生する社会を形成することを目的

に活動に取り組む。東日本大震災後は団体の活動を一時休止し、緊急支援NGOの活動支援や避難所での炊き出し、大

学生ボランティアの受け入れ、地元の人たちと一緒に活動する「お茶っこサロン」などの震災支援活動に従事した。

NPO
石巻市 取材日  2012.06.14

3.11あの時
P44 Report. 21 の続きです

撮影：2011.12.25　石巻市浦屋敷　お茶っこサロン

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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あちこちで販売してもらうことができた。ところ
が、ボランティアの中にはお金を稼ぐことに違和
感を覚える人もいる。話し合った結果、ちょうど
1年となる2012年6月1日にてしごとプロジェク
ト「さざほざ」を独立させることにした。手仕事
づくり・食・被災地の今を発信し、東北の暮らし
の知恵をコミュニティビジネスとして展開してい
きたい。また、お母さんたちとネットワーク作り
をしながら、「被災者」「支援者」という立場で関
わるのではなく、地元の人間として一緒に活動を
したいと思っている。

「さざほざ」とは花巻・一関方面の方言で、宮城
でも若柳の金成に近い地域で使われている。ある
方がよく「さざほざとすっぺし」と仰る。それが
好きで名前にいただいた。意味は「わきあいあい、
気負わずに」。
 

タコは「新鮮に」編んで！ 
アクリル毛糸で編むエコタワシ「編んだもんだら」
はタコやイカ、ツバキなど地域の特産品をモチー
フにオリジナルデザインで製作している。編み図
は使わず口頭で教え、仕様や指示書もない。する
と、青い口のタコが登場することがある。お母さ
んたちの楽しい気持ちを壊したくないが、「青い
口は寒そうです。口はチュッとしたくなるような
色にしてくださいね」とお願いすることも。

てしごとプロジェクトと地域の事情 
被災地に暮らす女性たちのサポートを目的とし
て、2011年6月1日にRQW（RQ 被災地女性支
援センター）を立ち上げた。女性の仕事づくりに
繋がるものとして、編み物や裁縫などの手づくり
講座を県北沿岸地域の仮設住宅で開始した。
現地に入ってみると、私たちが思い描いていたイ
メージとは違うことが多々あった。9世帯からな
る小さな仮設住宅では各家の女性たちが参加して
くれ、集会場を仕事場として利用しつつ、手仕事
をしないおじいちゃん・おばあちゃんも集会所に
集まってきている。これが目指したカタチだった。
ところが大所帯の仮設住宅では意外に手仕事が広
がらない。あるいは、毛糸を持って家にこもって
しまい内職化してしまう。引きこもりを防ぎ仮設
住宅内でのコミュニケーションを図ることをも目
的のひとつとして取り組んだので、これでは趣旨
が違ってしまうと、スタッフ内で話し合い、月に
2回のお茶っこ講座を開くことにした。1回は手
仕事をする人たち向け、もう1回は地域の誰でも
参加できる内容とし、皆が気軽に集まっておしゃ
べりできる場づくりをしている。
大島の仮設ではすでに別の手仕事支援が入ってい
たため、需要がなかった。一方で地元の方が「や
りたいけれど、自分達は仮設に入っている被災者
ではないしダメよね」と仰る。いやいやいや、大
島全体被災しています、皆被災者ですよ！大島で
は仮設住宅ではなく、1つの自治会の婦人部を中
心としながら手仕事を始めた。
4カ所でてしごとプロジェクトを展開している
が、地域ごとに事情が違う。声をかけるタイミン
グや、誰が声をかけたかで反応は違う。チャンネ
ルが合うか・合わないかなら、こちらはたくさん
のチャンネルを持つことが大事だ。

「さんざかほんざかすっぺし」 
RQW東京スタッフをはじめ、多くのネットワー
クでエコタワシ「編んだもんだら」のタグができ、

「被災者」「支援者」ではなく、
地元の人間として一緒に活動したい。
足立 千佳子 NPO 法人まちづくり政策フォーラム

関係諸団体との協働を基にまちづくりに関わる調査研究等を行ない、豊かな地域社会の形成に貢献する事を目指し活動

に取り組む。震災後はRQ市民活動救援センター登米現地本部で、ボランティアの受付窓口や諸々の事務作業を一手に

引き受ける「総務」を経験。その後女性のための支援センターを立ち上げ、被災女性の支援に力を入れている。

NPO
仙台市 取材日  2012.06.22

3.11あの時
P37 Report. 17 の続きです

13　宮城県



宮
城
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ

最初は上手に編めないものだが、「上手に編んで」
は禁句だ。ある時、上手に編めなかったタコを「水
ダコになったべさ」と笑い合っていた。会話に入っ
ていくと「水ダコは大きいから大味でうまくね。
志津川は真ダコがうまいんだ」と自慢された。な
るほど、それなら「おいしそうに」と表現した方
が良いのかしら。それから「イキよく編んで」「新
鮮に編んで」と声をかけるようにしている。
編み目がとんで穴が開いてしまったら「きっとヒ
トデに食べられたんだべ」と大笑い。え？ヒトデっ
てタコを食べるの？と聞けば「そんなの知らねぇ
けど、穴があいてるんだものたぶんそうだべさ」
とまた笑う。この空気感がすごく好きだ。きっと、

「支援者」として現場に入っていたらこうはなら
ない。いい加減で、ユーモアがあって、めんどく
さがりだったり。お母さんたちの気負わない、あ
りのままの素の姿を見せてもらえる。だから楽し
くて、日々遠いと思いながらも登米や南三陸、大
島まで通っている。
 

コミュニティカフェ「うれしや」 
宮城の放射能の問題は“風評被害”ではなく、“事
故”で、“風評”ではなく被害はある。その中で
私たちがどうやって暮らしていくのか考えたい。
食べるという大事なことを考え、宮城の海と里と
山をつないだ、美味しい食の在り方を発信したい。
そのための場所として、2012年5月17日に「う
れしや」をオープンした。
この場所はもともとマクロビオティックの喫茶店
だった。前店主とのつながり、登米の農家さんと
のつながり、多くの人のつながりでお店を開くこ
とができた。店名は農家さんと一緒に「店が出せ
るなんてうれしいねぇ」と話していて生まれた。
うれしいという字は漢字で書くと「女の人が喜ぶ」
で「嬉しい」になる。隠しテーマで、やっぱり女

の人が喜ぶことをしたいと思っている。
火・水・金はカフェを開き、月・木は現場へ出か
ける日が続く。現場の人たちとはお友達のような
関係でありたいと思っているので、肩肘張らず、
肩に力を入れすぎず、これからも楽しく活動に携
わっていきたい。 

大震災を振り返って 
いろいろな人のつながりがあったからこそ、でき
たことがたくさんある。震災後に出会った人たち
も、出会うべくして出会った人たちなのだろうな
と思う。
東日本大震災で大事に思っていた人たちを亡くし
た。その人たちの分も誠実に生きていきたいと思
うし、あの震災から生き残ったのだから、多くの
ご縁に感謝して、日々丁寧に暮らしたいと思って
いる。

アクリル毛糸で編むエコタワシ「編んだもんだら」

撮影：2012.5.14　南三陸町志津川　「ひらめ」の編み方練習会

撮影：2012.4.24
気仙沼市大島　編んだもんだら「水揚げ」作業

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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津波の被害を目の当たりにして
震災翌日、近所の人が歩いて市内の状況を見に
行った話を聞き、今回の災害の凄まじさを改めて
感じた。「商店が無くなった」「病院が流れて無く
なっている」自分で確かめるべく、市内を歩いて
回った。市役所付近の道路は、歩くのも困難なほ
ど、住宅、船、車などありとあらゆる物が流れて
いた。自分の実家に向かう道も言葉にならない程、
瓦礫などが山積していて、近づくごとに恐怖心と
絶望感とどうしようもない気持ちがあふれた。津
波で流失してしまった実家の残骸を初めて見た時
は茫然として、ただ号泣するだけだった。
震災翌日、夫がやっとの思いで自宅に無事たどり
着き、津波で自宅が流失した妹夫婦が避難してき
た。避難所である小学校で物資の配給を行なって
いたので、毎日小学校に通い、おにぎりや新聞を
もらうことができた。災害情報はコミュニティ
FMと新聞から得た。自宅では1カ月間電気がス
トップしたが、プロパンガスだったため簡易コン
ロを使用することができた。当時はとても寒かっ
たので水を節約しながらお湯を沸かし、ペットボ
トルにお湯を入れて暖をとった。電気がストップ
したので、冷蔵庫の食材の始末をしなければなら

3月11日　14時46分
自宅にいた。気仙沼市役所の環境課へ行く準備を
していた時に、大きな揺れを感じた。自宅は築
40年近いため倒壊してしまうと思った。外に出
たら電柱が倒れてくるかもしれない。近くにあっ
た座布団で頭を覆い、台所のテーブルの下に潜っ
た。棚が開き、食器類が次から次へと落下してき
た。6人掛けの大きなテーブルだったため、直接
身体に当たることはなく、自分の身を守ることが
できたが、とにかく恐怖心が募るばかりだった。
テーブルに必死につかまりながら、揺れが収まる
のを待った。
今回の震災では、経験したことのない音を聞いた。
家が壊れるような音だった。普通の地震とは明ら
かに違う音だったので、家がつぶれてしまうと
思った。
大きな揺れがある程度収まった後は、外に出て家
の回りの状況確認、近所の知り合いの1人暮らし
のお年寄りの安否確認に向かった。日頃から、何
かあった時はその方の様子を見に行く事が習慣
だった。
夫にメールをしたが案の定携帯電話は繋がらな
い。夫は、内湾のタンクが多く建っている所で働
いていたし、多くの親類も海岸周辺に住んでいた
ので、常日頃から大きな地震が起きた場合は、山
へ逃げることを心がけていた。連絡はつかなかっ
たが、みんな山へと逃げているだろうと思った。
津波が来る、と揺れの後すぐに意識した。1960年
のチリ津波地震を経験している。当時中学1年生
だったが、実家が海の目の前で、自宅が床上浸水
したことを鮮明に覚えていた。2年前に起きたチ
リ津波でも気仙沼では内湾が浸水した。これらの
経験が、今回はあれだけの大きな規模の地震だっ
たので、即座に津波が来ると直感させた。防災無
線で30分後に大津波が来るとの一報が辺りに鳴り
響いた。
 

海と共に、気仙沼で生きてきたことは誇り。
菊地 ひろ子 個人

宮城県地球温暖化防止活動推進員。宮城県環境教育リーダー・環境省登録環境カウンセラー（市民部門）。青空エコカフェ

代表。公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワーク評議員。気仙沼市在住。震災後は仮設住宅の冬期間の防寒対

策の学習会や、「家庭でできる節電」をテーマに環境学習の実施などの活動を行なっている。

個人
気仙沼市 取材日  2012.08.08

15　宮城県
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ていた事もあり、「第一に防寒対策が非常に不十
分」だという現実を目の当たりにした。国の支援
が遅れていて10月になっても国会で仮設住宅の
防寒対策が審議されていなかった。そこで宮城県
地球温暖化防止活動推進センターの「みやぎ節電
プロジェクト2011」へ参加した。このプロジェ
クトは快適なライフスタイルを損なわないように
工夫しながら、省エネをしようという取り組みで、
窓に貼る断熱シートや床に敷く断熱マットを使用
して仮設住宅で少しでも呼びかけを行なった。ま
た気仙沼市地球温暖化防止普及啓発事業に参加
し、仮設住宅での防寒対策の学習会を行なった。
仮設住宅は寒さが部屋の中に伝わりやすいので、
身近な物や今ある物を上手に使って冬を暖かく過
ごすヒントを伝えたいと考え、扇風機を使って部
屋の空気を循環させ、天井と床の温度差をなくし
て部屋全体を暖める方法を伝えることにした。み
やぎ生協県北ボランティアセンターの協力でお茶
会形式での学習会も開催し、入居者の方々にリ
ラックスしながら、参加してもらえた事はとても
よかったと思っている。
現在、県環境教育リーダーを務めているが、震災
後に気仙沼市立面瀬小学校の6年生を対象に「家
庭でできる節電」をテーマにした環境学習を行な
う機会があった。児童の中には、親を亡くし、自
宅を流された児童も多かったので、大変、気を配
りながらの学習だった。震災でライフラインが寸
断されたので、当たり前の事が当たり前でなく
なった事を子どもたちも実感したと思う。毎日、
無意識で行動していた事をもう一度、意識して行
動することを呼びかけた。何気なく行なってきた、
テレビを見る、電気をつける、冷蔵庫の開け閉め
を意識して、朝起きてから寝るまでの行動を毎日
チェックすることで、子どもたちのこれまで当た
り前だった行動を見直してもらう。調理室での学
習では、目玉焼きを余熱調理で作り、冷蔵庫には

ないと思い、保存していた肉は全部調理すること
にした。濃い目の味付けにして常温で長持ちでき
るよう、佃煮などに調理し保存した。
寒さが厳しかったのでお風呂の給湯器が破裂して
しまい、お風呂に入ることができなくなってし
まった。食料と水を確保しなければいけない状況
だったので、宮城県地球温暖化防止活動推進員（以
下、推進員）の仲間から水と米をわけてもらった。
震災から2週間くらい過ぎて、関東に住む長男が
食料、衣料品、日用品などを車に積んで来てくれ
た。職場の同僚が好意で集めてくれたものだとい
う。自宅を流された妹たちは着の身着のまま、ほ
とんど何も持たないで逃げてきているので、下着、
靴下、防寒着等はみんなで分け合った。とても助
かった思いとありがたい思いでいっぱいだった。 
当時、市内の販売店は営業している所がなかった
ので、噂で営業していると聞いた岩手県室根町の
スーパーまで行った。2時間ほど並んで、数量限
定ではあったが食料や電池など必要としていた物
資を手に入れることができた。このような生活は
1カ月近く続いた。
 

震災からの再建
震災が起きてから3カ月間は、自分の家族、親類、
水産業を営む実家の事業の再建を考えるだけで頭
が一杯だった。江戸時代から継承してきた実家の
事業は全く先が見えず、モチベーションは上がら
なかった。やむを得ず解雇した昔からの従業員の
ところへ赴き、話を聞いたり、説得したりし、事
業が再開できる環境を整える事に奔走した。毎日
不安でよく眠れず、非常に辛い時期だった。
推進員や環境活動を共にしてきた仲間たちから
は、再建に役立つ情報や「何としても事業を再建
して欲しい」といった温かいメッセージをいただ
いた。事務機器や文具類などの支援物資もいただ
いた。常日頃、共に活動してきた「繋がり」が困
難な状況に陥った時にとても心強く感じた。事業
が再建でき、回復しつつある時に初めて鰹が水揚
げされた時、まずお世話になった人たちに届けた。
お互いに助け合う「繋がり」を持てた事は、今ま
での長く環境活動に携わってきたおかげだと改め
て思った。
 

推進員としてのエコ知恵普及
2011年5月にみやぎ生協県北ボランティアセン
ターが立ち上がり事務局を担当することになっ
た。6月頃には仮設住宅への入居が始まり、同時
に仮設住宅の生活環境の悪さを感じた。
9月頃、仮設住宅の住民は冬にどう暮らしていく
かという課題に直面した。妹が仮設住宅に入居し 撮影：2011.11.8　気仙沼市切通仮設住宅　冬を暖かく過ごそう＆お茶会
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漁業なので、自然の恵みに感謝しながら享受しよ
うという考えがある。
一慨に津波が悪いとは言い切れないとも思う。海
の恩恵を受ける漁業を営む人の家の天井は高く、
そこには必ず神棚がある。自然と共生していく運
命（さだめ）を受け入れたことの現れだ。先祖は

「自然」というものは対立するものではなく、共
生していくものだということを忘れないで生きて
きた。正月には、神棚の近くにするめ、魚、酒を
吊るし、海への畏敬の念を持ち続けてきた。自分
たちの中で生活の一部のひとつが海だった。自分
が取り組んできた環境活動と、先祖代々が行なっ
てきたことは矛盾したことではないと実感してい
る。何も無くなり変わり果てた町を見ると絶望感
はあるが、今まで住んできた町への思いや地域で
育まれた知恵があることで、あるがままを受けと
める事ができるのだと思う。気仙沼で生きてきた
ことを誇りに思い、そのDNAを感じながら復興
再建を目指していきたい。

い何をしていたのか。日本人は大事な何かを忘れ
てしまったように思う。戦後、日本が大きく変わっ
て津波という意識が人々の心の中から消えてし
まったためではないだろうか。
3年で「津波文化」を継承していく仕組みをつく
らなければ、また忘れられることになる。例えば、
三陸沿岸部の小学校や中学校では、総合学習の中
で必ず津波の学習をする時間を設け、地域で年に
1度は集まって津波の勉強会を開催する。避難訓
練を年中のお祭り行事として津波の脅威を継承し
ていくのもいいだろう。けれども地域の生活文化
が崩壊している現代社会では、どう残していこう
かと考えた時、難しい部分が多い。
 

3月11日　14時46分
　美術館1階の収蔵庫で作業中に大きな揺れが起
きた。自分にとっては、未曾有、想定外という思

保冷カーテンを付けて使ってもらった。子どもた
ちに教えていると、反応が速いため楽しく教える
事ができた。
震災後のこうした環境学習を通じて、推進員とし
ての役割をある程度は果たせたとの思いはある。
気仙沼で一緒に活動してきた人たちの中には仮設
住宅で暮らしている人もいたので、その方々の役
に立ちたいという思いも強かった。逆に仮設住宅
での暮らしの工夫を教えていただいた事もあった。
どんな状況の中でも、日 「々ネットワーク」をつくっ
てきたことが活かされるのだと感じている。常日
頃から心と心が繋がっている関係を持続するとた
めには、努力もしなくてはならないと思う。
 

震災を振り返って
気仙沼に住み、海と共に育ってきた。それを考え
ると、海と共に生きてきたし、生かされてきたこ
とを震災で思い知らされた。気仙沼の基幹産業は

津波の伝承を考える
生まれも育ちも石巻。1978年の宮城県沖地震を
経験していて、当時小学1年生だったが、津波注
意報か津波警報が発令されたのを覚えている。高
台の鉄筋アパートの4階で暮らしていた。幼かっ
たので津波というのが何なのか理解することがで
きなかったが、それでも子ども心に「避難する準
備だけはしないといけない」と感じ、自分の宝物
をリュックサックに詰めて、服を着たまま、懐中
電灯の灯りをじっと見つめて一晩を過ごした事を
覚えている。この地震で初めて津波を意識させら
れた。
海の近くに住んでいれば「海洋文化」があるわけ
で、当然、津波被害の歴史がある地域では、それ
は海洋文化の中に組み込まれなくてはいけない。
昭和8年の昭和三陸大津波、昭和35年のチリ地
震津波から、東日本大震災が起きるまでにいった

シャッターを切った理由。
ただの記録ではなく、記憶を後世に。
山内 宏泰 個人

リアス・アーク美術館学芸員美術家として個展、グループ展など多数開催している。また舞台美術家、舞台衣装家として多

数の舞台に参加している。専門は美術教育、造形理論、現代美術、地域文化教育、津波文化史研究と普及だ。東日本大震災

大津波で自宅を流失した。震災後は各地で「津波の災害史、文化史」等に関する講演を行なう。著書「砂の城」近代文芸社

個人
気仙沼市 取材日  2012.08.08
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いはなかった。想定もしていたし、過去にも何度
も起きていたので、大きな揺れが起きた時、「あぁ
来たな」と率直に思った。2日前に起きた地震を

「やばい揺れ」だと感じていた。だから、知人や
美術館を訪れたお客さんにも、備蓄などの準備を
したほうがいいと告げていた矢先のことだった。
大きな揺れが起きて、しばらくしてまた大きな揺
れが起こり、停電した。「今回はひどい」と思っ
ていると、再び揺れ、計3回の大きな揺れが起き
た。3回目の揺れの時は、この世の終わりが来た
のかとも感じた。建物はまるでゼリーのように、
波を打つように揺れていた。
慌ててパニックに陥ることもなく、「遂に来た」
という思いだけがあった。
揺れが少し落ち着いたように感じたので、作業中
だった作品の安全を確保し、14時55分くらいに
収蔵庫から出たのを覚えている。
他の部屋の状況も確認したかったが、停電のため
に暗く、とても確認できる状況ではなかった。
15時過ぎに屋外に出た。その時には、市内のい
たるところから多くの人々が車で避難していた。
あちらこちらから防災避難放送が流れているのだ
が、なかなか聞きとれない。避難した住民から「6m
の津波が来る」と聞いた。15時20分が過ぎた頃、

「津波が見えるらしい」とざわめく声が耳に入っ
たので、美術館の屋上から周囲を眺めた。町を見
ると、家屋が流れ、破壊され、白煙が舞い上がっ
ていた。本来見えるはずのない内湾が見えていた。
マグロ延縄船が船尾を前に流されていくのも見え
た。上から見て明らかに、自宅も流されるだろう
と分かった。自宅で飼っていたペットの事が気が
かりでならなかった。
家屋が破壊され、流されていく様子を見て、鉄骨
のビルがこんなにもろいものだと思い知らされた。
破壊された町の中に佇み、冷静さや客観性はもち
ろんなかった。自宅があった場所をめちゃくちゃ
に壊滅していく津波を眺める以外、何もできな
かった。余震による揺れは続き、ふと気がつけば
水が上がってくる。鍵を付けっ放しの車から警告
音とクラクションの音が鳴り響き、気仙沼市内の
上空を飛び回る救助ヘリの音も聞こえる。そんな
光景を見ながら、自宅とペットはどうなっている
のかを考えるだけだった。
13日、ペットの安否確認をしに命懸けで自宅に
向かった。たどり着くと家があったはずの場所は、
根こそぎ、何も無かった。人生で初めて膝から崩
れ落ちて号泣した。人間って本当に崩れ落ちるよ
うに泣くのだと思った。「何もない」。自分が20
年間作りあげた作品もない。可愛がっていたペッ
トのウサギも助からなかったことがはっきりと分
かった。愕然とした。大震災発生から2日後、大
きな余震や津波も収まらない状況だ。このままこ

こに居ては自分も妻も命が危ないと思い、妻を守
りたい一心で、何もできないまま避難所に戻るこ
とにした。
倒壊家屋の中から、助けを求める声が聞こえた。
辺りを見渡すと3階建てのビルの3階で男性が手
ぬぐいを振りまわして、助けを求めていた。倒壊
した建物の中は、階段がまるで滑り台のように泥
に覆われ、3階へ上ると中には身動きの取れない
老人と、建物が流される途中にこの3階建てのビ
ルに飛び移った人など、面識のない計4名が助け
を待っていた。
その後、救助を求める人たちがいる所まで自衛隊
員を案内し、救助することができた。
 

写真による被災記録活動
震災から3日後に自宅へ行った時、妻が携帯電話
で写真を撮っていた。最初はどうして撮るのか理

撮影：2011.5.11　気仙沼市川口町（山内宏泰さん撮影）
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東日本大震災の記録、記憶を正しく伝承、活用す
るために、私たちは何をすべきだろう。これは、
この大震災に遭遇した全ての人々が、未来のため
に今、考えなければならないことだと思っている。

「津波常襲地帯」であるこの地域で、今後、美術
館が果たすべき役割や被災社会の一員としての役
割、そして未来を築いていかなければならない同
時代に生きる人々の役割を、恒久的に考える機会
を提供していきたいと考えている。子どもたちが
成人した時に、「興味ない」と言われないためにも、

「未来の町を守る大人」を育てるための教育にす
ぐにでも取り組まなければいけないと思ってい
る。
撮影した写真は30,000点に近づこうとしてい
る。その1枚1枚に、シャッターを切った理由が
ある。その理由を語ることで写真はただの記録で
はなく、記憶を伝えるスイッチとなる。写真とし
て残された画像は確かに重要だが、もっと大切な
ことは「その時、人は何を感じ、何を思い、何を
考えたのか」だと思っている。現場で被災資料を
収集していると、そこに暮らしていた人の生活が
見えてくる。大事なものがこんなにも破壊された
ことを後世に伝えていかなければならない。

解できなかった。こんな写真を撮ろうという気分
にはならなかった。妻は、両親や親類に状況を伝
えるために撮っていたのだ。それを聞いて職場の
同僚にもこの状況を教えるために、写真を撮って
記録を残そうと自分も思った。美術館の学芸員も、
外へ出かける者は必ず各々が行った先々で被害状
況を記録に残すことにした。
3月16日、被害の大きかった鹿折地区まで歩い
て行ってみた。1日歩いて状況を把握しながら、
写真記録を残しておかなければならないと本気で
考えた。
学芸員の中で話し合いを行なった。我々にしかで
きないことで、我々がやらなければならない事は
何だろうか。震災発生に伴い、美術館職員は避難
所となっていた防災センターでの被災者対応、救
援物資保管庫となった館の施設管理、空調機械等
が機能しなくなった状況での美術館資料管理など
を行なっていた。開館以来、美術芸術文化の普及
と並行して地域の生活文化を調査、研究、蓄積し
てきた博物館として、さらに2006年来、地域の
津波災害について調査研究、普及活動等を行なっ
てきた学術専門機関、教育施設として、美術館が
優先するべき使命は「被災した地域文化の再生に
寄与することと、今回の震災被害を後世に伝えて
いくこと」ではないかとの見解を広域組合管理者、
広域組合教育委員会から示され、当館学芸員は3
月23日より写真記録を継続して行なうこととし
た。
当時、誰もそのような任務を行なう人間はいな
かった。思い出と記憶を写真に残そう。震災前の
そこで暮らした生活の痕跡を1枚でも多く残そう
と思った。それは被災者のためだ。気仙沼の最後
の姿を残すことが最大の使命だった。破壊された
町、被害を伝えるという意味も大きいが、もっと
大事だったのは壊れる前の町を残すことだった。
その写真を見直した時に、我々が「語る」ことが
必要であると思う。みんなが楽しい暮らしをして
いたという事が伝わらないと、私たちが何を失い、
何を破壊されたのかを伝えることはできない。
我々は「瓦礫」という言葉は使わない。「被災物」

「被災資料」と呼んでいる。
 

震災を振り返って
我々がこの場所で安全に暮らしていく権利を持っ
ているとすれば、自然の脅威から安全を守ってい
く責任を持っていなければならないが、それが分
離してしまっている。これは我々、被災者の責任
でもある。この町を安全な町にする。そうしなけ
れば、自分の子孫たちが安全に生きていけない。
あの日を境に世界は変わっていくと思っていた。
でも、それは違った。元に戻そうとしている。

撮影：2011.10.27　気仙沼市仲町（山内宏泰さん撮影）

撮影：2011.6.1　気仙沼市唐桑町只越（山内宏泰さん撮影）
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みやぎの明日が見える 
「アスネットみやぎ」立ち上げへ

大震災の混乱の中でいち早く被災地へ向かい、支
援活動に取り組んだ。身体は疲れきっていたが「い
つまでも止まっていられない。前へ進むために、
私たちにできることは何か？」という問いが常に
頭の中を巡っていた。被災地を実際に目の当たり
にした時は、人間の無力さを感じたが、ある企業
が諦めずに希望を持ち、前に進もうとしている姿
を見て勇気づけられた。このような企業のために、
私たちはできる範囲でできることをやるしかない。
2011年10月まで、気仙沼など宮城県沿岸部の商
店街を取材しながら回り、「被災地を忘れないで
ほしい」「いくら建物が復旧しても、作ったもの
が売れないんだ」という現地の声を聞いた。そこ
で、全国に向けて被災地の情報をWeb-siteで発
信しようと考えた。再開情報、販売情報をスピー
ディーに広く発信することで、少しでも経済循環
に貢献できればいいなと思った。紙媒体による情
報発信も重要だが、インターネットによる情報発
信の必要性を強く感じた。情報発信の方法は多様
化していて、どれも長短がある。とにかく少しで
も多くの方に被災地の現状を知ってもらいたく
て、2011年11月にWeb-site「アスネットみやぎ」
を立ち上げた。

間接的な支援の重要性
「アスネットみやぎ」には、97社が登録されてい
る（2012年8月現在）。復興に向けて頑張ってい
る県内の企業や団体、商店や生産者、震災後新た
に立ち上がった企業を紹介している。多様な情報
を一元化し、「ここを見れば、宮城県内で頑張る
方々の情報が分かる」Web-siteを目指している。
他にもインターネットによる情報公開サービスは
あるが、アスネットみやぎは登録料や情報掲載に
かかわる経費が無料である点でも大変好評をいた
だいている。登録している企業は取材の際に直接
お声がけしたところもあれば、評判が広まり企業

側から掲載依頼がくることもある。
直接的な支援も大事だが、ある一定期間が過ぎれ
ば自立に向けて、こうした間接的な支援が必要で
あると考えている。多くの方が宮城の現状を知る
ことで、「購入支援」をはじめとした支援の輪が
広がり、経済活動の助けになり、復興につながっ
ていってほしい。

「エコプロダクツ東北、 
来年度は絶対にやるぞ！」
私たちNPO法人環境会議所東北は、「地域を中心
とした環境と経済の独立」に向け環境ビジネスの
促進を目的に様々な活動を行ない、その大きな活
動として「エコプロダクツ東北」を毎年開催して
きた。2011年も「エコプロダクツ東北2011」を
企画、実施に向けた準備をしており、その矢先の
東日本大震災だった。会場である夢メッセみやぎ
が津波の被害で年内使用不可となったため「エコ
プロダクツ東北2011」の開催は中止せざるを得な
くなった。
1年間の充電期間を経て、今年10月19、20、21
日の「エコプロダクツ東北2012」は、「届けよう！
未来への贈り物」「再生と復興（幸）」をテーマに
開催する。大震災を契機として、私たちはライフ

これから未来を担う人たちに、
夢のある未来を描いてほしい。 
山岡 講子 NPO 法人環境会議所東北

地域を中心に環境と経済の独立に向け環境ビジネスの促進を目的に活動に取り組む。毎年「エコプロダクツ東北」を開

催してきたが、2011年度は東日本大震災の影響で中止に。2012年度は企業のビジネスチャンスの場、また個人が暮

らしを見つめなおす場となることを期待して「再生と復興（幸）」をテーマにエコプロダクツ東北を開催した。

NPO
仙台市 取材日  2012.08.24

3.11あの時
P25 Report. 11 の続きです

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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「届けよう！未来への贈り物」
「エコプロダクツ東北2012」は、ビジネスパーソ
ンだけでなく一般来場者も対象だ。経済的自立が
なければ生活することができないので、すべての
人にビジネスチャンスが必要だ。さらに大震災を
きっかけに露呈したエネルギー問題に直面し、す
べての人がライフスタイルを見つめ直さなければ
ならない時期にきている。ただ「原発反対！」と
言うだけでは何も始まらない。代替できるエネル
ギーを考えなければならないと思っている。そこ
で、エコプロダクツ東北の中でエネルギーがテー
マのシンポジウムを企画している。藻を使って下
水処理をする、波力でエネルギーを作る研究が進
められている話を聞くことで、原子力に頼らずに
エネルギーを作ることができる未来が開けている
ことを知ってほしい。こうした話を聞くことで、
私たちも日々の暮らしで使用するエネルギーを減
らしていこうと意識が変化していくきっかけにな
るかもしれない。このシンポジウムの「未来は明
るいよ」というメッセージを受け取った学生が「将
来はこんな仕事に就きたい」と夢を持つきっかけ
になるかもしれない。国にばかり頼らず、これか
ら未来を担う人たちが知識を得て、夢のある未来
を描いてほしい。
大震災後1年間のブランクを充電期間と置き換
え、「エコプロダクツ東北2012」がビジネスチャ
ンスの場、また一人ひとりが生活や仕事を見つめ
直す場となることを期待している。

スタイルやエネルギー問題を真剣に考えるように
なった。防災から環境・エコ、さらには低炭素社
会、カーボンニュートラルなど、これまで環境分
野の人たちが使っていた言葉が、一般社会に浸透
するようになってきた。今一人ひとりがすべての
ライフスタイルを見つめ直さなければならない時
期にきていると感じている。エコプロダクツ東北
で少しでもその発信を行なうことで、暮らしを見
直すきっかけとなることを願っている。

大切なのは「連携」
「エコプロダクツ東北2012」参加企業の半分は、
今年初めて参加してくださる企業だ。宮城県内の
企業が多いが、復興支援をしたいという県外の企
業からも申し込みがあり、北海道や長崎からの参
加予定もある。これまでのエコプロダクツとは大
きく違う点だ。宮城県内のいつも出展してくださ
る企業は、復興のための忙しさでなかなか参加で
きない状況であるのは確かだ。しかし、日本全国
の環境ビジネスに取り組む企業がビジネスチャン
スと捉えて出展することで、エコプロダクツが出
展者同士のビジネスマッチングや交流の場にも
なっていくだろう。
また、今年は「アスネットみやぎ」に掲載した企
業を中心に声がけをして、新設する復興市ブース
に出展してもらう予定だ。復興に向けて頑張って
いる企業のこれまでの歩みを紹介する側面もある
が、知る人ぞ知る被災地のお店を知ってもらう機
会を提供したい。多くの人に、実際に商品を手に
取って見てもらえる場所を作ることで、少しでも
経済が循環し、皆さんの収入につながればいいな
と思っている。
私たちは出展してくださる皆さんがいるから「エ
コプロダクツ東北」を開催することができる。環
境会議所東北は、さまざまな方々とのコラボレー
ションで組織を作ってきた。私たちだけでできる
のではなく、いろいろな企業や団体が連携して協
力し合っている。昨年度、取材活動で現地を歩い
て得た情報をどのように展開していくか、私たち
にできるお手伝いは何かを考えた時、企業が自立
してより良い方向へ歩んでいくために多くの人々
を巻き込んで、「エコプロダクツ東北」のような
多くの人が連携しあう展示会を毎年つなげていく
ことが必要だと思っている。

撮影：2012.10.21　仙台市「エコプロダクツ東北2012」
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3月11日　14時46分
当時、妻が妊娠していたので、古川でパパママ講
座（安心して出産育児ができるよう妊婦やその家
族が参加する講座）に参加し、新しい合同会社の
登記を済ませて、大沼旅館へ戻った。その後、旅
館の事務所で山形の方と打ち合わせをしている
と、突然大きく揺れた。揺れはなかなか止まらな
い。妊娠している妻が心配で、建物が崩れると危
険なので外へ避難した。通りに出た途端、屋根に
積もっていたすべての雪が、どどーっと雪崩のよ
うに落ちてきた。事務所は書類などが散乱し、ぐ
ちゃぐちゃになってしまった。5〜6組のお客様
が宿泊していたので、揺れが収まってからすぐに
安全確認をした。その後、従業員や家族の安全確
認を行なった。余震が続きとても寒いのに停電し
てしまったので、広間に旅館内避難所を作って、
お客様を含め皆で集まり、ろうそくを灯して石油
ストーブで暖をとった。その日はラジオで情報を
得た。「遺体が200体」と放送されていて、なぜ
亡くなったのか、何が起こっているのか、想像が
つかなかった。津波が沿岸部を襲い、気仙沼でも
火災が起きていると報道されていた。大震災の全
容は発生から4日ほど後に新聞で知った。お客様
の中には帰るに帰れない状況で、長くて2週間滞

東鳴子における湯治の歴史
鳴子温泉郷の歴史は平安時代の約1,200年前、東
鳴子は約650年の歴史があると言われている。東
鳴子には伊達藩時代、「御殿湯」という伊達のお
殿様が入る温泉があった。現在の東鳴子温泉神社
のあたりに位置し、当時「子宝の湯」としても有
名だった。なかなか子宝に恵まれなかったあるお
姫様が御殿湯に入り、2人の子を授かったという
伝説が語り継がれている。御殿湯は明治43年の
大洪水で壊れてしまい、残念ながらそのまま復活
することはなかった。現在は、JR陸羽東線鳴子
御殿湯駅の名称にその名残がある。
湯治は日本において古くから行なわれてきたが、
文化の起源は江戸時代であると言われている。
1600年関ヶ原の戦いの後、徳川家康が1週間ほ
ど熱海に滞在し、温泉で保養した。それを大名た
ちが真似して広まったと言われている。しかし「温
泉の力」は、原始の時代から「不思議なお湯」と
して親しまれてきたのではないだろうか。
東鳴子は観光地ではなく、保養基地として栄えて
きた。一次産業に従事する多くの人々が湯治に訪
れていた。さなぶり、稲あげ後の湯治、8月の土
用の丑の丑湯治、農閑期に一番長く滞在する寒湯
治のための農民、陸に上がった漁船員や漁獲が一
息ついた漁師たちで賑わっていた。東日本大震災
のあるなしに関わらず、昔から沿岸部の方々との
つながりがあった。毎年宿泊にくるお客様の部屋
は決まっていた。だから、お客様も鳴子の親戚の
家に行く感覚で湯治へ来ていたのではないかと感
じていた。お客様はお孫さんが産まれると湯治場
に連れてきて、旅館内はとても賑やかになった。
昔は私もお客様のお孫さんと一緒に遊んだ思い出
がある。宿とお客様の家族ぐるみの交流やお客様
同士の交流があり、湯治場は独特のコミュニティ
の場であった。湯治には「お湯の力」と「コミュ
ニティ」という2つの大きな魅力がある。

温泉に入ることで地球とつながり、自然と共生する。
大沼 伸治 旅館大沼

旅館大沼の五代目湯守。伝統的な湯治をベースとしながら現代にあった新しい癒しのかたちを提案し、宮城県鳴子地域

の活性化や地域づくり、里山保全にも熱心に取り組む。東日本大震災後、行政の要請で南三陸や女川、東松島の人々を

鳴子温泉地帯で受入れることになり、旅館大沼では2011年4月～9月までに3家族の受け入れを行なった。

企業
大崎市 取材日  2012.09.11
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で1,000人以上の受け入れを行なっている。私の
旅館では2011年4月～9月までに、女川の3家
族を受け入れた。一緒に枝豆作りをし、家族のよ
うに過ごそうと心掛けた。避難してきた方々は当
然ショックが大きいようで、最初は散歩をする人
もおらず、神経質になっていた。いろいろな慰問
団が鳴子に来てくれたし、様々なイベントを企画
してたくさんお誘いしたので、避難してきた方々
は少しずつ外へ出るようになっていった。
震災後、震災以前から付き合いのあった沿岸部の
人たちも徐々に旅館へ来ている。震災があっても
交流は続いているが、なかなか前のようには戻れ
ない。仮設住宅は狭いし壁も薄く、これまでにな
いストレスで、まだまだ気軽に旅行できる状況で
はないようだ。

心と身体を再生する場所
人間も含めて様々な種が、地球に暮らしている。
日本は火山国で温泉といった恩恵を受けることも
あるが、地震や台風などの自然災害も非常に多い。
昔から自然に翻弄され続けてきた中で、日本人は
自然をコントロールするという概念は持たなかっ
たはずだ。漁師は海から魚を獲り、農家は土に種
をまいて作物を獲り生計を立ててきた。自然から
命の源をもらい、疲れたら温泉などの自然に癒さ
れてきた。我々はまさに自然と寄り添って暮らし
てきた民族なのだ。これまで我々は自然と折り合
いをつけて生きてきたし、これからも折り合いを
つけて生きていくしかない。
地震は必ず起こる。東日本大震災の記憶でさえ時
間とともに風化し、いずれは忘れられてしまうだ
ろう。しかし、日本に住んでいたら避けては通れ
ない。これまで人間中心に、経済を中心に考えす
ぎたのではないだろうか。儲けのためなら何でも
してきた。環境を破壊しようが、誰も止められな

在した方もいた。
電気はすべて止まり、3～4日は暖房などが使用
できなかったが、水道は止まらなかったし、プロ
パンガスなので調理はできた。土日の宿泊客に備
え、食料も備蓄してあったことも幸いだった。鳴
子で買いだめをする人はいなかったし、スーパー
マーケットに行列ができる様子もなく、食べ物に
困ることはなかった。鳴子は個人商店が多いので、
パン屋もラーメン屋も普通に営業していた。バス
が運行していたので、仙台から鳴子へ買い出しに
来る人がいたほどだ。電車は1ヶ月ほど止まった
が、バスは地震のあった当日も運行していた。困っ
たのはガソリンで、手に入らないのは非常に不便
だった。

先祖が残してくれた仕組み
温泉は共同源泉と自家源泉の2系統ある。2系統
とも電気を使ってポンプで送っているので、停電
で止まってしまった。震災当日はタンクに貯まっ
ている残りの分で、男女で時間を区切り皆でお風
呂に入った。沿岸部で苦しんでいる人を思うと温
泉に入っていることを、申し訳なく感じた。一方
では、自然の恵みで温泉に入れていて、もう一方
では自然災害によって生死の境にいる人たちが大
勢いる。同じ自然だが、慈悲と無慈悲、自然の真
逆の2つの側面を知った。電気もつかない真っ暗
な中で空を見上げると、星がとてもきれいで悲し
くなった。
翌日、停電でポンプは止まっているので、当然お
湯も止まっているだろうと思ってお風呂へ行く
と、湯気がのぼっていて不思議に思った。「あ
れっ？ポンプは停電で動いていないし、タンクは
昨日お風呂に入ったので空になっているはずだ
ぞ？」湯口に手を当ててみると、確かに熱いお湯
が流れている。驚いた。その後すぐに「ああっ！
これは先祖が100年前、源泉からお湯が傾斜をつ
たって入ってくるように作ったんだ！」と気づい
た。先祖が残してくれたお湯をくみ上げる仕組み
が、停電したことで初めて分かった。驚きと同時
に先祖に対する感謝と畏怖の気持ちがにじみ出て
きた。すべてが途切れた時でも、お湯がこんこん
と湧いている。人を癒すお湯の力にも感動した。
水もガソリンも灯油もない、何も必要とせずお湯
が湧いてくる。完璧な仕組みだと思った。仕組み
はシンプルなほど長持ちする。風呂を無料開放し
て、町の人たちに入りに来てもらった。

二次避難の受け入れ
行政から要請があり、南三陸や女川、東松島の人々
を鳴子の温泉地帯で受入れることになった。全体

朝日が差し込む千人風呂（旅館大沼）
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3月11日　14時46分
私は戸倉中学校同窓会の役員だ。あの時は卒業生
の同窓会入会式を終えて、校長室でお茶を飲んで
いた。翌日は卒業式だ。そろそろ帰ろうかと、玄
関で校長先生や他の同窓会の役員たちと「明日は
晴れるといいね」と話しながら靴を履いている時

震災以前の活動
私は南三陸町の文化財保護委員だ。地域の歴史と
伝承が大切であると考え、「南三陸ふるさと研究
会」で活動している。この研究会は、南三陸町の
文化や自然などさまざま分野を題材とし、ふるさ
とのより良い未来を志向して、過去と現在を研究
する会だ。東日本大震災以前から、津波に関する
伝承はたくさんあった。例えば、南三陸町の入谷

（いりや）地区には、津波によってそこまで船が
入ってきたから「ふなくぼ」、津波が来たがそこ
で家が残ったから「残谷（のこりや）」といった
地名が残されている。東日本大震災以前、話が伝
わるうちに大げさになったのではないか、縄文海
進の水位が高かった頃の話ではないかと思い、ふ
るさと研究会で津波をテーマとして大きく取り上
げることはなく、そうした地名の由来の検証を行
なうことはなかった。しかし、それらの伝承が確
かなものであったことが、震災後に検証されてい
る。

南三陸町から新たなライフスタイルや
価値観を提案していきたい。
後藤 一磨 個人

地域の歴史や文化、自然が大切であるとの考えから、宮城県南三陸町の文化財保護委員や南三陸ふるさと研究会員、観

光協会地域ガイドとして活動してきた。東日本大震災後、津波の教えを復興と新しいまちづくりに生かし、自然や文化

を次世代へ受け継ぐために「福興市」語り部プロジェクトで自らの被災体験を語る語り部ガイドとして活動している。

個人
南三陸町 取材日  2012.09.18

かった。現在の経済の仕組みは、限りない消費の
方向に進んでいる。我々はそうした方向が自分た
ちの居場所である地球を、自ら壊していることに
気づいていない。そうした中で起きた地震だとい
うことを忘れてはならないと感じている。
福島の原発事故で子どもたちは外で元気に遊ぶこ
ともできずにいる。なぜこうなってしまったのか。
原子の世界までコントロールしようとする人間の
欲が原因ではないのか。単に震災で壊れてしまっ
たものを元通りに直すのではなく意識の変革をし
なければ、食べ物すら手に入らない世界になる。
この震災は1,000年前に起きていれば、自然災害
だったが、現代に起きたことは人類への警鐘、文
明の転換点と捉えるべきだと思う。震災が起こり、
紙幣がただの紙切れになった時、我々はお金が
あっても幸せではないことに気が付いた。お金を

使うことだけが幸せなのか。まさに本当の豊かさ
とは何かと考える時だ。私にとって豊かさは全て
が断絶された中でも湧いてくる自然の恵みの「お
湯」、またそのお湯をくみ上げる仕組みを残して
くれた先祖とのつながりが象徴している。温泉に
入ることで地球とつながり、自然と共生する。我々
は自然がないと生きられない。
シンプルが一番である。電気が止まっても、最低
限生きていけるというよりどころは重要だし、何
より地球と共存していくことが大切だ。鳴子は地
球の熱エネルギーを与えられた恵まれた場所で、
ポテンシャルが大きい。湯治場は身体を癒し、自
分が自然の一部だということ、自然の恩恵を受け
て生きていることを気づかせてくれる心身の再生
の場だ。湯治場である鳴子が、人の命と地球の命
が循環する場になることを願っている。
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れがだんだん近づいてくる。「ああっ、来たな、
自宅の2階まで海水が行くかもしれないな」と
思った。チリ地震津波はゆったりした感じだった
が、それとは違うように感じた。椿島が半分以上
波に飲み込まれた。南三陸町は昭和35年に被災
してから堤防を作った。昭和35年の津波の時は
堤防が無かったので、今回はそのコンクリートの
堤防が守ってくれるかと期待していた。しかし、
5mほどの堤防に波が当たっても一切水しぶきを
上げることもなく、波はスーッと侵入してきた。
堤防よりはるかに高い波だった。波が堤防を越え
ると浜沿いの木造家屋をなぎ倒した。柱がへし折
られバキバキと音が響いた。だいたい速度は40
～50kmはあっただろう。水の壁が襲ってくる印
象だった。次々に家がのみこまれ、自宅まであっ
という間に波が到達し、約15年前に建てた別棟
は粉微塵にされてしまった。母屋は最初、水にじっ
と耐えているように見えた。しかし、波が軒を越
えた途端ぐらっと傾き、スッと浮いて、そのまま
の形で西の方に押されていった。3回ほど回転し
て引き波にさらわれていってしまった。かやぶき
屋根の自宅が、私たちの目の前を通って椿島の向
こうに消えていった。チリ地震の津波の経験から、
今回の津波は2階まで浸水するかもしれないと
思ったが、まさか家を持っていかれるとは思わな
かった。自宅が流されていくのを見るのが一番悲
しかった。
波が盛り上がるようにうねり、大丈夫だろうと
思っていた家までを次々とのみこみ、私たちが最
初に避難した場所にまで津波が迫ってきた。避難
してきた人たちが乗ってきた車が何台か駐車して
あったが、人だけでも逃げなければと、より高い
ところへ皆で逃げた。ほんの10m動かせば助かっ
たのに、目の前で10台ほどの車が津波にさらわ
れた。その後、波が引き始め、それを見て避難し
ていない人を助けに行かなければと、高台から降
りていこうとする人がいたので「だめだ！また波
が来るから！」と力尽くで制止した。一番高いと

だった。ものすごい大きな揺れが起こった。何か
につかまっていないと立っていられないほどだっ
た。下駄箱が倒れてくるのではないか、玄関の戸
のサッシが外れるのではないかと危険を感じた。
揺れている時間が非常に長く、5～6分は揺れて
いたように感じた。「ついに宮城県沖地震が来た
な。必ず津波が来るぞ」と直感した。中学校が建っ
ている場所は海辺ではあるが、約20mの高台だ。
まさかここまで津波が来るとは考えもしなかった
が「生徒たちをよろしくお願いしますね」と校長
先生たちに言って中学校を後にした。しかし、実
際は津波が到達した。
家族と高台へ避難するため、急いで自宅へ向かっ
た。自宅は市街地ではなく漁村地域にある。自宅
まで車で走っている時、地震による被害は少ない
ように感じた。古い家の瓦が落ちているくらいだ。
車が混雑している様子もなかった。漁民の財産で
ある船は、引き潮で海水がなくなるところに置い
ておくとだめになってしまう。引き潮になる前に
船を沖だし（沖合に出すこと）する必要がある。
海の様子を確認しながらそれぞれが判断し、船を
守りに浜へ向かう人、高台へ避難する人に行動が
分かれた。
自宅に戻ると、妻と息子が棚から落ちたものなど
地震でぐちゃぐちゃになった家の片づけをしてい
た。「お前たちそんなことしている暇はないんだ
ぞ！」と避難を指示した。チリ地震津波とは違い、
すぐ近くで起こった地震で起きる津波だ。早けれ
ば15分で津波が来ると思った。私は背広を着て
いたが、避難してからのことを考えて普段着に着
替えた。着ていた背広を2階の部屋に放り出した。
普段は几帳面な妻がその時はパニックになってい
る様子で、仏壇の位牌を抱えて逃げようとした。

「津波が来るぞ！そんなものはいいから、逃げる
ぞ！」と言って連れ出し、急いで車で高台へ向かっ
た。妻と息子は乗用車で、私は軽トラックに飼い
犬を乗せて避難した。高台から海へ目を向けると、
海水がない。昆布が残って黒くなった海底が現れ
ていた。海水が無くなり、岩礁地帯が山のように
そびえて、砂や泥の地帯が低く平野のようになり、
一番深い部分が川のようになって、今までそこに
あった海水が流れ込んでいくといった光景だっ
た。志津川湾から見える椿島が干上がったように
見え、時間さえあればそこまで歩いて渡れそうな
光景だ。「ああっ、また海の底が見えた！」と思っ
た。実は、当時中学1年生だった私は、同じ高台
から同じ海の光景を見ていた。昭和35年（1960
年）5月24日のチリ地震による津波の経験だ。
海水が無くなり、赤茶けた色の海草が残った海底
の光景は今でも忘れない。チリ地震による津波の
被害は、当時の自宅の床上30cmほどだった。
水平線上に白い帯がスーッと引かれて見えた。そ

撮影：2011.3.11　南三陸町　第2波の津波が到達する直前、干上がったように見え
た椿島の様子（つり船 明丸 三浦明さん撮影）
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られた。別の高台へ避難していた住民も集まり始
め、自然の家には320名ほどの避難者がいた。そ
のうち、毛布、水とおにぎりを渡された。おにぎ
りを見た途端おなかがすいて、地震が起きてから
何も食べていないことに気づき、かぶりついた。
あの時のおにぎりほどおいしいものはない。
大きい川の橋が流され、土砂崩れや道路の端が削
られて寸断した場所もある。どこからも車で入れ
る状態ではなく、自然の家は孤立状態だった。2
日目、地域の顔見知りの住民がどこに避難してい
るかなど所在確認をしながら、避難者名簿を作成
した。水洗トイレは使用できないので、グラウン
ドに穴を掘って臨時のトイレを作った。軽トラッ
クに積んでいたナタなどの道具を使って、洗い場
や物干し場を作った。高齢者や身体の弱い人を宿
泊棟へ、若い人や身体の丈夫な人を体育館へ割り
振り、皆で体育館に寝具を運んだ。さらに1～5
までの区分けをし、家族が並んで布団をとれるよ
うに寝場所を確保した。携帯電話は使用できない
し、電気もないのでテレビも見られなかった。夕
方、自然の家まで車で逃げた人のカーラジオから
被災状況の情報を得た。南三陸町、志津川の市街
地は壊滅、JR気仙沼線も役場も何もない。1万1
千人が行方不明ということが分かった。
3日目の朝、全体の状況を確認しなければ対策の
施しようがないため、何人かと相談してベイサイ
ド・アリーナまで歩こうと決めた。役場が対策本
部を作るのはアリーナだろうと思ったからだ。自
然の家の職員に急いで避難者名簿を書き写しても
らい、皆から今必要なものを書いてもらった。さ
らに病状が悪化し救急搬送が必要な人数を確認し
た。5～6名はすぐに病院に行かなければならな
い状態だった。中には「勝手なことはしないで」
と反対する人もいたが、出張中に被災し会社に連
絡を取りたいという人など5～6人を引き連れて
歩いていくことになった。アリーナまで行く途中
は、瓦礫がすごくてどこを通ればいいか分からな

ころへ避難すると、皆集まってきた。高台へ避難
したのは総勢70名ほど。同じ地域に住む顔なじ
みばかりだったので、避難してきていない人もす
ぐに分かった。しかし、その人たちの無事を皆で
祈るしかなかった。
夕方になると横殴りに雪が降り出した。皆で相談
して火を焚いて過ごすことになった。私が山歩き
を得意なことを集落の人たちは皆知っているの
で、私がリーダーシップを取り若い人たちと木を
集めてきて、たき火を2ヶ所に焚いた。火を囲っ
て丸太を置き、皆で肩を寄せ合って寒さをしのい
だ。子どもや高齢者は被害のなかった車の中で暖
をとった。余震は収まらず、津波によって家をな
ぎ倒されるバキバキという音が聞こえ、「もう何
波目になる？」と皆で話していた。空は真っ赤に
染まっていて、気仙沼で火事が起きていることが
分かった。
海を見ると航路標識の赤い点滅灯が、波が来ると
岸に押し寄せ、波が引くと沖に流されていく。不
安に襲われながら身を寄せ合って一晩を過ごし
た。毎年、津波避難訓練があるが、高台で点呼を
取るだけで、非常避難袋を持つ習慣などなかった。
皆、避難訓練に参加しているだけだったので、実
際の避難の時は着の身着のまま逃げてきて、食料
や毛布など必要な物は持ってきていなかった。誰
も眠ることもできず、夜が明けた。

一変した集落と避難生活
明朝、最初に逃げた高台へ降りて、状況を確認し
た。集落はまるっきり一変していて、ひどい状態
だった。堤防は3分の2がなくなり、大きくえぐ
れた2ヶ所から波がひたひたと田んぼだったとこ
ろへ流れ込んでいた。国道には漁船が3隻乗り上
がり、瓦礫となった家の残骸があちこちに散乱し
ていた。「何もない」と、皆で集落を呆然と見渡
した。波伝谷地区は70戸ほどあったが、津波か
ら逃れた家は2軒だけだ。昭和35年の津波が来
なかった地域の被害がとても大きかった。
私たちが避難した高台は小さな祠があるだけでそ
こにずっといることはできないので、「宮城県志
津川自然の家」という宿泊施設に避難することに
した。道は段差や2～3mの溝ができていたので、
私を含めた4～5人が先導となり、子どもや高齢
者が歩きやすいように瓦礫を片付けながら道を確
保した。その間も余震があり、津波が来る恐れが
あったので、高いところへの避難を繰り返しなが
ら進んだ。約1.5kmの道のりを約3時間かけてた
どり着いた。お昼前くらいに到着し、そこに研修
で来ていた高校生や先に避難していた近所の人た
ちが迎えてくれた。「お前、大丈夫だったか！生
きてたか！」と抱き合う光景がそちらこちらに見

軽トラックに積んであるナタなどの道具

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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前の町がどうで、どんな暮らしをしていたのか知
りたいというのだ。この呼びかけに応じたのは、
12名。必要なことだと思ったし、支援を受ける
だけではなく、自分たちでできることをしようと
決めた。
5月末の福興市の日、志津川中学校で語り部ガイ
ドがスタートした。中学校の1教室を借りて、時
間を区切って自分たちの体験を語った。福興市で
の語り部は現在でも続いているし、ここに来る人
たちの要望に合わせて旅館の1室やバスで語り部
ガイドを行なっている。今では最初の12名のメ
ンバーではまかなえないほどだ。南海トラフ地震
や首都直下型地震が懸念されるようになり、西日
本の消防団や行政の方が来ている。また、物見遊
山で行っていいものだろうかと危惧する人が多
かったが、1年経ってそろそろ行ってみてもいい
のではないか、行って買物することで復興に役立
てるのではないかと、だんだんと一般の方も来る
ようになった。
語りを聞いて涙を流す人もいる。「被災されたの
にどうしてそんなに前向きに行動できるんです
か」とある参加者から言われた。無くなったもの
のことをいつまで考えていても、戻ってくるわけ
ではない。私たちは幸いにして生き残ったのだか
ら、生き残った者の務めは、未来に向かって歩き
出すことだろうと思っている。今、私に何ができ
るかを考え、できることをやっているだけだ。

後世に伝えたいこと
課題はたくさんあると思う。津波の被害を受けた
建物がどんどん解体されている状況を「何かが違
う」と感じた。基礎コンクリートまで除去され、
更地になり、草が茂った様子を想像した時、ここ
がどのような場所で、何が起きたのか全く見えな
い場所になってしまう。津波の記憶は私たちに
とって忌まわしいものであるから、それを思い出
させる建物はなくなった方が良いかもしれない。

い状態だった。やっと荒町までたどり着く手前で、
初めて自衛隊に出会った。オーストラリアや
ニュージーランドなど外国のレスキュー隊が救命
活動を始めていた。アリーナ到着までに5時間か
かった。役場の対策本部へ行くと、よく知る役場
職員がいたので、「なんとか生きてたよ」と話し
ながら避難者名簿を渡した。しかしアリーナも避
難者でごった返していて役場職員も大変な状況
だ。行政として機能しておらず、どうしようもな
い状態だった。ちょうど自衛隊のヘリコプターが
グラウンドへ降りたところで、緊急で病院に搬送
してほしい人が自然の家にいると直接自衛隊に交
渉した。アリーナから自然の家に戻る時、偶然知
人と再会し「生きてたのか！ご飯食べてたの？」
と聞かれ、お米を分けてもらった。私たちが自然
の家に戻ると、ヘリコプターが病院へ搬送が必要
な人たちを乗せて飛び立つところだった。それを
見て、役目を果たせたなと感じた。
4日目の午後、海上自衛隊の帆船から大型ヘリコ
プターが飛んできて、おにぎり、水、毛布などの
物資が運ばれた。自衛隊のヘリコプターが自然の
家の広場に着陸した時には、「もう大丈夫だ」と
安堵した。5日目からはアメリカ軍の援助もあり、
片言の英語でガソリンや灯油をお願いした。物資
は、仮設の橋ができて陸上輸送ができるようにな
るまで、1ヶ月近く空輸で運ばれた。4日目か5
日目に報道機関が来た。最初は地元の人たちが警
戒していて報道機関を入れないようにしていた
が、外の人たちに自分たちの被災状況を発信する
ために報道機関に入ってもらった。10日目くら
いからは県外からボランティアが来た。
自然の家で約20日間を過ごした。3月末に町か
ら、近隣市町村への二次避難の話があった。避難
者同士で「同じところに避難したいね」と話し合っ
たが、皆の希望は叶わずバラバラになってしまっ
た。4月3日私は加美町に二次避難した。そこに
は宮城の人だけでなく福島の人もおり、総勢約
80名が避難していた。お風呂に毎日入れる嬉し
さや地域の人々の優しさが天国に感じた。家や車
などすべての物が流されて何もなくなってしまっ
たと感じていたが、津波は人と人の関係を流すこ
とはなかったと思う。

語り部ガイドのはじまり
4月末の日曜日から朝市ネットワークの支援と人
脈で、月1回の「福興市」を出した。地元の商人
たちが元気にならないと町は元気にならない。5
月の連休明け、ボランティア団体から町の観光ガ
イドサークルのボランティアメンバーに声がか
かった。いろいろな人たちが町に来ているけれど
も、ただ歩いてもどこがどこだか分からない。以

撮影：2012.9.11　南三陸町　防災対策庁舎
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く家屋からいつでも逃げることができるようにま
ず玄関や窓を開けた。揺れ始めてからずっと時計
を見ていたが強弱はあったものの20分以上揺れ

3月11日　14時46分
息子が住んでいる美里町桜木にいた。揺れが大き

地名に込められた先人からのメッセージ。
太宰 幸子 宮城県地名研究会

日本地名研究所会員、宮城県地名研究会会長、東北アイヌ語地名研究会会長。 2005年～2008年　河北新報社「地
名の泉」土曜日執筆担当し、 2012年TBS系列（JNN）サンデーモーニング「風を読む」地名と歴史などに出演。主
な著作『みやぎ地名の旅』、『災害・崩壊地名～地名にこめた祖からの伝言』、『地名は知っていた　津波被災地を歩く<
上>・<下>巻』他多数。

個人
大崎市 取材日  2012.09.20

ところが、あの津波が来て堤防が全く役に立たず
家が流されていく状況を見て、自然の許容する範
囲でしか人間の暮らしはないのだと私たちは学ん
だ。明治より文化文明技術を進歩させれば、自然
を人間の支配下におけると思いあがった感覚で自
然と対峙していたように感じる。南海トラフ地震
や首都直下型地震が懸念される今日、それらの学
びをきちんと後世に伝えていくことこそ一番大切
なのではないだろうか。
震災直後、あちらこちらを歩いて回り、高台踏査
なども行なった。その中で、縄文遺跡が今回の津
波の被害を免れて残っていることが分かった。か
つてここで暮らしていたご先祖様は、津波の被害
を受けることなく安全に暮らせる場所をきちんと
知っていたのだ。我々は技術を持ったことで振り
回されて、いつの間にか忘れてしまったことがあ
るのではないかと思う。日本の思想、宗教などは
自然と共存するという考え方だが、西洋や中近東
の考え方は神が優先して、人間が自然を支配する
という考え方だ。私たちもそれを進歩だと思い込
んできた。
震災を経験して、西遊記の冒頭が思い浮かんだ。
自分たちはお釈迦様の手のひらで踊らされていた
孫悟空だったのではないか。自然をコントロール
できるなどという考えは人間のおごりだった。私
たちの生命は、母なる地球環境とは別の惑星では
生きられないと思う。自然と私たちの生活をどう
折り合わせて、どう生きていけばいいのかが問わ
れているのだ。
福島の原発事故で故郷を失った人々がたくさんい
る。この問題が何年後まで続くのかも分からない。
気づけば日本には50もの原発があるが、これか
らのリスクを考えるとき本当にこれでいいのかを
問わなければならない。私たちは今日より明日、

少しでも良い暮らしをすることを望んできた。そ
れには多くのエネルギーが必要であった。原発を
後押ししてきたのは、結局私たちの果てしない欲
望なのだ。少しでも少ないエネルギーで楽しく幸
せに暮らしていける社会にしていくことが大きな
課題だと思っている。

震災を振り返って
幸せはGDPだけで図れるものではないと思う。
生きていることの意味は、心の在り方にある。震
災後、「絆」という言葉が多く使われていた。こ
れまでの社会は人間関係が断ち切られたようだっ
たのに、極限の状況は人々に生きているというこ
と、人間関係など様々なことを考えさせた。皮肉
にも震災が我々に気づかせたのだ。
環境保護とは自然を守ろうということではなく、
私たちの暮らしを守るためなのだ。ご先祖様が
あって私たちがいる。そこには命のつながりがあ
る。動物や植物も同じだ。私たちは、ご先祖様、
動物、植物がこれまで地球環境を支えてくれたこ
とに感謝しなければならないと思う。私たちの暮
らしや幸せは自然の中でしか成立しない。持続す
る社会のために自然や文化を未来へ受け継ぐこと
が必要なのだ。人口の増加や経済の成長だけが良
いことではない。人口が減少しても、経済が成長
しなくても、その地域のいい面を見て、むしろ新
たな生き方を発信していけるようになるべきだ。
新たなライフスタイルや価値観の提案を、南三陸
町からしていきたいし、南三陸町が全国の先進的
なモデルともなり得ると考えている。
ぜひ現場に来ることで、震災を自分の体験に近い
ものにしてほしい。きっと学ぶことが多くあるだ
ろう。

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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震災後初の調査活動と支援活動
4月に自宅から一番近く甚大な被害を受けた東松
島市の野蒜へ行った。ニュースで自衛隊が遺体捜
索活動等をしていた事を知ったので、その活動の
邪魔にならないよう心がけた。
野蒜に着き車を降りた瞬間、亡くなった人の思い
や声も聞こえるように感じた。一度車に戻り気持
ちを落ち着かせることにした。その当時の衝撃は
今でも鮮明に記憶に残っている。自分の心の中で
被災地に行って写真を撮影し、地元の方に話を聞
く事は間違いではないかと思うこともあった。非
常事態の状況が続く中「何か人の役に立ちたい」
と考えていたので、自分のブログで支援物資を全
国から募ることにした。ブログを見た全国各地の
方々から米やパンなど食料を大量に送っていただ
いた。当時、不足していた衣料品や生理用品など
も広島や奈良など遠方の方々から送っていただ
き、被災地の知人に届けることができた。知人が
支援物資へのお礼の手紙を書きたいが辞書がない
ので手紙を書くことができないと言っていたの
で、自宅にあった国語辞典を持って行ったところ
とても喜んでくれた。

が続いていた。揺れが落ち着いた頃、鹿島台の自
宅に車で戻ることにした。信号が止まり道路はい
たる所に段差がありマンホールからは水が噴き出
していた。ゆっくり1台ずつ譲り合いながら片道
通行になっていたため大渋滞が発生していた。途
中、松山町を通ると道路は盛り上がりとてもひど
い状況だった。通常10～15分で着く道のりだが、
あの日は2時間近くかかり、午後5時頃にやっとの
思いで鹿島台にある自宅に戻ることができた。自
宅に足を踏み入れると仕事場である書庫の中は足
の踏み場がないほどたくさんの書籍が崩れ落ちて
いた。
停電、断水、もちろん携帯電話も繋がらない。幸
い自宅の近くに井戸がある民家があり水を分けて
もらうことができた。情報源はラジオだけだった。
自宅に戻りすぐにラジオをつけた時、津波の被害
がでていることを知った。大きな余震が続き、雪
も降る寒い夜で不安が続く中、夜は明けていった。
翌朝いつも見る風景を眺めていると、塩釜港の方
に火災による煙が見えた。届くと思っていなかっ
た新聞が届いていた。いつもと比べとても薄い新
聞を見て改めて被害の大きさを知った時は、知り
合いのことや何度も地名調査で訪れた所を思い浮
かべ、気分がとても落ち込んだ。
2人家族で米などの食料は何日間か凌げる程度の
備蓄はあった。不足していた生活必需品は、農協
で運営している商店で在庫販売してくれたおかげ
で非常に助かった。食料の値段も通常と変わらな
い値段で販売し、買占めをするような人もいな
かった。田舎暮らしの良さを感じた瞬間だ。近所
の人々が作ってくれた餅や煮物を分けてもらい
に、空っぽのリュックサックを背負って1時間程
かけて歩いて出かけた。帰りはリュックがいっぱ
いになるくらいに物資を分けてもらった。まるで
戦後の買い出しをしているようだった。
自宅付近の集落では昔あったコミュニティが残っ
ていて助け合いの心がこの非常事態にとても心地
よく感じた。
代表を務めている宮城県地名研究会の会員の方々
の安否がとても気がかりだった。家に居るだけで
気持ちが落ち着かなかったので、3月13日頃に
会員の方に手書きの手紙を13通ほど書いて、郵
便配達がいつ復活するか分からない状況だったが
ポストに投函することにした。
震災から1週間後くらいに自宅の電話が通じるよ
うになったときは、全国各地からの安否を心配す
る留守電が多数録音されていた。その後、手紙を
見てくれた会員の方々から返信が届いた時はとて
も嬉しくほっとした思いだった。
 

撮影：2012.4.12　気仙沼市大島　お孫さんを亡くした女性が、抉られたり表土を剥
がされ、砂地となった畑で馬鈴薯を植え付けるため草引きをしていた
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鹿島台には吉田川と鳴瀬川が並行して流れている
が、津波の跡が2つの川に残っていると聞いた。
震災後の調査で野蒜海岸から13.5km遡上してい
たことが分かった。水の勢いの凄さを強く感じた
瞬間だった。
宮城県地名研究会が設立されて早や20年になる
が調査研究していて気づかされたことがたくさん
ある。それは地名に込められた「知られざる故里
の歴史」の深さだった。文字に記されていない、
歴史そのものだ。「故郷を知る手掛かりは、地名
にあり」である。近年、古今東西を問わず、地震
や大雨などによる自然災害が目立ってきている。
目も耳も疑うほど、悲惨な災害が多いことも事実
だ。その悲しさや惨さを、地名はしっかり伝えて
きた。私たちは、その地名にもっと敬意を表し、
先人が報せてくれている事実から目をそらさず、
耳を傾けるべきだ。地名は、今そこであった事実
だけではなく、古い時代にあった災害をも伝えて
いる。地名調査を行なう事で地名に込められた先
人の思いをもっと大切にし、後世へ伝えるべきだ
という気持ちが震災によってより強い思いにも
なった。
 

災害地名を調査するきっかけ
火山列島である日本は、自然災害の歴史が古くか
ら続いている。どこに住めば安全なのか、そんな
不安に駆られている方々もたくさんいると思う。
地名には、自然災害で土地が壊れたこと、洪水で
泣いたこと、泣かされたことが声なき声として伝
えられている。特に美しくすてきだなと思われる
地名は要注意であることがある。災害は忘れた頃
にやってくる。地名は、まさに先人から受け継い
だ大いなる宝物だと思っている。
宮城県の多賀城に「螻蛄喰（けらくい）」という
地名があり、その地名について残した著書があっ
た。螻蛄（ケラ）があんまり沢山いて、その地区
の土地を喰い荒らしたという言い伝えがあるとい
う。自分ではその話がどうしても納得がいかな
かった。今から20年程前、人々の自然災害に対
する気持ちが変化してくるのではないかと考えた
ことが、災害地名を調べるきっかけになった。
災害地名の具体例として登場する60ヵ所余りの
住所はいずれも、自らの足で歩き、地元の人から
話を聞き、地形を確かめ、地名と史災との関係を
検証した。 

自然災害の痕跡を残した 
先人からのメッセージ
災害に遭いやすい場所は、地名が伝えている場合
があると言われている。仙台市青葉区の栗生地区

では、今回の震災で隣接する地区で地滑りが発生
し、アパートの敷地に土砂が流れ込んだ。地元の
話によれば、昭和20年代にも今回に似たような
土砂災害が起こった。栗生の「栗」の発音が、災
害の履歴を表している。「栗」のもとの発音は「く
れ」で、土地が「崩れる」ことを表すという。こ
の近くにある地名に「柿」のつく地名があるが、
この「柿」は「欠ける」を意味し、土地が削り取
られた場所などに見られる。
また、やはり近くに「梅」のつく地名もあったが、
過去に土砂で土地が埋まったことを表している場
合がある。つまり「埋め」が「梅」になった。
地名は時代とともに、イメージのよい文字に変え
られたが、由来をたどると土地の下の姿を知るこ
とができる。もちろんすべての「栗」「柿」「梅」
に当てはまることではなく、その土地ごとに調べ
てはじめて分かることなので、誤解のないように
していただきたい。
地名もまた、先人のメッセージとして受けとめる
べきだ。崖崩れになりやすいから気をつけたほう
がいいよと子々孫々に伝える、あるいは自分たち
の仲間にも伝える、そういう意味を込めて地名が
つけられたと思う。市町村合併や宅地開発で古い
地名が消えていく時代、地名に込められた先祖の
知恵、地名に隠された事実と歴史、その重要さを
知ってほしい。
 

震災を振り返って
津波に襲われた三陸海岸を歩いていると、海は穏
やかで青く美しい。まるであの日のことはなかっ
たように思うこともある。いったいあれは、何だっ
たのかと目を疑いたくもなる。
被災地を調査していると、いつも心が重くなった。
今、私が足を置いている場所に、行方不明の方が
早く見つけて欲しいと待っているのではないかと
いう思いが強くなる。しかし、それでも、後世の
人々にこの大きな震災からどのように復興し、ど
のように切り抜けたか、そしてどんなにこの東北、
宮城県が美しかったかを伝えなければならない。
そしていつかみんなが笑顔の日がやってくると信
じている。そのためにも私たち一人ひとりが助け
合い、できることから小さな一歩を歩んでいきた
いと思う。
津波災害と地名のつながりを調査していて、浜の
人々の信仰心の篤さに触れる機会がたびたびあっ
た。海と共に生きて来た人々の心の奥深さをも知
ることできた。
どうか少しでも早く、以前の元気な東北、宮城県
になって欲しい。みんなが笑顔で暮らすことがで
き、故郷を離れたりしないような穏やかな生活の
日々が戻ってくるように切に思う。

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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津波が襲ったことを知った。体育館では悲鳴が上
がり、頭を抱え込む人、信じられないといった顔
をする人、黙り込む人…呆然とする中でとっさに
沿岸部にいる友人の顔が浮かぶ。だが、その時は
まだ被害の全容が分からずにいた。翌日、新聞を
読んで大変な状況になっていることを知った。

海岸の様子を見に
私は趣味で波乗りをするので海の様子が気にな
り、震災後4、5日目に自転車で15km離れた海
岸を見に行った。その道のりで見た光景は、ショッ
クで感情を表現することはできない。民家が流さ
れ、車が押しつぶされ、辺り一面瓦礫の山で覆わ
れている。目に見える360度すべてが廃墟と化
し、圧迫感が自分にのしかかってくる。足元は泥
でネチャネチャしてまとわりつき、にもかかわら
ず、乾いた埃が舞っていて空気がざらつく。火事
の煤けた臭いやヘドロの変な臭いが混じり合って
気持ちが悪い。上空を飛ぶヘリコプターのバリバ
リという音が耳をつんざく。五感すべてが生きて
いるものを感じない。あまりにも悲惨な状況で自
然に涙が出てきた。結局、海までたどり着く気持
ちになれず、引き返した。

3月11日　14時46分
当時は寿司屋で働いていて、お昼ピークを終え一
息ついている休憩中だった。携帯電話の緊急地震
速報が鳴り出し、最初は何の音か分からず「なん
だろう？」と思っていると、突然ものすごい揺れ
に襲われた。とっさに冷蔵庫や冷凍庫を押さえた
が、手を払いのけるように激しく動き、扉が開い
て寿司ネタが飛び出してくる。棚からはすし皿が
どんどん落ちてきて、ロッカーが飛び上がった。
このまま店の中にいては危ない。店長とアルバイ
トと3人で外へ逃げようとしたが、出口には棚が
のしかかっていた。それを押しのけて外へ出ると、
近所の人たちも慌てて出てきた。裸足で駆け出し
てきた人、悲鳴を上げている人、腰から崩れ落ち
ている人、みんな必死の顔をしている。目の前の
高層マンションがちょうどL字型に建っている
が、そのLの角にあたる連結部分が外れ、マンショ
ン同士がぶつかり合っていた。電信柱が揺れ、道
路は波打ち、ブロック塀が崩れ落ちた。水道管が
破裂したのか水が道路から噴水のように溢れ出し
てくる。揺れが落ち着くと、寿司屋の2階にある
居酒屋に、逃げ遅れたお年寄りがいたので無我夢
中で助けに向かった。割れた酒瓶などが散乱し、
中はぐちゃぐちゃだった。お年寄りは歩くことが
できなかったので、背中におぶって急いで外に出
た。近くのマンションの一室から火の手があがり、
煙が立ち昇るとともにサイレンの音が鳴り響いた。
すぐに避難しなければならないと思い、店長とア
ルバイトは近くの小学校へ、私は仙台市青葉区川
内にある自宅に戻り、ポリタンクやバケツ、お風
呂に水を溜めてから、川内コミュニティーセン
ターへ避難した。そのとき家の玄関のドアは歪ん
で閉じることはできなくなっていた。川内コミュ
ニティーセンターの近くには東北大学や保育園が
あり、学生や子どもたち、心配する親御さんやお
ばあちゃんたちなど、地域の住民が続々と避難し
てきた。
体育館や和室などは人でいっぱいになり、夕方に
なるにつれて気温が下がる中、ラジオで沿岸部を

地域が存続できる農業を目指したい。
広瀬 剛史 ReRoots

東日本大震災で川内コミュニティーセンターに避難したメンバーとともに2011年4月ReRootsを結成し、7月には

仙台市若林区にReRoots若林ボランティアハウスをオープン。若林区の農業再生を目指して「復旧から復興へ、そし

て地域おこしへ」という中長期的コンセプトのもと、地域とのつながりや農家の目線を大事に活動している。

任意団体
仙台市 取材日  2012.09.21
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てはいけないルールになっていた。非常に制約が
多く、改善点を見つけても上に確認する必要があ
り時間がかかる。今、近くで起きている問題をど
うにかしようと自分たちで動く姿勢が欠けている
ように感じた。
さらに、作業時間は短い。9時にボランティアセ
ンターの受付が始まり、マッチングで1時間から
1時間半かかる。そこから現場に移動すると、作
業はどうしても11時くらいからのスタートだ。1
時間の作業をしたら休憩を取り、14時半に作業
を終えて15時までにはボランティアセンターに
戻らなければならない。あまり活動している実感
がなかった。いくつものボランティアセンターを
見たが、どこも同じ状況だった。
一方でいろいろな民間のボランティアグループも
現場に入っていたので、その活動も見ていた。ボ
ランティアグループは強い想いで動いているとこ
ろが多く、スピードや行動力はとても素晴らしい。
だが、物がなければ物資をあげる、瓦礫があれば
撤去する、仮設住宅があればイベントをするなど、
その瞬間は必要だが、どうしても目先的な支援に
とらわれ、場当たり的な活動をしているように思
えた。また、自分が何かしたいという想いが強い
ので自分の側から活動内容や被災者を見てしま
う。たとえば、泥だらけの家があって、瓦礫出し
のボランティア依頼がある。しかし、震災前は瓦
礫ではなく家財道具や思い出の品々だ。それを片
付けて処分しなければならない当事者は、どう
やってもマイナスからゼロには戻れない。どこか
で気持ちをリセットし、無理やりゼロに戻してや
り直さなければならない。ボランティアは、たし
かに被災者から「ありがとう」と言われ、役に立
つことができて良かったと思うけれど、それは復
旧の一局面でしかない。そこに留まらずもっと被
災者の側に立って、生活の立て直しという困難や
心情に立って考え、そこでの支援の形をつくるこ
とはできないものかと考えた。

学生ボランティアとの出会い
地震発生から2～3日は、寿司屋で働いているア
ルバイトの安否確認や店の片付けなどを行なって
いた。私が川内コミュニティーセンターに避難し
たのは2日間ほどで、電気が復旧した後は自宅に
戻った。初めのころ避難所は混乱していたが、町
内会が指揮をとり始め、さらに10～20名の学生
を中心に自然と運営ボランティアグループができ
あがりテキパキ動いていた。次第に、避難所で知
り合った学生たちが、ボランティアの合間をみて
私の家へ息抜きに来るようになった。
1週間後、川内コミュニティーセンターは別の避
難所と統合されることになった。水道は止まって
いたが、電気は復旧していて、プロパンガスを使
用している世帯はガスが使えたので、統合された
避難所へは移動せず自宅に戻る人が多かった。川
内にはスーパーマーケットなど買い物をする場所
がないため、自宅に戻っても食料がなく困ってい
る人たちが大勢いた。まだ、ガソリンが手に入ら
ず車で買い物に行くことができなかったのだ。そ
こで学生たちは川内コミュニティーセンターを物
資の流通拠点にし、約300世帯に水や食料の配給
を行なった。川内は青葉山の麓にあり坂が多いの
で食料や水を背負い、リヤカーに乗せて運んだ。
ローテーションで体制を組み、配給は3月末まで
続いた。3月下旬頃から、学生たちは空いている
時間に何かしようと、津波被災地のボランティア
に私と一緒に出かけるようになった。

支援活動の実情を見て
震災後、仙台市のボランティアセンターができて
から、すぐに個人でボランティア登録をして活動
に参加した。当初の仕事は避難所での名簿作りや
物資運びだったが、徐々に泥出しや瓦礫撤去が多
くなった。私は震災以前から三陸の海の環境問題
や中国残留孤児の問題についてNPOやNGOで
の活動経験があったため、ボランティア活動を行
なうのは自然だった。しかし、参加してみるとボ
ランティアセンターのさまざまな問題点が見えて
きた。マッチングに時間がかかり、段取りが悪い。
被災者は安否確認やこれからの生活をどうするか
と大変な状況だったので、家の片付けまで手が回
らない人たちがたくさんいた。でも、ボランティ
アセンターは片付けの依頼を受け付けてからでな
いと動かない。困っている人のところへ自分から
はなかなか出かけなかった。現場で瓦礫撤去など
の活動をすると、依頼を受けた場所を片付けても
その先が延々と続いている途方もない状況だっ
た。依頼のあった現場近くでおばあちゃんが片付
けをしている。「手伝うよ」と声をかけたいが、やっ 撮影：2012.6.23　仙台市若林区種次　畑の土起こし
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く。さらに③彼らが立ち上がって初めて、ボラン
ティアと協働で歩んでいけると考えている。これ
らはReRootsの大事な活動原則だ。

地元密着型の支援を
ReRootsを発足させたものの、学生中心の団体な
ので資金も人脈もなかった。4月下旬に知人を通
じて若林区笹屋敷の農家を紹介していただき、
GW明けから、毎週末にボランティアをするように
なった。その頃は、畑の表面にある大きな瓦礫を
重機などで撤去した後、まだ埋まっている瓦礫を
掘り出したり、ビニールハウスの中に入った泥や
瓦礫を除去したりする作業をしていた。
まだまだ農地の復旧は進んでいなかったが、驚く
ことに5月末には若林区のボランティアセンター
は撤退してしまった。私たちはボランティアの活
動拠点をつくるために農家の土地をお借りして、
6月からボランティアハウスの準備を始めた。最
初は更地で何もなかったので、アウトドア用の
キャンプテントを設置しただけだった。プレハブ、
トイレ、一輪車、スコップ、倉庫、自転車などあ
らゆるものが必要だったので、あちこちに呼びか
けをして活動に必要な資材を集めた。その甲斐
あって、2011年7月16日、ReRoots若林ボラン
ティアハウスをオープンすることができた。
農地の瓦礫撤去依頼は農家から直接ボランティア
ハウスに連絡がきたり、現場で声をかけられたり
して受ける。これまで累計320件ほどの案件に取
り組んだ（2012年9月21日現在）。ボランティ
アハウスをオープンした頃は知名度もないので、
チラシを配り広報したが、その後は口コミで広
がった。ある集落で畑の瓦礫撤去作業を行なって
いれば、隣の農家から「うちもやってけろ」と依
頼されどんどん広がっていった。ReRootsの取り
組みでは、地域とのつながりや地元密着をとても
大事にしている。いくら自分たちの掲げている理
念を説明しようと、それだけで認めてはくれない

私も避難をしたが、被災者の目線に立った時、こ
れからの生活をどうやって立て直すかという点が
一番の問題だ。生活を立て直すために目の前の瓦
礫を撤去することは必要だが、それは第一歩で
あってそれで生活が立て直せるわけではない。市
のボランティアセンターはトップダウンのお役所
体質で上から目線に、ボランティアグループは自
分の想い優先になりやすい。両者とも当事者目線
が欠けていると感じた。

ReRoots（リルーツ）結成
仙台市は宮城野区と若林区の津波被害が非常に大
きい。その特徴を見ると宮城野区北部は仙台新港
があり工場地帯なので、大きな機械や化学製品も
多く、一般ボランティアはなかなか入れない。宮
城野区中部は、住宅地でサラリーマンが多い。そ
こで民家の瓦礫撤去や泥出しの依頼はたくさん
あった。被災者は仮設住宅や民間アパートに避難
したり、自宅を片付けて家に戻ったりして落ち着
くと、元の職場に復帰し生活を立て直していく。
ところが、宮城野区南部から若林区はずっと農地
が続いていて、住民は農家が多い。たとえ瓦礫出
しをして家をきれいにしても、職場である農地は
まだまだ瓦礫の山で手が付けられていない状況
だった。農地は農家の生活を支える重要な基盤な
ので、若林区の農地と農業に着目した。
2011年4月18日、避難所から一緒に活動してき
た大学生たちとこれからの復旧、復興活動をして
いくためにReRootsを結成した。団体のコンセ
プトや活動の原則は、若林区の特徴である農業と
農家の目線に立って考えた。まずは、瓦礫撤去な
どの復旧支援が必要だ。また、家や機械、作業場、
ビニールハウスが流されてしまった中で、営農再
開するのは非常に難しい。復旧の次のステップは、
農業を安定して継続できるようになるまでの復興
支援が必要になる。さらに、農業は後継者不足な
どいろいろな問題を抱えているため、農業を活性
化する地域おこしも必要だ。「復旧から復興へ、
そして地域おこしへ」という中長期的コンセプト
を固めた。
一方、いろいろなボランティアセンターやボラン
ティアグループを見て、当事者目線であることが
絶対に重要だと感じた。ReRootsでは①相手の立
場、目線に立って支援をすることを活動理念に掲
げている。また、被災者はもともと自分で生活し
ていたし、生活する力を持っている。津波の被害
を受けて一時的にボランティアを必要とする状況
になっているだけだ。ボランティアだからと何で
もやってあげるのではなく、あくまでも②農家が
再び自分で農業をできるような力を引き出し、社
会的地位と尊厳を確立できる支援を目指してい

撮影：2012.7.16　ボランティアハウス前　ReRoots1周年
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べ ら れ て し ま っ た し 多 く の 失 敗 も す る が、
ReRootsファームで農家の心づかいや生産に対す
るプロ意識を感じることができる。
みんなで瓦礫を取ってきれいにし、畑を借りて農
家に教えてもらいながら野菜を作り、収穫して食
べることができるのはとても感動だ。あんな瓦礫
の山だったところからも野菜ができる。私たちの
ような素人でも瓦礫を取って一生懸命やればそれ
なりに野菜を味わうことができる。津波被害を受
けた民家は多くの物を失ってしまい、マイナスか
らゼロには戻れない。しかし畑はマイナスからゼ
ロへ、ゼロから作物の収穫というプラスへと確実
に進むことができる。ボランティアも自分たちが
瓦礫を取った畑で野菜が作られるのは嬉しいの
で、継続的にリピートしてくださる方も多い。
ReRootsファームは地元密着で農業を対象に活動
していく私たちにとって欠かせないものだ。そこ
にいると、自然と向き合い、あれだけの被害を受
け止め、それでも農業をやると覚悟を決めて、黙々
と野菜を作っていく農家の姿はかっこいいし、彼
らのプロ意識や野菜にかける労力は素晴らしい。
近くで見ている学生たちも農家をかっこいいと思
うだけでなく、すごみを感じている人は多い。
しかし、昨年の行政のアンケート調査によると、
個人営農で再開する農家は2割、集団化で再開し
たい農家は6割、残り2割は離農するという意向
結果が出た。実際には現段階で集団化はまだ進ん
でいないので、もっと割合は低いだろう。離農し
た土地は耕作放棄地になりやすい問題がある。そ
こで、土地の活用方法としてReRootsファーム
のほかに、市民農園の取り組みがある。1つは、
荒浜の農家の方々と協力して開設した被災者向け
の荒浜狐塚農園だ。仮設住宅などに避難している
とどうしても閉じこもりがちになってしまう。も
ともと土いじりをして生活していた人たちにとっ
て、コンクリートばかりで野菜も作れないのでは
やりがいも持てない。そこで、畑に来て野菜を作
れば天気や雑草が気になり、気持ちも外に向きや

し、むしろ仕事ぶりを見て評価され、そこに人柄
を見られる。「口ばっかりだぁ」と言われないよう、
朝9時から現場に入り長い時では夜7時まで活動
をした。農家の方に「なんだぁお前らまだやって
んのか。もう遅いから帰れ」と言われるまで瓦礫
を取った。それでも「やりたくてやっているんで
す」と、自分たちが若林区の農業の復興を目指し
て取り組んでいることを話した。仕事ぶりは社会
人だろうと学生だろうと関係ない。ボランティア
だからと適当に済むわけではない。あくまでも基
準は相手側にあり、農家から見て丁寧できちんと
した作業だと評価されるかどうかが大事であっ
て、自分たちがどれだけやっているかではないの
だ。また、相手の気持ちをくみ取って作業をしな
いと信用してもらえない。このように評価されて
初めて地元に受け入れていただき、根付くことが
できる。
さらに、震災以降、ボランティアハウスが建って
いる地区では子ども会や町内会などのすべてのイ
ベントは中止になっていた。畑に行って瓦礫撤去
はするけれども、ボランティアハウス周辺の方々
に受け入れられなければ存在できないし、地域と
の顔の見える関係も大事にしたい。その思いから
映画上映会、芋煮会、ジャンボカステラ作りなど
小さなイベントも開催している。何のイベントも
なくなってしまった子どもたちにとって夏の映画
会は大きな楽しみだ。学生スタッフみんなで話し
合って子どもたちの喜ぶもの、学生ノリではない
地域で受け入れられるものを考えた。子どもたち
はボランティアハウスに遊びに来るようにもなっ
た。

ReRootsファームで 
農家のすごさを学ぶ
ボランティアは瓦礫撤去作業が終わればいなく
なってしまうと一般的には認識されている。
ReRootsは復興から地域おこしまでの活動を掲げ
ているので、瓦礫撤去の先に見える農業と地域の
姿を考えていくためにも農家の生活を学ぶ必要が
ある。そこで、農家にお願いして畑を貸してもら
い2011年10月からReRootsファームを始めた。
農家と同じように畑を耕し作物を作る喜びや苦
労、体力的つらさなどを実感しなければ農家の気
持ちは分からない。私たちは素人なので農家から
育て方を教わり、地元の生活空間のなかで土をい
じっている。すると、いつの間にか畑を見に来て、
あとで「早く受粉しろ」とアドバイスをくれたり、
漬物の漬け方や野菜のおいしい食べ方も教えてく
れたりする。どの時期に何を植えればいいのかも
農家の方が教えてくれるので、いろいろな種類の
野菜を作ってみた。初めて植えた小松菜は鳥に食 撮影：2012.11.10　仙台市青葉区仙台朝市　りるまぁと　オープン
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農になることで農業を続けるかどうかも問題とな
る。どこに移転するのか、元に戻るにしても若い
人は来るのかなど、コミュニティを維持し、再建
するには家を確保するだけでなく人と人の繋がり
や公共施設の整備など生活空間を考えていくこと
が必要だ。そうした農業、人、生活、地域という
トータルなコミュニティデザインを住民合意の中
で形成していくことが求められている。
景観の再生はもともと生活していた住民の心象風
景であり、農業に適した農村景観であり、豊かな
若林区東部地域そのものだ。防風林、垣根、いぐ
ね、花などが津波で流され、一面茶色でとても寂
しい風景になってしまった。稲は潮風に弱いので
防風林は大きな役割を担っており、いぐねもこの
地域の屋敷林として文化的・歴史的にも価値があ
る。農村風景を取り戻すことは、農業に適した土
地を取り戻すために重要な取り組みである。
そこでReRootsとして地域の景観形成のひとつ
として「ひまわりプロジェクト」を行なった。仙
台市は沿岸部を公園化する方針はあるがまだ具体
化しておらず、海岸の防風林再生はとても時間が
かかる。ひまわりは単年度で回転させられるし、
見ると元気の出る花だ。ちょうど、ひまわりプロ
ジェクトを計画していた時、福島県の「NPO法
人シャロームの会」とつながることができた。シャ
ロームの会は障がい者の自立事業の一環でひまわ
りの種から油を搾油して商品化する事業に取り組
んでいた。残念なことに福島第一原発事故により
ひまわりを植えることができないため、代わりに
ひまわりを育てて採取した種を送ってもらうとい
う別の形の「ひまわりプロジェクト」に取り組ん
でいたのだ。こちらは景観目的でひまわりを植え
たいし、シャロームの会はひまわりを育ててくれ
る里親を探していたので、お互いに協力すること
となった。趣旨に賛同してくださった農家から畑
をお借りして荒浜地区と二木地区に合計約2万本
のひまわりを植えた。そして、夏、見事にひまわ
りの花は咲いた。住民からは「ぜひ、来年もやっ
てほしい」との言葉を頂いた。

すく閉じこもりがちにはならない。もう1つは三
本塚の農家と協力して作った一般向けの市民農園
だ。現在、この地域に来る人はボランティアか瓦
礫撤去の業者、家や畑の片付けに来る住人に限ら
れている。それ以外にも人が出入りできる仕組み
を作る必要があると考えて位置づけた。瓦礫撤去
はできないけれど、家庭菜園ならできるという人
に来てほしいと思っている。人が入ってくればコ
ミュニティ再生のきっかけになるし、土地の保全
にもなる。今はまだ土質があまり良くないので、
改良するために試行錯誤している。畑の土質を回
復することも復旧の1つ。このやり方も農家から
教わっている。

地域の課題と 
「ひまわりプロジェクト」

津波被災を受けた若林区東部地域が復興していく
ために抱える課題は①農業の再生、②コミュニ
ティの再生、③景観の再生、そして④防災だ。防
災については行政が担う分野が多いので農業、コ
ミュニティ、景観の3つの側面を調査・研究して
みた。
まず農業の再生について、行政は圃場を大規模化
し、その後集団化さらには法人化、6次産業化し
て、競争力の高い農業を作っていく方針だ。おそ
らくいくつかの農家はその流れに乗っていくだろ
うが、成功するケースと難しいケースが出ると思
う。日本の農家の平均年齢は65歳で、生産のプ
ロだがマネジメントや営業販売は得意ではない。
能力のある農家はやっていけると思うが、できな
い場合は借金を抱え込み農業をやめざるを得な
い。一方、法人化することでそれ以外の兼業農家
や高齢化した農家などの土地が集約されると、農
業をする人そのものが減ってしまい、農業以外に
仕事を見つけるようになる。すると土地から離れ
る人が増え、地域で取り組んでいた草刈りや掘は
らいなどが行なわれなくなり、農業を維持してい
た集落の機能が失われていく。たとえいくつかの
農業法人の経営は成り立っても、地域全体として
の農業が衰退し、農村が成り立たなくなってしま
う。営農形態の在り方は、農業経営だけでなく農
業を土台に成り立っている若林区東部の未来に
とってとても重要なテーマだ。
次にコミュニティの再生は、移転または元の場所
で再建かなど、生活の礎となる家の問題について
解決がないと先に進めない。沿岸部は危険区域に
指定されているので、住民は移転を求められてい
る。農業とコミュニティは密接であり、移転すれ
ば通い農になり、そのような新しい農業方式に
なったとき集落として取り組んでいた農業の形を
維持できるのかまだ見通せていない。また、通い

撮影：2012.8.15　仙台市若林区種次　ひまわりプロジェクト
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人のボランティア参加者をコーディネートするの
で、責任感も強くなる。また農家の復興への思い
を感じれば半端な気持ちは真剣さに変わる。最初
は10人ほどだったReRootsメンバーも、現在は
37人だ（2012年9月21日現在）。

地域が存続できる農業を目指したい
若林区東部地域の魅力は農業、食、自然、防災、
星空だ。この要素を活かして人の出入りする仕組
みを作りたい。これまで約1万6千人のボラン
ティアが来ているので、これからは一度ボラン
ティアで来た人が再び訪れ収穫祭などのイベント
に参加するのもいいし、大学生の農業インターン
や新規就農者を増やすファームステイの仕組みも
あればいいと思っている。また、これから地域の
復興している様子を外に発信したいので、野菜の
販売をしていきたい。収益を目指す店舗ではなく、
地域に還元する店舗づくりをしたい（2012年11
月10日、仙台朝市に若林区復興支援ショップ「り
るまぁと」をオープン。毎週土曜日営業）。また、
買った消費者がこの地域に訪れるような企画もし
たいと考えている。
しかし、まだまだ途上だと感じている。畑に行け
ば瓦礫は片付いていないし、田んぼの除塩作業も
来年まで続く。それが終われば大規模農場化の区
画整理が始まり、それは3～5年はかかるだろう。
本格営農再開はそれからだ。移転も実際に住むこ
とができるのはまだ時間がかかる。それが済んで
から、地域の再生、地域おこしの段階に進んでい
く。これからやらなければならないことはたくさ
んある。ReRoots内部においても情報収集や体制
整備、当事者との関係作りを丁寧に進めたい。行
政のやり方でやればうまくいかないところもある
と感じているが、ただ反対するだけではなく、ど
のようにして地元の人たちを媒介しながらコミュ
ニティや農業形態を作っていくか、どうやって話
し合いの場を作っていくか模索していきたい。
まだ復興の形が見えないので、今後どのように地
域を作っていくかの研究も必要だ。もちろんそれ
は地元の農家の方々と話し合いをして協働で進め
ていきたいと思っている。決めるのは住民だ。ま
た、農業は生活の場であり、いつまでもボランティ
アは必要ではないと思うので、これからReRoots
の農業部門を強化し、非営利の農業法人化も考え
ている。ただし、それは人材と技術、資金が必要
なのでまだまだ構想段階だ。将来は新規就農者を
どう増やすか、農村をどう保つか、農業が抱えて
いる問題まで踏み込んで、地味で豊かな農村コ
ミュニティとして存続し続ける農業の姿を目指し
たい。

相手の立場に立つ視点
2012年3月～9月の間、毎月約1,500～2,000人
のボランティアが参加し、ボランティアハウス
オープン以来、累計約1万6千人の方々が来てく
ださった（2012年9月21日現在）。週末はバス
ツアー、企業の研修ツアー、市民グループ、学生
サークルなど日本全国から訪れる。また、小学生
も受け入れているので、親子連れの参加者も多い。
ボランティア保険天災型にさえ加入していれば、
いつでも参加できる。ボランティアに来る人たち
には「少しでも地元の復興の力になれれば」とい
う謙虚な気持ちや姿勢で来ていただけるとありが
たい。半日でも1日でも、その活動の積み重ねが
復興へと進んでいくので、多くのボランティアに
たすきをつないでほしい。
ボランティアの他に、ReRootsの仕組みや運営を
学びたいと来る方も多い。ボランティア参加者で
なくスタッフとして携わるのであれば、ボラン
ティア理論やチーム理論などの学習、そして研究
や改善など日々検証が求められる。そうした内容
は他の団体でも参考になると思う。たとえば、ボ
ランティアに参加する最初の興味や動機は人それ
ぞれなので、その寄せ集めではチームはうまく動
かない。そこで、ボランティア理論が必要とされ
る。ボランティアする際には必ず対象が存在する。
対象となる相手のことを理解しなければボラン
ティアはできないし、相手の立場に立とうと努力
することで謙虚に現実を学ぶことができる。自分
の興味・関心を土台に、ボランティアする対象へ
の理解が深まる過程で関心の払い方も変わり、視
野が広くなる。それは能力の大小ではなく人の資
質に関わるものだと思う。相手の話を聞く力、そ
れを整理し組み立てる力、まじめさや謙虚さ、我
慢強さなど人柄が問われる。だから、自分の課題
や欠点など見たくないところも見なくてはならな
い。そうして課題を前進させようとしたとき自分
自身もまた成長していくことができる。ただし、
自分が成長することが基準ではなく、あくまでも
ボランティアする対象が変化することが基準で
あって、その変化を追いかけていたらいつの間に
か自分も成長していたという感覚に近い。こうし
て対象の変化を軸に据えることで、チームとして
の判断基準がはっきりし、個々人の課題も明確に
なり、モチベーションの差や能力の大小ではなく、
いかにして問題に近づけるか、対象の変化を促す
媒介になれるかを研究していく。
ReRootsの活動を担っている学生たちの力はすご
いと思う。最初は軽い感覚だが、理論をきちんと
共有して各部局を担当し、農家の中に入り、ボラ
ンティアをしていく中で、だんだんと意識が変
わっていく。たとえばバスツアーなどで来る40
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そして楽しめる場づくりを
海藤 節生 NPO 法人　水守の郷・七ヶ宿

水源地七ヶ宿の役割と魅力を伝え、地域の自然と人を守り育てる事業を行なうことにより、水という関わりの中でつながっ

た地域の持続可能な未来づくりに寄与することを目的に活動している。震災後は北上町相川地区を継続的に支援。復興支

援ライブも各地で精力的に行っている。2012年農林水産省主催の「オーライ！ニッポン ライフスタイル賞」を受賞。

NPO
刈田郡 取材日  2012.10.04

ご縁があり宇都宮の石屋さんとつながって、大谷
石を半値で譲ってもらった。運送もたまたま別の
時に被災地で知り合った栃木の社長さんが、無償
で運んでくれた。
2012年3月4日は北上町相川地区の復興祭だっ
た。いろいろな人が集まる。ここが狙い目だと思
い、力を貸してもらい石窯の型枠を作り、翌日生
コンを打って石窯の基礎を作った。その後すぐ、
東京の仲間がボランティア10数名を連れて来て
くれた。3日間で大体の形ができあがった。
3月下旬には初めて窯に火が入れられた。何もな
いところに何かができて煙があがっている。地域
の人たちも興味津々で集まってきた。あっという
間に用意した30枚のピザが無くなってしまった。
余談だけれど、わかめをトッピングしてみたが磯
臭くて食べられなかった。

石窯ピザが地域をつなぐ 
遠方よりたくさんの人が来て片づけてくれたおか
げで町はすっかりきれいになった。役所から機械
が入り地域の人を雇用しながら瓦礫の撤去をやる
ようになってやがて何も無くなっていく。漁業者
たちの船が新しくなり、わかめの種付けをし、そ
こにボランティアが来て、収穫の時期はちょうど
3.11から1年が経ち、それなりにわかめも収穫で
きるようになっていた。復興祭があちこちで行な
われていた。漁業者たちだけは何となく明日が見
える状況になっていた。
瓦礫の撤去が完了した後、トラクターを入れ、石
を拾って畑作りをした。そこに仮設に住む人達が
野菜を植え、震災の年の8月には収穫して食べた。
瓦礫を拾っているとき会話の中で、「あんた仕事は
何やってんの？」と聞かれ「ピザ屋です。」と答え
ると「ピザなんて食ったごとねえな。」と言われた。
田舎の人には珍しい食べ物だろう。「今度食わせっ
から」と、ピザ窯を作ることを約束した。
ピザ窯を作るためには資金が必要だ。いろいろな
ところに助成金を申し込んだが、営業的なもので
あるとか緊急性が無いという理由で断られた。確
かにそうとられても仕方がない。会話するボラン
ティアであったり、読み聞かせをするボランティ
アであったり、パソコン指導のボランティアなど
はいっぱい来ていた。そうしたことも必要だが、
今までそこに無かったものができて、食べたこと
が無いものを食べようと人が集まることで良いコ
ミュニティが生まれると僕は自分の想いを信じ、
これは何とか自分で稼ぐしかないという決断に
至った。東京にも仲間ができていたので、東京で
チャリティーコンサートを開いてその収益金で作
るという計画を立てた。ところが見事に大赤字。
ピザ窯を作るという想いを聞いた東京の仲間がリ
ベンジしてチャリティーコンサートを企画すると
言ってくれた。ピザ窯は30万の費用が必要だ。
それなら「30万売り上げを上げるから」と企画
してくれた。その結果20万程であったが収益が
出た。石窯だと材料の石代はどうしてもかかる。

3.11あの時
P33 Report. 15 の続きです
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水守の郷音楽祭2012 
震災は自分にとっていろいろなことを考える良い
機会となった。そして、音楽活動を再開する機会
ともなった。付き合いのあるミュージシャンたち
も震災復興のためいろいろなところで活動してい
る。初代ハウンドドッグのメンバーで「嵐の金曜
日」の作者の八島順一さんは、運転免許がないの
でバスに乗って山形経由で石巻の方へ来てくれた
という。そんな話を耳にして八島さんに「一緒に
コンサートやるか？」と声をかけ、2012年10月
27日（土）七ケ宿ダム自然休養公園野外音楽堂
で「水守の郷音楽祭2012」を行なうことになった。

これからの活動 
相川の人たちは、石窯ができるとは考えもしな
かっただろう。私が行くと何かが始まる。「今度
は何やってたんだ？」と言いながら、手が空いて
いると寄ってきては手伝ってくれる。緊急な状態
から脱した現在、現地に来るNPOやボランティ
アが次のステップに向けた活動を探している。そ
うした人たちの協力も得て、9月にピザ窯の前に
ウッドデッキを作った。ここでハーブ園を眺めな
がらお茶っこしたり、お祭りのステージになった
りして元気の出る場になってほしいと思う。
この先、仮設住宅から高台への移転が始まる。さ
まざまな課題が出てくるだろう。寄り添ってきた
皆さんの内面に触れながら、地域の人が気兼ねな
く集まれる、そして楽しめる場づくりをこれから
もしていきたいと思っている。

ハーブプロジェクト 
ピザ釜を設置する場所は地元のおじいさんに借り
ている。そのおじいさんが土を入れ畑を作りたい
と言っていたので、畑を作ってあげた。ピザ窯が
あるので、結局この畑はハーブ園にすることに
なった。そこからハーブプロジェクトが始まった。
東京のライブ費用を工面してくれた仲間が、今度
は東京でハーブキットを販売する活動を始めた。
種と土を袋に入れて500円で販売する。購入して
いただいた人に里親になってもらい、ある程度の
苗になったら、北上町の畑まで運んで植えて、収
穫したものはまた里親の元へ届ける仕組みだ。い
ろいろなところに声をかけてくれて広まっていっ
た。別の仲間は収穫できたハーブを乾燥させて
ハーブティーを作ったり、バジリコを作ったりし
て、いろいろな形でつながっていった。
ちょうどその頃、首都圏の女性リーダーと被災地
の女性リーダーが集まる「結結プロジェクト」に
参加し、ログハウス作り経験者と知り合った。石
窯に家を建てようと、6月ぐらいから石窯をログ
ハウスで囲んでいく作業が始まった。
ハーブプロジェクトは広がりを見せハーブを植え
る場所がなくなってしまった。ふと自分の地元を
振り返れば、ピザ屋を構えている七ヶ宿も過疎地
であり活性化しなければいけない。東京と被災地
と水源地である七ヶ宿の山がつながるハーブトラ
イアングルプロジェクトを立ち上げた。ダムの管
理所に花壇を作りハーブを植えた。ハーブは大豊
作となり、9月16日に七ヶ宿で収穫際を行なっ
た。ジェノベーゼとバジル入りソーセージを作り
みんなでおいしくいただいた。
 

撮影：2012.4.3　石窯ピザ 撮影：2012.6.15　石窯をログハウスで囲んでいく作業
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らせ宮城に帰る方法を考え続けたが、インター
ネットもつながらず、大学のメールも使えず連絡
が取れない状態でどうすることもできなかった。
首都圏にいても停電が続いている地区では情報が
手に入らず、情報的に孤立していた。当日、明け
方まで連絡もとれず、宮城にも帰ることはできず、
学生の安否もわからず、不安な夜を過ごした。徐々
に交通機関がマヒしている現状や被害の甚大さも
分かり、しばらくは東京に留まり、学生の安否確
認や物資調達の支援をしていこうと決心した。日
が経つにつれ、徐々に携帯電話のメールやSNS
を利用して学生の安否も確認できるようになって
きた。
 

アースデイ東京からの 
大震災についての緊急声明
東京にいる自分ができることはと考えて動いたこ
とが被災地への支援の呼びかけと緊急記者会見
だった。そして、アースデイのメンバーからのお
声 掛 け で、3 月 14 日、 渋 谷 の USTREAM 
STUDIOで行われたアースデイ東京からの大震
災についての緊急記者発表に、アースデイ仙台顧
問として出席した。アースデイ東京は、市民によ
る日本最大級の環境イベントで、この記者発表は
もともと毎年恒例の開催発表を予定していたが、

3月11日　14時46分
大震災の当日は、東京でイベントに参加していた
が、長く大きな揺れに会場が騒然となる中、上方
の落下物を点検しながら、揺れが止まるのを待っ
た。その時は、あまりの揺れの大きさと長さに関
東大震災が起きたと思った。揺れが止まるのを必
死に祈りながら、まずは、身の安全を守る方法を
必死で考えていた。人間はとっさに自分の身を守
るために実にいろいろなことを考えるものだと
思った。現代の日常では、リスク管理はほとんど
されていない。こうした場面に直面した時に人間
の生存本能が試されると感じた。イベント会場は
たくさんの子どもたちが留まっていたが、彼らは
いざという時にとてもしっかりしていて、大人よ
りもずっと冷静だったことを覚えている。そんな
時でも、連帯感を持ち、お互いをかばい合っていた。
3.11は、その翌日が国公立大学の後期入試で、
私の脳裏に浮かんだのは、とにかく今日中に仙台
に帰らなければならないということであった。揺
れが収まってきて、まずは、タクシーを呼んでも
らうために事務室に向かい、そこで見た光景を私
は今でも忘れることができない。事務室に入ると、
東北が震源地であることを知らされ、テレビでは
東北の沿岸部を襲う大津波の信じがたい光景が映
し出され、ただただ言葉を失い立ち尽くすしかな
かった。まるで、パニック映画を見ているような
リアリティのない感情を今でも覚えている。目の
前に、リアルな津波の映像が何度も流され、その
光景を見ても信じられない気持ちと現実でないよ
うに祈る気持ちが交錯していた。時間が経つにつ
れ、「東北の地震だったんだ…」という現実と向
かい合い、知人や学生が今どこにいるのか、宮城
を離れていることで余計に不安は募った。翌日は
国公立大学前期入試で、何としても宮城に帰らな
くてはならない。ひとまず東京の自宅に帰る判断
をしてタクシーを捕まえ、幸運にも東京の自宅ま
ではたどりつけた。東京の自宅に着いてからも停
電が続き、情報も得られず、新幹線は動くのだろ
うか、高速道路は大丈夫なのだろうかと考えを巡

志の連鎖。未来への希望を絶やさない。
風見 正三 宮城大学

2008年4月から、宮城大学事業構想学部教授に就任。全国の都市再生、地域再生、環境共生のプロジェクトや都市政策、

環境政策、ソーシャルビジネス、コミュニティビジネスに関する調査研究に携わっている。震災後、宮城県東松島市で

C.W.ニコル氏とともに「復興の森づくりと学校プロジェクト」をスタートさせた。

大学
仙台市 取材日  2012.10.25
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“心の森”プロジェクトから 
つながった志の連鎖
2011年の8月と9月に「“心の森”プロジェクト」
が実施された。そして、この活動が思わぬ大きな
プロジェクトにつながることになった。このプロ
ジェクトがご縁となり東松島市との交流は深ま
り、ニコルさんも私も東松島に何度も足を運んだ。
子どもたちの心には、アファンの森を見て、東松
島でもこうした美しい森を再生しようという気持
ちが芽生えてきた。また、このプロジェクトに参
加した市民や行政の方々も協力して、東北で美し
い森を再生していこうという機運が高まった。人
間の力で自然を再生できる希望をアファンの森で
つかんだのだ。
東松島市の教育委員会と私たちは、これからの学
校教育の在り方を議論し、森の学校を目指してさ
まざまな検討を行なっていった。11月には教育
復興委員会が設置され、津波で流されてしまった
学校の統廃合やこれからの学校づくりをどうする
かを検討する委員会が始まった。森の恵み、木登
り、火おこしなどのサバイバルな知識を学ぶ学校、
地域と共に子どもたちを育てる学校、それが、「森
の学校」のビジョンである。現代は、そうした生
きる力が衰え、自然とのかい離や社会への不安等
から、いじめが起きてしまい、未来に希望を感じ
られない子どもが多くなっている。大震災でたく
さんの命や財産を失ってしまったけれど、それを
超えて、より良いものをつくる。未来を共につくっ
ていく機会にする。現在の教育の良いところは残
し、悪いところを正していこう。大震災を越えて、
我々は決して同じものをつくってはいけない。子
どもたちの学ぶ環境は安全な方がいいと思いがち
であるが、これまで手取り足取りの仕組みが弱い
人間をつくってきた要因にもなっている。「自然
欠乏症候群（NDS）」という症状が世界で注目さ
れ始めている。自然とのかい離が精神の不安定を
引き起こし、生きる力を失わせている。この大震
災で、我々は多くの命と財産を失ったが、これま
での社会の問題点を解決し、今こそ、子どもたち
に持続可能な未来を残すために、既存の壁を乗り
越えて、大きなチャレンジをしなければならない。 
 

復興の森づくりと 
森の学校プロジェクトがスタート
こうして地域の自然を活かした高台の森の中に、
里山の集落のように木造の教室が点在する学校を
目指して、2012年2月「復興の森づくりと森の
学校プロジェクト」がスタートした。ニコルさん
を中心にアファンの森で培ってきたコンセプトを
ベースに、森の中で自然を楽しめて、地域の中で

急遽アースデイ東京からの大震災についての緊急
声明に内容が変更となった。
緊急記者発表に出席するため渋谷へ行く途中、福
島原発が爆発したニュースが伝えられ、東京から
帰途につく大勢の人々を見ながら、逆方向のガラ
ガラの地下鉄に乗っていた。渋谷は、ゴーストタ
ウンのような有様で、パニック映画さながらの様
相を呈していた。
記者会見では、アースデイ東京として被災地への
支援活動を行ない、現地復興支援のために義援金
を募集すること、福島原発での原発震災について
世界へのアピールを行なった。また、会場で仙台
の学生と中継し、被災の状況を伝え、アースデイ
東京の実行委員長C.W.ニコル氏とともに東北・
日本を救おうと声明を出した。
それから2～3週間は、ガソリンがなく動けない
状況が続き、まず、自分が東京でできること実行
しようと思い、安否確認と物資調達を行なった。
仙台の学生や仲間と電話で連絡をとりながら、被
災地で必要なものを確認し、さまざまな支援団体
につないだり、新潟経由で東京と東北を行き来し
て物資を仙台に送った。 
 

「心に木を植える」プロジェクト
この3.14の緊急記者会見が契機となり、C.W.ニ
コル氏との復興支援の活動が始まった。C.W.ニ
コル氏は、長野県の黒姫の荒れた幽霊森を素晴ら
しい森として再生しており、心に傷を持った子ど
もたちを森に招くプロジェクトを続けていた。今
回、C.W.ニコル氏から東北再生のために、震災
で悲しい体験を持った子どもたちをこのアファン
の森に招く「“心の森”プロジェクト」を進める
ことを提案頂いた。このプロジェクトは一般財団
法人C.W.ニコル・アファンの森財団とOne by 
Oneこども基金が児童養護施設の子どもたちを
対象に行なっている宿泊型森林セラピープログラ
ムで、豊かな森で散策や自然観察、川遊びなど全
身で遊ぶことを通して、心を解放し、自然や他者
を理解し、尊重する心を育むことを目的としてい
る。私は、交流の深かった仙台市、南三陸町、大
崎市、東松島市に声をかけ、真っ先に動いたのが
東松島市だった。市民協働推進の長いお付き合い
がここに結実したともいえる。震災復興は、まず
は心の復興から。震災で傷ついた子どもたちに森
で癒されてほしいと思い、被災された方々を長野
県黒姫のアファンの森へ招待した。プログラムが
終了して帰る頃には皆「震災があったからこそ、
この森に出会えたんだ」と言って感動し、涙なが
らに別れた。
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もたちと行政担当者をアファンの森に招いてワー
クショップを行なった。アファンの森を体感しな
がら、みんなにどのような学校を作りたいかを考
えてもらった。子どもたちからは「森のきのこを
使って給食を作ろう」「作った給食は外で食べよ
う」と素敵なアイデアが次々に飛び出てくる。子
どもたちは既に十分自然の森を楽しむ方法を分
かっていた。そして、自然を愛するピュアな心を
持っている。この美しい心を大切にしたいと思っ
た。2012年10月には、東松島市の小中学生、そ
の家族、プロジェクトに関わる企業や団体の方々
とプロジェクトの計画地に入って森づくりを行
なった。そして、2013年2月には、宮城大学風
見研究室が、森の学校の基本計画を東松島市から
正式に委託を受けて検討が始まっている。基本計
画では、東松島の自然環境を踏まえて、どのよう
な森の学校にすべきか、自然の森を活かした教育
プログラムをどのようにつくっていくか、検討を
進めている。この計画は、子どもたちや先生が未
来に希望を持てる計画にならなくてはならない。
今後、この計画を地域とともに共有し、意見交換
を通してまとめていくことになる。この森の学校
は、地域の学校、未来に続く学校だから、地域の
人々と共につくり、地域に愛される学校でなけれ
ばならない。
今後は、そうした活動をどんどん行ない、森の学
校プロジェクトに関わったみんなが、震災後、世
界にひとつしかない新しい学校を自分たちが作っ
たといえる誇らしい体験を積んでいってもらいた
い。スタートは今からだという想いを共有したい。
森を切り開いた時から学校づくりは始まってい
る。スペインの教会サグラダ・ファミリアのよう
に、地域のみんなが手づくりで進めていけるプロ
ジェクトを目指したい。これまでのような学校を
作るのではなく、未来への希望を持てる学校、美
しい社会を共につくるための拠点となる学校を作

皆が支え合えるような仕組みを持つ公立の小中学
校をつくるプロジェクトが始動している。子ども
たちに未来への希望を持ってほしい。このプロ
ジェクトはそのためにある。重要なことは、「未
来を信じる力」。
私は、これまで長くまちづくりに関わってきて、
持続可能なまちづくりの基礎となるのは「教育」
であると感じてきていた。「教育」という言い方
はもう古いかもしれない。「教育」は、文字通り「教
える」部分が強い。これからは、「Education（教
育）」ではなく「Leaning（自ら学ぶ）」であるべ
きだ。「森の学校」は教え込まれるのではなく、
自ら能動的に動いて危険を学ぶ「Leaning（自ら
学ぶ）」による体験的な叡智を積み上げる学びの
過程だ。
今、このプロジェクトのために、東松島市にいろ
いろな人が集まってきている。教育委員会や復興
政策部には熱意のある人が多くいて、森の学校の
コンセプトに惚れ込み、仕事を越えて推進してく
れている。被災地の子どもたちのために何かした
いというニコルさんの思いが東松島の子どもたち
や大人たちを変えていっている。プロジェクトが
成功する時は、「天の時、地の利、人の和」がそ
ろうと言われるが、「森の学校プロジェクト」は、
まさにそれがそろってきていると感じている。

「“心の森”プロジェクト」を通じて、ニコルさん
とも深く知り合うことができた。私は、2008年
4月に宮城大学教授に就任し、持続可能な地域づ
くりの研究と実践を進めてきたが、3.11によっ
て、たくさんの友も失い、自分自身も一日違えば
この世にいなかったかもしれない。大震災で命が
つながれたということは私の運命と感じている。
あの日失われた命を想わない日はない。そして、
大震災の直後、アースデイの緊急記者会見でニコ
ルさんと会い、共に東北復興を進める約束をし、
東松島市を結びつけられたことを本当に嬉しく思
う。ニコルさんは自然を愛し、勇敢で真っ直ぐな
人だ。この心から信じられる同志とともに、被災
地の子どもたちに希望を生み出すプロジェクトを
進められることは人生の大きな目標に近づいた気
さえしてくる。ニコルさんも自らの運命だと感じ
ると話してくれた。私は涙が出るほど感動した。
このプロジェクトには、まだまだ多くの難関が待
ち構えているだろうが、子どもたちの未来のため
に、みんなで力を合わせて乗り切っていきたい。
 

今後の課題
2012年7月、C.W.ニコル・アファンの森財団と
東松島市の間で「震災復興に向けた連携及び協力
に向けた協定書」が締結され、森の学校を進める
協力関係も動き出した。2012年7月には、子ど

撮影：2012.9.15　アファンの森　ワークショップ
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教育大学には教員研修の留学生4人が研修に来て
いて、彼らが1年の研修期間を終えて証書を受け
取る卒業式が14時からあった。私の研究室にも
ミャンマーから1人研修に来ていた。14時20分
で卒業式が終了し、研究室に戻った矢先に大きな
揺れを感じた。

3月11日　14時46分
あの日は10時30分から12時まで、栗原市役所
での環境審議会の会議があった。ガソリンが少な
くなっていたので、東北自動車道のサービスエリ
アでガソリンを満タンにして大学に戻った。宮城

がるし、食料の地産地消も地域でできる。誰もが
弱き者の立場を考え、また自分がそうした立場に
なり得ることを前提にまちづくりをすれば、誰に
対しても住みよいまちができる。我々は、この大
震災を、本当に実現すべき社会像をみんなでしっ
かりと考え、持続可能な地域社会を実現する転換
点にしなければならない。
今、日本がこれからどうするのか、世界中が注目
している。未来の人たちに誇りを持って手渡せる
地域や社会とはどのようなものかを真剣に考える
必要がある。私自身の中で震災は全く色褪せてい
ないし、震災の学びを活かして、今、何をするか
が重要だと思っている。持続可能な社会、子ども
たちの未来をどうつくっていくか、そのために、
我々は何をするべきか。また、生きることの意味
は何なのか、自分たちはどう生きていくべきなの
か。震災によって問われたのだと思う。これまで
通りの生活に戻ってしまう人たちに「このままで
本当にいいの？」と問いかけ、揺り動かしていき
たい。子どもたちがピュアな時期に未来をどう作
るかという意識を持ったら、世の中はものすごい
スピードで変わっていくだろう。既成のものを変
えていくのは大変だし、ジレンマもある。しかし、
震災から約2年が経過しようとしている現在、持
続可能な地域や社会をつくろうとしている人たち
が結びつき、少しずつ希望が見えてきていると感
じる。その希望を絶やさないように、それらを可
視化していくことが私の今のテーマである。東北
が成し遂げていこうとすることを全国、世界に向
けて、はっきりと語っていきたい。

りたい。それによって、たくさんの志のある企業
がこれからも協力してくれるだろう。 
 

未来への希望を絶やさない
私は、持続可能なまちづくりを専門としてきたが、
これまで警鐘を鳴らしてきたことが大震災で全て
現実化してしまったことがとても悲しい。多くの
命が失われたことはとても悲惨であり、そこから
立ち上がるのは至難の業である。震災直後は喪失
感が大きく動き出すことができない時期もあっ
た。でも、何かやらなければと感じ、子どもたち
の希望を作ろうと考えた。子どもたちが森で喜ん
でいる姿を見ていると、「本当に良かった、もっ
とやらねば」と思った。人間は自然と切り離され
て生きることはできない。文明があまりにも高度
化し、その便利さに慣れてしまい、自然への畏敬
の念を我々は失っていた。しかし、大震災は、人
と人、人と自然の関係を隔てていたものを取り
払ったともいえる。電気がなかったらどう暮らし
たらよいか、人はお互いに助け合えば生きられる
と分かった。機械がなくなり、手仕事が増えて、
仕事を分け合うことができた。大震災は、これま
での社会の仕組みを考え直す機会にしなければい
けないし、これまでと同じような仕組みを作るの
ではなく、誇りを持って未来へ継承できる仕組み
を作りたい。これからは、「循環と共生の思想」
に基づく自律分散型の社会を目指していかねばな
らない。大きい電気だけに頼らず、1人ひとりが
バイオマスや太陽光などの自然エネルギーを分散
して持つことによって緊急時のリスク軽減につな

子どもたちと、ともに学びあうことが
ESD をはじめる第一歩。
小金澤 孝昭 宮城教育大学

人文地理学、地域経済論、持続発展教育学が専門。自然に立脚した生業によって成り立つ農林漁村と、消費中心の都市

とのつながりの重要性を説く。食農教育の第一人者。FEEL 杜の都市民環境教育・学習推進会議委員長、仙台いぐね研

究会代表世話人、仙台広域圏ESD・RCE運営委員会委員長など、地域社会と連携した活動にも精力的に取り組む。

大学
仙台市 取材日  2012.11.20
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生たちはこれを手伝うことができたので、校長先
生からは感謝の言葉をいただいた。
6月には、名取市の水田で、被害の実態調査と田
んぼの瓦礫撤去作業を実施した。34名の教職員
やボランティア学生らが参加した。水田の瓦礫撤
去では、貴重な年金手帳、アルバム、お年玉が入っ
た子ども用バックが見つかった。作業場所は津波
が押し寄せた最終地点にあたり、瓦礫が大量に残
されていて、海水を含んだ重い畳、プラスチック
や木材などを撤去した。
 

仙台いぐねの学校
仙台いぐね研究会は、主に宮城教育大学の学生が
中心となり、いぐね（屋敷林）を使った環境にや
さしいライフスタイルの普及やこれらを体験する
環境教育の実践に取り組んできた。宮城県名取市
にある国指定有形文化財建造物「洞口家住宅」を
舞台に、2001年より毎年7月末に『いぐねの学校』
を開催している。

『いぐねの学校』では小学生に、かまどでご飯を
炊くなど半日をかけて昔のライフスタイルを体験
してもらっている。薪を使って苦労して炊飯を行
なうことで、いかにボタン1つで火がつく現在の
生活が便利なものか、また便利さを生むためにど
れほど自然に負荷を与えているのかを実感するこ
とになる。この実感を通じ、現代のライフスタイ
ルと比較することで、ライフスタイルを見直す力、
疑問を持つ力を育むことを目的としている。実際
に参加前と参加後のアンケートでは大きな変化が
見られ、参加前では「自然を大切にすることは重
要」という漠然とした解答がほとんどだったが、
参加後には「時間や手間がかかっても環境への負
荷を少なくすることが大切」と具体的な解答に変
わっており、これは私たちの趣旨が伝わったのだ
と認識している。

『いぐねの学校』は広報からプログラム作成、運

大きな書籍棚が倒れ、書籍が足の踏み場のないく
らいに散乱する状況だった。研究室の出入り口を
開けグランドへ急いで逃げた。多くの大学関係者、
学生が避難していた。遠方から通う職員や学生は
帰宅困難であったため、大学の学生会館を宿泊施
設として開放することにした。私は幸い自家用車
にガソリンも入れたばかりだったので、自宅に戻
ることにした。途中、カーラジオで聞いたニュー
スで大津波の被害が起きていることを知った。自
宅に戻ると断水や停電が起きていたため、ハリ
ケーンランプやガスコンロ、石油ストーブなどを
出してきた。水は町内会で配給されたものを使い、
備蓄していた食料で数日間を過ごした。当時は母
が体調を崩していた事もあり千葉の実家に避難す
ることにした。帰るといっても、新幹線は復旧の
目途がたたず、ガソリンも心配であったので移動
手段は高速バス以外にはない。3月20日によう
やく高速バスのチケットが手配でき、バス乗り場
で3時間程並んで夜行便に乗ることができた。山
形・新潟を経由し、ようやく実家にたどり着いた。

被災校や被災現場を支援
被災地のために何かしようと大学の中に「みやぎ・
仙台未来づくりプロジェクト」が設置され、プロ
ジェクトメンバーが2011年4月8日～15日まで
被災校や各教育委員会を訪問し、支援物資を届け、
ニーズの聞き取りを行なった。被災内容によって
支援要請の内容はさまざまで、学校現場の支援、
スーパーバイザー等による教職員のケア、児童の
心のケア、発達障がい者対応の巡回相談など、継
続した支援が必要になっていた。職員室が津波被
害にあった学校も多かった。大学が教師用お道具
箱（電卓・体温計・文房具一式）300セットを「文
部科学省・子どもの学び支援ポータルサイト」へ
要請したところ、その日のうちに「HFIくれよん
プロジェクト」より支援申し出があった。
4月23日、大学の学生7名とOB1名が、仙台市
立郡山中学校での炊き出しボランティアに参加し
た。この炊き出し作業は、翌日の日曜日に、女川
原発に避難している方たちに、豚汁とカレーライ
スを届けるための準備だった。家庭科実習室に学
生の他、校長先生、PTA関係者、中学生など約
30名が集まり、大根、じゃがいも、人参、タマ
ネギなど食材の下ごしらえを行なった。
4月25日～30日にかけては、気仙沼市立鹿折小
学校で学校支援ボランティア活動を行なった。研
究室からは延べ11人が参加し、学校に宿泊しな
がら校舎の清掃活動や全国から送られてきた支援
物資の仕分け作業を行なった。職員室の金庫内に
保管している機密書類の整理など、一般ボラン
ティアに頼めない仕事もある。宮城教育大学の学
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る。また漁業技術者（漁労長・機関長）の高齢化
も大きな課題となっている。
　気仙沼の水産業のうち、魚市場や水産業関連施
設、水産加工事業所の約8割は、鹿折地区と南気
仙沼地域にあった。鹿折地域では火災が発生し、
水産施設や住宅がほとんど消滅した。地盤沈下の
被害も大きい。南気仙沼地域でもほとんどの施設
が破壊され、地盤沈下も深刻だった。漁業の町と
して復興を目指した時、冷凍冷蔵庫施設の復旧が
中心課題となる。ここが解決すれば、寄港する漁
船が増え、市場の水揚げ量も増え、冷凍加工業が
活性化する。現在、製氷業や魚の加工業も復旧さ
れたので、冷凍冷蔵施設の復旧が第一の課題と
なっている。しかし施設の復旧には地盤のかさ上
げや下水道施設の整備は道路計画、都市計画と合
わせた問題解決が必要になっている。

震災を振り返って
何をすることが復興・復旧なのかをもう一度みん
なで考え直さなければいけないと思う。気仙沼の
復興・復旧を考えた時、これまでは起きたことに
対する対処療法ばかりが行なわれてきた。震災前
の状態に戻すんだ、という声も聞こえてくるが、
震災前に抱えていた問題も同時に解決しなければ
復旧・復興にはならない。高齢・過疎が深刻な地
域で、以前の暮らしに戻しても意味がない。
これまで、仙台平野に広く分布する人工的な里山
である居久根（屋敷林）を活用して、環境教育や
持続可能な開発のための教育の体験学習を行なっ
てきた。東日本大震災の発生後は災害復興プロ
ジェクトを立ち上げ、津波被害を受けた農地の復
興、除塩植物（ひまわり）の栽培実験に取り組ん
できた。これらの活動はもちろん、今後も継続的
にいぐねの学校を開催し、子どもたちに田んぼの
復興学習を体験してもらいたいと思っている。

営まで全てを大学生が行なっている。「体験でき
てよかった」等好評をいただいているが、苦労も
数多くあった。どうすれば小学生にわかりやすく、
飽きずに昔のライフスタイルを体験してもらえる
か、プログラム作りでは何度も試行錯誤を繰り返
し、いぐねの植物を学んでもらうためにクイズ形
式のスタンプラリーを取り入れるなどさまざまな
工夫を行なった。名取市の小学校にチラシを配布
する時にも、チラシという限られた文面の中でい
かに自分たちの活動、趣旨をわかりやすく伝える
かを考え、何度も推敲した。さまざまな苦労があっ
たものの、苦労の根底にあったのは、私たち自身
が『いぐね』を理解していないことだった。私た
ちも、かまどでの炊飯や草木に関する知識はほと
んどなく、講師の方々等から教えていただき、私
たちが勉強することから始めた。私たち自身が学
習していくにつれて、『いぐね』を通じて環境に
対して考えが深まり、小学生に伝えたいという熱
意が生まれた。このことが小学生に私たちの趣旨
が伝わった要因だと思う。一方で、体験はあるも
のの、事前学習・事後学習がなく、考えの深まり
が浅いという問題点も抱えている。参加体験型の
イベントのため、事前・事後学習に時間が取れな
い中でどのようにして事前学習を行ない、体験後
のフォローを行なうかが今後の課題である。

「環境教育」と聞くと、難しく・関わりにくいイ
メージを持つと思うが、環境にふれる場や自分の
ライフスタイルを見直すきっかけを与えることも
重要な環境教育だと考えている。参加者である子
どもたちだけでなく、運営に携わる私たち自身も
ともに学びあうことがESDをはじめる第一歩だ。
 

気仙沼市水産業の復興と 
産業連関を調査研究
気仙沼地域の水産業の被災状況と復興の見通し、
さらに復興過程の課題を明らかにするための調
査・研究に取り組んでいる。気仙沼の水産業の規
模は、1970年代に8万t～10万tの水揚げだった。
1980・1990年代には10万t～14万t規模の水準
に増加している。しかし、2000年代になって9
万t～12万tの水揚げ量で推移している。主要魚
種は、サンマ、カツオ、マグロでこれらの魚は調
味加工よりも冷凍加工する場合が多く、気仙沼水
産業の特色として、水揚げされたものは生食や冷
凍加工が中心であった。1970年代は缶詰などに
限定されていたが、1980年代以降、調味加工や
海藻類の加工が増加してきた。気仙沼の漁港に水
揚げする原料を加工するより他の漁港から移入す
るものが多く、地元漁港との関連性がかい離して
いた。漁船乗組員の後継不足も大きな問題で、現
在ではインドネシア漁船員を雇用して対応してい 学生ボランティア
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3月11日　14時46分
NGO RASICA（ラシカ）の活動の調査のため、
ネパールに到着したばかりだった。入国手続きを
済ませホテルへ行くと、普段は歓迎してくれる現
地の団体の人たちやホテルに滞在していた日本人
たちが、皆テレビにかじりついていた。人だかり
の訳を聞くと、「日本が大変なことになっている」
と言う。テレビをのぞき込むと、津波の映像が流
れていた。津波の押し寄せる三陸沖や仙台空港の
映像…ショックだった。愛する地元の東北が大変
なことになっている。また、テレビの情報からか
なり広域の被害を受けていることが分かった。
震災が起きてから2日間は、ネパールのテレビも
日本の津波の映像で持ち切りだった。ネパールは
内陸国だが、近隣のインドネシアに甚大な被害を
もたらしたスマトラ島沖地震（2004年）も記憶
に新しいことから、ネパールの人たちは日本が津
波に襲われている映像を目の当たりにし、とてつ
もないショックを受けている様子だった。多くの
ネパール人が日本を心配し、「大変だね」と声を
かけてくれた。中には支援とは関係ない事でも「お
金はないけれど、僕は献血に行こうと思う。僕に
できることをやろうと思う。」と言ってくれた人
もいて、胸が一杯になった。震災から3日経つと、
福島原発の話題がニュース全体の半分以上を占め
た。
震災後メールは使用できなかったので、ツイッ
ターを活用して日本にいる人たちから東北の情報
を得た。家族の無事はすぐに確認が取れ、安堵し
た。秋田にいる人たちは「東北がどのような状況
か分からない」というので、東京にいる知人から
東北の様子や震災の概要を聞いた。
帰国したのは調査業務を終えてから、3/22のこ
とだった。

被災地で見たボランティアの姿
NGO RASICAは「思いついたらアクションしよ
う」という考え方を基本としている。私が3/22

に帰国するまでに、団体メンバーの中では「被災
地を助けよう」という機運が盛り上がり、ネパー
ルにいる私に震災の状況を報告し、被災地へ持っ
ていくための物資集めを開始していた。3月末か
ら本格的に物資を集め始めたが、秋田でもガソリ
ンが不足し、スーパーマーケットにまったく商品
がない状態だった。関西方面から被災地へ支援に
入るためにフェリーで秋田に来た人々は、なるべ
く積み荷を減らすために秋田で物資を揃えようと
したが、水も食料もなく困窮したと聞いた。そう
した状況を目の当たりにして、秋田県は食料自給
率が高いけれど、物流が止まると自分たちの周り
にはまったく物がなくなってしまうのだと気づい
た。今まで私たちの食べていた物が効率性・利便
性を優先して管理されていた事実に、たくさんの
人が気づいたのではないかと感じている。北海道
から被災地へ来た方によると、北海道は道内で物
資が流通しており、今回の震災時にも品薄になる
ことはなかったという。北海道経由で被災地入り
した日本赤十字社の人たちとお会いした時、東北
は関東経由の流通ルートだけではなく、北海道経
由の流通ルートも必要なのではないかと話してい
た。
石巻で支援活動を始めたのは、4月13日からだ。
団体メンバーに石巻日本赤十字病院の医院長と連
絡を取っている人がいて、病院の先生方が食料も

思いついたらアクション。
支援活動で生まれた多くのつながり。
菊地 格夫 NGO RASICA

NGO RASICA（ラシカ）は「思いついたらアクションしよう」という考え方を基本とし、「国際協力・理解」「環境」「地

域貢献」「仲間作り」の4つを柱に秋田県を拠点として活動に取り組む。東日本大震災後は、宮城県石巻市を中心に泥出

しや炊き出し、バトミントンスポーツ教室などの支援活動を行なった。

NGO
秋田市 取材日  2012.06.20
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なく不眠不休で働いているという現状を聞いた。
作業しながらでも食べられるゼリー飲料や栄養ド
リンクを支援した。支援を始めて約1ヶ月は自費
で被災地を訪れたが、長期的に支援を行ないたい
と考えて助成金を申請した。
初めて被災地を見た時は、発展途上国の治安の悪
い地区に間違えて足を踏み入れてしまった感覚
だった。何かあればすぐに暴動が起きてしまう錯
覚さえ感じた。また、戦争を経験したことはない
が、夕方、ボランティアの人たちが縦一列に並び
憔悴した様子でとぼとぼ歩いている姿は、戦場の
前線から帰ってきた若い兵士に見えた。被災現場
を見てやるせなさを感じた彼らの表情は、戦争の
悲惨な場所を見てきてしまった兵士たちに似てい
たからだ。

支援活動で生まれた多くのつながり
石巻の病院への物資支援の後は、泥かきのボラン
ティア要請のある湊渡波地区に活動の場が移り、
私は石巻市立湊小学校で寝泊まりするようになっ
た。湊小学校では阪神淡路大震災がきっかけで発
足した神戸の団体が慣れた様子で手際よく仕切っ
ていた。通常、避難所では体育館にも人々を寝泊
まりさせるが、ここでは教室のみに区切り、体育
館は物資の仕分け作業用にスペースを確保してい
た。
NGO RASICAでは発展途上国で活動する際、一
方的な支援にならないように現地のニーズからプ
ロジェクトを起案する。被災地でも現地の人々の
声を大切にしたいと考え、神戸の団体と協働で湊
渡波地区のニーズ調査を行なった。調査の結果、
遊びたい子どもたちや体を動かしたい人たちが多
くいることが分かったので、湊小学校体育館のス
ペースを利用してバドミントンを教えることにし
た。その後、泥かきチームとバドミントンチーム
で、11月初旬までに計40日ほど訪問し、活動を
行なった。
湊渡波地区を中心に石巻で支援活動を行なってい
る団体同士やボランティアとつながりが欲しいと
いうニーズもあったので、ネットワークをつくる
ためのニーズ調査も行なった。そして、メーリン
グリストを作り、情報共有を図った。「○○地区
で○○が足りない」「○○地区で物資が余ってい
る」といった情報を共有することで物資の流れが
スムーズになり、各団体の特徴を活かした活動が
できるようになった。支援活動を行なう上で、団
体同士が緊密に連絡を取り合い、連携したことは
とても効果的であったと思う。
全国地球温暖化防止活動推進センターから、「低
炭素杯2012（※）」の環境大臣賞受賞団体へ授与
されるトロフィーの制作を、被災地の子どもたち

にお願いすることはできないかと打診を受けた。
そこで支援活動の拠点だった石巻市立湊小学校を
紹介した。大震災を経験した子どもたちが卒業制
作として作り上げたトロフィーには、子どもたち
それぞれの思いが込められている。作品テーマの
発表で児童から「天国の人に私の思いを届けたい」
という言葉を聞いた時には、胸が熱くなった。被
災地支援の活動がご縁で、多くの良い経験ができ
たと思う。
※�「低炭素杯2012」は、次世代に向けた低炭素社会の構築の

ため、学校、家庭、NPO、企業などの多様な主体が、全国各
地で展開している地球温暖化防止に関する地域活動を報告
し、学び合い、連携の輪を広げる“場”を提供することを目
的に、低炭素杯2012実行委員会が主催となって開催された。

現在抱えている課題
1つ目は、日本で他国の人が被災してしまった時
に、どのような対応をするかという課題だ。新潟
県の国際交流協会の方が言っていたが、新潟県中
越地震が起こった時、人種がバラバラに避難して
しまったそうだ。例えば、中国人は夜通し話すこ
とで、ブラジル人は踊ることで、不安を解消する
文化の違いがある。そうした異文化を理解し周囲
へ伝えることや言葉を通訳する役割に、青年海外
協力隊のOB、OGや国際交流協会のネットワー
クが活かせるのではないかと考えている。
2つ目は、いつまで支援をしていくかだ。災害時
の支援の流れは自助、共助、公助が基本だという。
通常、行政の支援である公助が行き届くまでには
1か月以上かかり、近所の人が助けに来たり、助
け合ったりする共助までは3日から1週間かかる
という。災害への対策として、自助の部分で最低
でも3日は耐えしのげるような準備をしておかな
ければいけない。しかし、今回の震災は被害が広
域すぎて、公助に入るまでが長かったのではない
かと感じている。通常ならば公助が始まったら、
私たちの団体のような活動は、別の段階にシフト

石巻市立湊小学校の子どもたちの卒業制作トロフィー
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と考えている。すでにボランティア要請のない地
域に無理にボランティアをしに訪れるのではな
く、町を眺め、買い物をするだけでも良い。ツアー
参加者は被災地を訪れることで、多くの学びがあ
り、地元の人たちとの交流も生まれていくだろう。

大震災を振り返って
自然を相手に私たちができることは何もないのだ
と感じた。私たちはいつの間にか便利なハイテク
ノロジーの世界に入ってしまっていた。「環境」
をテーマに考えていく団体として、便利な世界の
中でいかにエネルギーを使わずに生活するかを考
えてきたが、震災などの緊急事態の時に本当に強
いのは、昔の人たちの知恵や人と人のつながりな
のだと気づいた。メーリングリストに入っている
ことやFacebookで友達になっていることが重要
なのではない。支援活動を長く続けてこられたの
は、誠意をもって活動したことで、被災地の人々
と“心”でつながることができたからであると思
う。

戻ったのは、1ケ月が過ぎてからのことだった。

被災地の混乱
パドラーズ会員、スタッフの親類や友人が被災し、
各自が支援物資を持って被災地に入った。被災地
に入ったスタッフからは、パドラーズとして支援
活動をすべきではないかという意見が寄せられ
た。被災地では避難所の状況把握もできない状態
で、県外からボランティアを受け入れるどころで
はないという。行政の支援だけではどうにもなら
ない現状ならば、我々パドラーズにできる事があ
ると考え、支援に乗り出すことになった。3月20
日、現地へ支援に入る前に理事3人を被災地に送
り込み、改めて情報収集を行なった。最初に調査
したのは支援要請があるか・ないかだ。次に、泊

するべきだと考えているが、この見極めが難しい。
私たちが被災地に支援に行くことは、ネパールに
行くことと同じだと感じている。例えば、現地の
人々のために日本の便利なものをたくさん持って
行ったとしても、壊れたらまた持って行くという
ことを永遠に続けるのは、不可能である。そうし
た支援の形ではなく、私たちが行かなくても、現
地の人たちの生活の中で回せるもの、地元の人々
だけで何とかできるようになる支援の仕方やシス
テムが必要だと思う。地元の人たちが自立して地
域を作っていくためには、他県の団体がいつまで
も支援を続けることは得策ではない。これまで支
援を行なってきた団体が活動の形をシフトするべ
きタイミングの見極めが難しく、それが大きな課
題であると感じている。
青年海外協力隊としてコスタリカで活動した経験
を活かし、被災地スタディーツアーを行ないたい。
コスタリカはエコツーリズム発祥の地である。公
園などの環境を整備し、観光客と地元の人の利用
料金に差をつけ、利益は地元の環境整備へ還元す
るエコツーリズムの仕組みが被災地でも活かせる

3月11日　14時46分
職場で仕事をしている時だった。長い揺れが続い
た。部屋の中で物が倒れるような被害はなかった
が、10～20分後に停電した。市内は停電で信号
機が機能せず、渋滞が起きていたので、帰るに帰
れない人たちがパニックになっていた。たまたま
前日に、団体で使用するための発電機を用意して
いたので、テレビを見ることができた。津波の映
像やアナウンサーの混乱した異常な様子から、戦
争が起きているのではないかと感じた。電気は
12日の夕方に復旧し、他のライフラインは通常
通りだったが、ガソリンが給油できずバスも動い
ていない状態だった。スーパーマーケットの棚か
らは日持ちがする常備食が消え、何も並ばない状
況が3日は続いた。今から考えると通常の生活に

お互い様。
支援活動は地元の方々が動き出すきっかけに。
舩山 仁 NPO 法人秋田パドラーズ

カヌー愛好家が集まり、自然と共生することの大切さ、先人の知恵、自然環境保護について多くの人々に伝えるため

2003年、NPO法人秋田パドラーズを設立。美容師という本業を持ちながら、東日本大震災直後より被災地に入り、

美容師ボランティアや炊き出し、住民と協働で瓦礫撤去、側溝清掃などの復旧復興支援を行なった。

NPO
秋田市 取材日  2012.6.20
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と協働で、気仙沼市を流れる大川のクリーンアッ
プをはじめた。市が業者に委託して重機で瓦礫撤
去を行なう予定であったが、少しでも早く、少し
の面積でもとの思いから活動をスタートさせた。
作業に取りかかると、思った以上の瓦礫があり、
中からは写真や年賀状、5円玉、数珠、印鑑、財
布なども見つかり警察に届けた。重機で撤去され
ていたら見つからなかっただろう。クリーンアッ
プを進めていくと、活動を見ていた地域の方々に
も参加の輪が広がっていった。地域の公共的な部
分にNPOが率先して関わったことが、「自分たち
の地域は自分たちで復興させよう」と地域の人た
ちに思わせる結果へつながったと感じている。結
果的には、テニスコートの3倍程の広さをきれい
にした。川は心が癒されるところでもあり、多く
の人々に影響を与えられたと感じている。

南郷泥アゲ大作戦
6月にみんなで酒を飲んだ時、「側溝が気になる」
という話が耳に入った。自分の家の側溝をきれい
にしても水が流れず、雨が降った時は水があふれ
るという。原因は別の側溝にいろいろな物が詰
まっていることだ。一部だけ清掃しても意味がな
く、広い範囲を大規模にきれいにする必要があっ
た。そこで「南郷泥アゲ大作戦」を企画した。地
域の方々が積極的に動き、行政やボランティアセ
ンターに呼びかけて土嚢を1000袋、ボランティ
アを100人集めてくれた。秋田からの参加者を含
めて総数300人もの人が集まった。本部の指揮は
南郷地区の方、側溝の泥あげは各団体ボランティ
ア、フタの上げ下げをパドラーズといった具合に
細かく8班に分かれた。優先順位を決め、処理し
たところは町内地図にバツ印を付けて確認した。
ヘドロと悪臭と戦いながらの作業で、土嚢に入れ
られたヘドロは回収班がトラックで回収していく
が、水分を含んだ土嚢は重く大変な苦労であった。
1000袋もの土嚢の山ができたが、この土嚢は地

まるところが確保できるか、水を入手できるか。
こうした条件がそろっていた場所が気仙沼の南郷
地区であった。
200世帯ほどが集まる南郷地区では、避難所に行
かず自宅に留まっていた家庭が10世帯ほどあっ
た。少し高台にある45号線付近は被災を逃れて
いたが、店舗があっても商品が何もない。避難所
に来ない人たちは自立しているとみなされていた
が、実際には物がなく日々の生活に困窮しており、
我々はそこに支援の必要性を感じた。
現場はとにかく混乱していて、せっかく送られて
きた食料が腐ってしまい、最初に来たボランティ
アの仕事は腐った食料を捨てるところから始まっ
たとも聞いている。全国から多くの物が送られて
きたが、現地で処理ができず大きなミスマッチが
起きていた。それは仙台も例外ではなく、若林区
ではご飯を食べていない子どもたちがたくさんい
た。我々が持って行ったおにぎりを美味しそうに
食べていた姿を覚えている。かつてない規模の大
震災の発生で行政も混乱の極みにあり、3日間ぐ
らいは自分の力で食いつなぐ必要性があると感じ
た。また、地域にいるリーダー次第で支援を受け
るレベルに差が生じていた。私が行った時は60
代から70代の方がとても頑張っていた。日本に
物が無い時代を経験した世代は対応力がある。物
が無ければ別のもので代用する機転や応用力があ
り、若い人たちにいろいろな事を教えている姿を
目にした。

被災住宅を拠点に
南郷地区で、被災した住宅の2階を住居として提
供してもらい、支援活動がスタートした。私が初
めて被災地に入ったのは3月29日だったが、冷
凍工場から流れてきた秋刀魚などが瓦礫に交じっ
て散乱しており、鼻をつく臭いが印象的だった。
最初に気仙沼市を流れる大川を見た時、ここでカ
ヌーができればいいなと思った。しかし南郷地区
は津波被害が深刻で、川のクリーンアップの前に
住宅地の瓦礫を片づける必要があった。
ボランティアセンターでも瓦礫撤去の支援をして
いたが、完璧ではなく再度パドラーズに支援要請
が来た。道路に瓦礫が散乱していたが、それ以上
に家屋の中の瓦礫の量が多かった。どこの家に
行ってもとんでもない量の瓦礫が屋内に入り込ん
でいた。この瓦礫を運び出すことが大変な作業で、
やっとの思いで瓦礫を運び出した後にはこれまた
凄い量の泥が姿を現した。瓦礫の中には持ち主の
思い入れのある物がたくさんあり、第三者の手に
よって分別やクリーニングが行われた事は、作業
をスムーズにしたと思う。
5月上旬からNPO法人北上川サポートセンター
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じている。被災地の子どもたちは東日本大震災で、
友達が目の前で流されていく光景を目の当たりに
している子も多く、悲惨な経験から自分が生きる
意味を強く学んでいる。私は秋田市内の学校から
依頼を受けて震災の講演をすることがあるが、子
どもたちと話をすると被災地の子どもたちと比べ
て考え方の大きな違いを痛感する。被災地から生
きる意味をもっと学ぶべきだと感じ、秋田の子ど
もたちを被災地に連れて行く取り組みもしてい
る。被災地の方に秋田に来て寛いでもらうことも
重要だが、秋田から被災地に入り人間が生きる意
味を真剣に考える事も大切であると感じている。
あの震災は、我々に生きていく上での多くの学び
を与えたのだから。

「舩山さんはなぜ被災地に行くの？」とよく聞か
れる。確かに私は美容師という本業を持ちながら、
これまで60回ほど被災地に入っている。準備を
含めると倍の日数は要している。被災地では阪神
淡路大震災で被災した人たちもボランティアとし
て駆けつけ、誰もが泥まみれになりながら頑張っ
ている。根底には、困った時に助け合う「お互い
様」という気持ちがある。これは、行ってみない
とわからない気持ちかもしれない。

振り返って思うこと
当たり前の事が当たり前でなくなった時に、それ
らがどれほど重要であったかに気づく。何気ない
生活が一番大切だと切に思う。家族や絆など、失っ
てみてはじめて必要だと感じる事がたくさんあっ
た。人の痛みや苦しみなどつらい現実を見たけれ
ど、震災から1年が経って今、大きな学びがあっ
たと感じている。

盤沈下の見られる地域で再利用されたと聞いてい
る。
この「南郷泥アゲ大作戦」では地域の方々が率先
して動いてくれた。支援に頼るばかりではなく、
地域のために自分達が動かなければという気持ち
が生まれていたのだと思う。南郷地区にはもとも
と婦人部がなかったが、このことをきっかけに数
人の女性が集まって婦人部ができた。ボランティ
アの人たちの食事作りやトイレの手配など、活動
を支える体制もできて、地域が自治体として動き
出す第一歩となった。
最初はパドラーズとして自分たちができる事をや
ろうと、瓦礫撤去などの復旧活動に取り組んでい
たが、いつの間にか地域の方々と協働で作業を行
なうようになり、最終的には南郷地区の方々が中
心になって協働復旧作業を行なっていた。毎週被
災地に入り地域の方々と顔を合わせる事で「お、
今日も来たのか！上がってお茶っこ飲んでけ！今
日市役所から来たパン食ってみれ。」と声をかけ
てもらえるようになった。こうした触れ合いはも
ちろん、自分の家や公共の場がボランティアの手
によってみるみるきれいになっていく変化を目の
当たりにして、地域のために奮闘するボランティ
アへの信頼に、ひいては地域の方々との協働の復
旧作業へ繋がったと感じている。

課題は雇用と温度差
今の一番の課題は、被災地の雇用の問題だ。働く
環境が整えば町は自然とできてくる。自分で稼ぐ
ことが、復興への一番の近道だ。しかし、被災地
には仕事がないために多くの若い人たちが地域を
離れている。気仙沼で一緒に活動した若者も皆、
仕事を求めて地域を離れてしまった。今年の3月
までは失業手当があったが、受給期間の終了がさ
らに拍車をかけた。もともと人が少ない地域でさ
らに住民が離れれば、物を売ってもなかなか売れ
ない。この状況を打破するために、「復興応援団」
を企画した。秋田からバスで被災地に入り、被災
地域で買い物をする。秋田の人たちには、被災地
に行きたいけれど物見有山で行くわけにはいかな
いという思いがあり、被災地の人たちはこの現状
を見てほしいし、お金を使ってほしいと思ってい
る。第三者が被災地に行き、現場を直接見て少額
でもお金を使うことで、地域は少しでも元気にな
る。この取り組みは被災地の方から感謝されてい
る。この企画と一緒に、仮設住宅を回ってのお茶っ
こクラブも進めている。
もう1つ、被災地と秋田の温度差を課題として感 撮影：2011.4.1　泥出しのボランティアの皆さん
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3月11日　14時46分
職場でパソコンに向かっていた時、突然、携帯電
話の警報アラームが鳴り出し、同時に平屋建ての
遊学舎が大きく揺れた。セキュリティーシステム
の警報機から「異常を検知しました」と放送が流
れ、館内からは利用者の「きゃー」という悲鳴が
聞こえてきた。「地震だ、とんでもない大きい地
震だ。どうしよう、私は何をしなきゃいけなかっ
たんだっけ」と様々な思いが頭を駆け巡った。秋
田県ゆとり生活創造センター「遊学舎」は耐震構
造で平屋なので倒壊などの恐れはないだろうと
思ったが、各研修室は全室に利用者がいる状態で
あったし、古民家を移築改修した文化財指定に
なっている昭和館の2階でもセミナーが開催され
ていたので、耐震構造であってもとにかく利用者
が無事か心配だった。また、食工房での火の使用
を止めなければいけないと思い、男性職員に消火
態勢に入れるよう指示を出した。「落ち着いて行
動してください」と館内放送を繰り返しながら、
職員を各研修室へ走らせ、館内の利用者を外の広
場へ集めるよう指示を出した。年2回実施してい
る消火訓練を思い出しながら、館内の利用者を安
全に避難させることを第一に考えた。
地震直後はすぐに停電してしまったが、予備電源
でテレビを見ることができ、また携帯電話のワン
セグも見ることができた。テレビで津波の衝撃的
な映像を見た時は、何が起こっているのか分から
ず、日本が壊れてしまうのかと思った。浜に何百
人の遺体がある、火事で気仙沼が燃えているとい
う情報は本当にショックだった。秋田県から近い
ので、もちろん行ったことのある場所ばかりで、
気仙沼のホテルに泊まったこと、市場で買い物し
たこと、海水浴をしたこと、さまざまな思い出が
よみがえった。たくさんの知り合いがいて、自分
の馴染みのある場所が大変なことになっている。

「どうなってしまうんだろう…」と不安だった。
周辺の道路は信号機が作動せず大渋滞で、電気は
いつ復旧するか分からない。予備電源も本当の緊
急時に残しておかなければならないと思い、館内

も停電で暗くて利用は危険と判断し、建物を閉鎖
して全員帰宅した。通常は20分で家に着くが、
この日は1時間30分もかかってようやく家にた
どり着いた。雪は積もっていなかったが、夕方か
ら雪が降り出しとても寒かった。

ライフラインが止まって
停電のため国道は信号が消えていて、交通整理を
している人は誰もいなかったので道路は混雑し、
あちこちでクラクションが鳴っていた。スーパー
マーケットは真っ暗だったが、ろうそくを灯して
駐車場でパンやラーメンを販売していた。その後
3～4日は整理券を配ってお客さんの入店人数を
制限していたようだ。コンビニエンスストアは商
品がなくなり、普段はあまりお客さんが入らない
ような小さな商店に行列ができ、店員はとても忙
しそうだった。
地域によっては一部水道が止まった。自宅はオー
ル電化なので電気が戻るまで、キャンプ用品でし
のいだ。心細く、「これからどうなるんだろう」
と不安でいっぱいだった。娘が盛岡に住んでいる
のだが、電話もメールも繋がらずとても心配し、
公衆電話からかけた電話で娘の声が聞けた時は思
わず泣いてしまった。ガソリンが不足し、どこの
ガソリンスタンドにも2～3kmの行列ができて
いた。給油の制限もあり、2週間くらいはガソリ
ンスタンドに行列ができた。私たち職員も相乗り

同じ東北の秋田で暮らす私たちの想い。
畠山 順子 秋田県ゆとり生活創造センター「遊学舎」指定管理者 NPO 法人あきたパートナーシップ

NPO法人あきたパートナーシップは2006年より秋田県ゆとり生活創造センター「遊学舎」の指定管理を受託。東日

本大震災後、NPO法人秋田パドラーズと連携して物資支援や被災地へのボランティア派遣を行なった。2011年4月

より震災避難者支援をする助成団体の募集を開始。現在は秋田県への避難者支援に力を入れている。

NPO
秋田市 取材日  2012.09.12
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た。実際に気仙沼の状況を見て、元に戻るには相
当の時間がかかると感じた。秋田で何ができるか
を考えた時、被災地に入る危険性を考慮して現地
に直接行くのではなく、秋田で物資を集めようと
決めた。被災地での支援活動は専門の人たちに任
せ、そうした人を通じて物資を必要としている人
に届けてもらうことにしたのだ。
被災地ではだんだんと瓦礫撤去作業が進み、パド
ラーズでは4月くらいから毎週末、現地入りし側
溝の泥あげや各家々の泥出し、炊き出しを行なっ
ていた。遊学舎でもボランティアを募り、2週間
おきくらいにパドラーズの活動に参加させても
らった。バス2台に30～40人ほどのボランティ
アを乗せて、秋ぐらいまで現地に通い、力仕事は
パドラーズ、きめ細かい支援やNPOの相談先の
紹介などは私たちと役割分担をし、パドラーズと
連携して活動した。何度か気仙沼へ行くうちに気
仙沼の住民の方たちとのつながりもでき、秋田市
の秋田駅前に気仙沼のアンテナショップを開店し
た。

スギッチファンドに詰まっている
秋田の人々の想い
2011年4月、ある企業からスギッチファンドに
500万円の寄付があり、その社長から「緊急性の
あるものに使って欲しい」と申し出があった。「だ
んだん秋田県に避難している人たちが増えている
ので、そうした人たちをいろいろな団体が支えて
欲しい。せっかく秋田県に来たのだから癒してあ
げたい」と社長がおっしゃったので、すぐにやる
べきことだろうと判断し、4月末から震災避難者
支援をする助成団体の募集を開始した。急な募集
にも関わらず、10団体から申請があり5事業が
採択された。
スギッチファンドから助成した団体の中には、被災
地へ支援物資を運んで空になったバスに現地の被
災者を乗せて秋田へ招待するという活動をしてい
る団体もあった。すでに秋田では温泉旅館などを被
災者に無料で開放する体制ができていた。秋田に来
て少しでもゆっくりしてほしいとの思いからだっ
たようだ。気仙沼のおばちゃんたちを招いた時、一
緒にバスに乗ってきたこともある。被災した皆さん
は「ありがとう」とたくさんお礼を言ってくださっ
たが、温泉に入ってもほっとしたような表情はあま
り見られなかった。きっとそうしたことで癒される
問題ではないのだろうと感じた。その後、県からも
震災支援助成の予算が付き、イベントで集めた支援
金や個人で募金を集めてスギッチファンドへ寄付
してくれた方もたくさんいた。

して出勤し、ガソリンを減らさない工夫をした。
遊学舎はさまざまなイベントが中止となり利用者
も減ったので、県と相談し、節電も兼ねて21時
30分までの開館を18時までとした。通常通り再
開したのは夏ぐらいからだ。
秋田県は同じ東北なのに被害はほとんどなかっ
た。どんどん情報が入ってくる中で「自分も何か
しなければ」と感じる人が増え、ボランティア活
動をしたいと問い合わせが来るようになったが、
被災地の状況が把握できず体制が整っていなかっ
たので、もう少し落ち着くまで待とうと判断した。
今、現地にボランティアが行っても危険が伴い、
迷惑がかかるだろうと思ったからだ。ボランティ
ア活動の問い合わせをくれた人には、連絡先をひ
かえさせてもらい、その後、支援物資整理や現地
への瓦礫撤去の活動に参加してもらった。
間もなく県が支援物資を集めることになり、県職
員と日本赤十字社、学生ボランティアで物資の整
理を行なっていた。寄せられた物資の量が多すぎ
て大変だったようだが、すでに被災地で支援活動
をしている人たちから必要な物資の問い合わせが
来るようになっていて、最初は要請と集めている
物資のマッチングが混乱した。次第に不足してい
る物の要請が来たら、集めている物資の中から探
し出し、支援活動で現地に行っている人に託して
届けてもらうようになり、必要な場所へ確実に現
地に届けられた。

被災地を訪れて
4月9日、震災後初めて気仙沼を訪ねた。遊学舎
の職員4人と地震発生直後から現地での支援活動
を行なっていたNPO法人パドラーズの方たちと
10人で出発したが、道路はめちゃくちゃで迂回
を繰り返してやっと活動場所の気仙沼市南郷にた
どり着いた。初めて被災地を見た時は、言葉が出
なかった。川に船や家の残骸が重なり合い、車が
お店に刺さり、魚が道路に散乱して異臭を放って
いた。パドラーズの舩山理事長に「あんまりびっ
くりするなよ」とあらかじめ言われていたが、あ
まりに悲惨な光景に驚き、ショックを受けた。た
だただ涙がぼろぼろとこぼれてきて、ふと目をや
れば、泊まったことのあるホテルや買い物をした
ことのある市場が見えた。「ああ、ここ来たこと
あるのに…」同行した運転手さんは泣きながら「去
年の秋に、同級会でここに来たんだよなぁ」と言っ
ていた。地盤沈下で水が引かず、本当にひどい状
態だった。この世の地獄だと思った。
気仙沼を訪れたのは、現地で何が必要とされてい
るのかを知りたかったからだ。秋田県にいる自分
ができることは何なのか。また、秋田で暮らす人
たちにも被災地の現状を伝える必要があると思っ
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事にしたいと言うのだ。秋田でそうした若者たち
が育っているのは嬉しいことだし、心強い。
これからも私たちはNPOの中間支援組織として、
状況に応じたコーディネートを行なっていきたい
と思っている。いま困っているところに、即ピン
ポイントで助けに行けることが、私たちNPOの
強みだと思う。

同じ東北で暮らす私たちの想い
昨今、人間関係は希薄になり、互いに関心を持た
ずに口を出さないのが良いという社会になってき
ている。1人ひとりが確立されるのが良いことで、
お節介するのは余計なお世話であり、人のために
何かやるのはかっこ悪いという風潮が感じられ
る。今の若者の中には自分の気持ちを素直に口に
出せない人もいると思う。だからこそ、お節介を
やくのも、熱血であるのも必要なのではないか。
緊急時に隣の家に住んでいる人のことを気にかけ
られる関係性が必要なのではないか。熱い想いを
持って、いろいろな人と出会うことが人間には必
要だと思う。人との関わり方を見直す必要がある
と、震災を経験して皆が気づいたのではないかと
感じる。
去年の夏に陸前高田の仮設住宅を訪れた時、仏壇
の前で1人、じっと座っていたおじいちゃんが忘
れられない。今そうした人がたくさんいるのでは
ないかと怖くなる。あまりにも辛い出来事が多す
ぎて傷つき心を痛め、多くの人がそれぞれの辛い
想いを抱えて声に出せないことがたくさんあるだ
ろう。「がんばれ」なんて簡単に言うことはでき
ない。それでも、少しでも残念な結末を防ぎたい。
同じ東北なのに秋田県の被害が少なかったことに
複雑な気持ちがあると言う人もいる。だから、で
きることがあれば被災地で心を痛めている皆さん
のために何かをしたい。きっと簡単なことではな
いと思うが、ぜひ声に出してほしいと思う。私た
ちは同じ東北人として被災地の皆さんのことを忘
れない。

うるさいかもしれないけれど、 
見守りたい
現在、秋田県には1,400人の方が被災地から避難
してきている。ほとんどは福島県からの避難者だ。
秋田県では2年間、6万円まで家賃を補助する制
度があるが、小さい子どもさんを抱えた母子避難
の方が多く、家族がバラバラになってしまう課題
が生まれている。ある方が「たまに夫に会っても
ケンカしちゃうの」と言っていた。母親は子ども
のためを思い、福島を離れたい。しかし、父親は
仕事の都合で一緒に福島を出ることはできない。
やむを得ない状況の中で原発事故に対する意識が
夫婦の間ですれ違い、家族を引き裂いてしまうこ
ともあると聞いた。県の調査結果によると、避難
者の40％の方が精神面、身体の不調を感じてい
る状況にあると言う。そうした話を聞いて、秋田
に避難している方々のケアが必要だと感じた。
私たちの自主事業の「いきいき健康塾」というお
医者さんに何でも相談できる講座で、震災支援を
テーマに参加者を募集した。でも、避難者の方の
参加は1人もいなかった。困っている人、悩んで
いる人は多くいるはずなのに、誰も相談に来る人
はいない。まだまだ相談するという段階まで進め
ていないのかもしれない。深く傷ついてしまった
人たちは、1歩も前に踏み出せないのかもしれな
い。現在は、相談員と保健師がニーズのあるとこ
ろへ居宅訪問を行なっている。

「朝5時から起きて来るのを待っていた」と言う
方もいるそうだ。こちらから行かなければ助ける
ことはできないのだと気づかされた。秋田県で自
殺する人を出したくない。うるさいかもしれない
けれど、見守っていきたい。今後もニーズは多様
になり、対応も変化していくだろうと思う。

これからを担う若者たち
先日、遊学舎の広場で「県民協働フェスタ2012」
を開催し、企業を含め77団体がブースを出展し
た。福島や気仙沼のお店にも出展してもらい、少
しでも売り上げと交流につながればいいと考え
た。復興支援だけでなく協働をテーマにし、会議
棟では若者たちの活動を考えようとトークセッ
ションを行なった。事例紹介で「ふくしまの集い」
という団体に出てもらった。この団体は秋田の大
学に通う福島県出身の大学生たちが口コミでつな
がり、福島県出身の子どもたちに無料で勉強を教
える活動をしている。秋田駅の近くに「きびたき
の家」という学習塾を作った。メンバーのある女
子学生が「秋田県でできたつながりは一生つなげ
ていきます。この活動は必ず後輩に引き継ぎます」
と言ってくれた。秋田県と福島県のつながりを大 撮影：2012.9.9　「県民協働フェスタ2012」出展者の皆さん
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3月11日　14時46分 
理事長を務める「特定非営利活動法人東北みち会
議」の事務所で会議中だった。突然周りで携帯電
話の緊急地震速報のアラームが鳴り、その直後大
きな揺れが来た。年配の女性職員がパニックにな
りかけた若い女性職員をなだめていた。終わった
と思ったらまた揺れが来て、3度大きな揺れを感
じた。その時は宮城県沖地震だと思い、どうして
こんな日に仙台に来てしまったのだろうと思っ
た。事務所は6階で、隣のビルの屋上から立ち上
る煙やビルの外へ逃げ出す人々、隣の専門学校の
女子生徒が非常階段で泣いている様子などを見る
とはなしに見ていた。
事務所はぐちゃぐちゃで居ることができず、立体
駐車場も動かなくなっていたので車の出庫ができ
ず秋田へ帰ることができなかった。近くのホテル
に泊まろうとしたが予約で満室という返答だっ
た。しかし、予約客もこの地震ではキャンセルす
るだろうと思い、ホテル側も夜の9時ぐらいまで
予約客が来なければ部屋を解放するということ
だったのでロビーで待ち、何とかその日は泊まる
場所を確保することができた。翌朝、ロビーでワ
ンセグを見ていた人から、津波があったようだと
いう話を耳にした。近くの新聞販売店に行き、号
外を見て初めて大災害であることを知った。
その後、同僚2人と一緒に仙台港へ行った。45
号線を海に向かって車を進めて行くにつれ、建物
に付着した海藻やゴミが津波の凄さを物語ってい
た。やがて流された車や瓦礫が道を塞いでそれ以
上進めなくなった。石油タンクが燃えているのを
見て、爆撃でも食らったかのような光景に衝撃を
受けた。
 

道の駅の安否確認 
震災後2日目からは、東北みち会議が「東北道の
駅連絡会事務局」を担っていることから、道の駅
に特化した支援を行なうことにした。国土交通省
東北地方整備局と相談し安否確認を始めたが、電

話がつながらず確認ができなかった。パソコンは
使用できたのでツイッターやブログで情報を集め
たが情報が錯綜していてなかなか進まなかった。
これは自分の目で確かめるしかないと思い、出か
けようとしたがガソリンが無く断念した。
ガソリンの供給が平常に戻った3月末になって、
八戸からいわきまで5日間かけて海岸沿いの道の
駅を訪ねて回った。場合によっては避難先まで駅
長（道の駅の責任者）を探し歩き確認した。震災
で被害を受けた道の駅は、みやこ（岩手）、高田
松原（岩手）、大谷海岸（宮城）、よつくら港（福
島）の4カ所だった。
  

避難の拠点、 
支援の拠点としての道の駅 
全国の道の駅970カ所に募金箱の設置を呼び掛
けた。道の駅は震災直後、避難の拠点として機能
した。福島の沿岸に近いところの人たちは道の駅
へ避難し、休憩、トイレ、おにぎりの配給などを
受けた。宮城県の三本木は内陸部の人たち、上品
の里は石巻の人たちがそれぞれ避難する拠点と
なった。それが一段落するとボランティアや自衛
隊の支援の拠点となった。道の駅を通じて被災地
へ物資を届けたいという問い合わせも多く、それ
を受け入れ道の駅から配送する機能も果たした。

それぞれの土地にある多くの智恵を、次の世代に
鐙 啓記 NPO 法人あきた地域資源ネットワーク

秋田県内各地にある地域資源（ジオパーク・観光・食文化・地魚・歴史・民俗・自然など）に基づき、地域で活動する

団体や個人と協働しながら、地域の振興を図ることを目的としている。男鹿市民の持つ過去の地震・津波経験から防災

の知恵と伝統を活かし、災害に遭遇した場合の対処法を考える「災害に強い男鹿の地域づくり協議会」にも参加。

NPO
秋田市 取材日  2012.10.02
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道の駅は普段から産直に力を入れていて、農家と
のつながりがとても強い。1駅あたり100名前後い
る農家会員に声をかけると相当なものが集められ
る。レストランなども併設しているので炊き出し
にも活躍した。多いところで60～70人を雇用して
いるので人手もある。施設全体の電気を賄える充
電設備を持っている道の駅もある。三本木や田老
は、国が各県に1つずつ設置した防災拠点としての
機能を持たせた道の駅で、自家発電や災害用トイ
レがあり、防災拠点としての機能を発揮した。
道の駅は震災後数か月ほど大きな役割を果たし
た。現在も復興支援のイベント開催などを行なっ
ている。
道の駅が避難拠点、地域の支援拠点になり、地域
の大きな核になることが、今回の震災で明確に
なった。
この結果を受けて、国が道の駅を防災拠点として
整備する動きがある。施設全体を動かせるような
充電設備や、情報発信の場として機能すること、
利用者が携帯電話やパソコンなどを使えるシステ
ム作りを行い、形だけではなく本当に使える防災
拠点にして欲しいと国に提言している。
 

過去に学び自然を敬うことの大切さ 
地域伝承に非常に関心が高く、さまざまな調査を
行ない結果を本にまとめている。自然を征服する
などというおこがましいことは言わないで欲し
い。自然に対する畏れと敬いがいかに重要で、洪
水や大雪、地震などの自然現象は繰り返すという
ことを、みんなが知らなければならないと感じて
いた。いろいろな学者がさまざまなことを警告し
ていたのに、ほとんど無視されてきた実態が震災
後に表面化した。科学一辺倒の日本の姿勢が被害
を大きくしてしまったことにつながったと思う。
警告は出ていた。それをちゃんと認めなければい
けなかったと思う。自然災害は繰り返しているこ
とはわかっていたわけで、過去に学ぶことをして
いなかったのだとと思う。伝承・伝説などは大学
の先生が言うのであればまだしも、村の古老が言
うと一笑に付されたりしたものだ。
10年程前に、秋田の雄物川の災害伝承を河川工
事にどのように活かせるか、国土交通省に提案し、
予算化してもらい本を作った。過去の災害の事例
から、どのような堤防を作ったらよいか、どのよ
うな護岸工事を行なえばよいのかを学ぼうと作成
した。

「災害に強い男鹿の地域づくり協議会」を組織し、
昭和14年の男鹿地震、昭和58年の日本海中部地
震という2つの大きな地震を経験した古老たち
に、去年1年間ヒアリングを行なった。男鹿地震
の記憶がある経験者は80歳を超えている。今年

はそれをどのように男鹿の地域づくりに活かせる
かを考えながら活動を行なっている。この活動の
きっかけは、男鹿の人たちが3.11の後に「俺た
ちは生活に全然困らなかった。」と言っていたこ
とからだった。なぜかと理由を尋ねると「魚の干
物はあるし、畑には野菜があるし、海に行けば魚
がいる。1～2週間買い物に行く必要が無い」「燃
料は炭で煮炊きした」と笑い、「都会の連中はか
わいそうだと思って見ていた。」と言う。保存食
は非常食になるのだとその時気づき、家庭でどう
いった食料を保存していて、それが日本海中部地
震の時にどのように役立ったかについても調査し
ている。30年前にさかのぼると、男鹿ではスー
パーで買い物をすることは恥ずかしいことだった
そうだ。それぐらい自分の家で準備できないのか
と思われたという。
調査を進めるうちに出てきたのが核家族化という
問題だ。男鹿市の隣の潟上市が秋田市のベッドタ
ウンになっていて、若い世代はそこへ家を建て移
り住んでいる。そのため同居家族にも近所にも生
活の知恵を教える世代がいない。町内会もほとん
ど新しい人ばかりだ。男鹿が持っている伝統的な
文化の知恵を若い世代に伝承するのが我々の仕事
だと思って行なっている。
年寄りたちに「今だったらまだ間に合う」と言われ
た。非常食としての保存食の活かし方をはじめ、男
鹿の知恵を残し、伝えていきたいと思っている。そ
れぞれの土地にある多くの智恵を、笑わないで聞い
て、生活に活かすことを考え、次の世代に伝えてい
くことが、今の世代の役割ではないかと思う。

震災を振り返って 
「道の駅」は、行政とも連携した本当に使える防
災拠点づくりが必要だ。離れた道の駅同士での姉
妹提携も必要だと思う。地域の人たちと道の駅の

撮影：2011.4.7　福島県南相馬市　行方不明者捜査を行なう自衛隊、警視庁の拠点
となった道の駅・南相馬
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されるのだろうと期待している。
男鹿の海岸に、周りの岩石と異なった性質の、高
さ7～8mの巨石が不安定な状態でたくさん存在
している。これだけの巨石を運んでくるエネル
ギーをもった津波が過去にあったのではないか
と、私が所属する秋田のNPO理事長が調査・研
究している。これが東日本大震災の前だったら「何
をばかなことを」と笑われていたかもしれないが、
震災の後ではみんなが真剣に耳を傾けるように
なった。

つながりを普段から密にしておくことも大切だ。
科学に頼りきらず昔からの伝承や言い伝えを笑い
ものにしないで伝えていく努力、私たちが東北で
得た経験を西日本へ伝えていくことも必要だ。大
学の先生たちが仙台平野や福島沿岸での過去の大
津波について警鐘を鳴らしていたが、これからは
無視できない。各地の原発がある土地ではボーリ
ング調査を行ない地層に残された過去の津波の調
査が行なわれている。科学だけではなく、過去の
歴史が見直されている。ようやく細々と伝わって
きた自然と向き合う知恵や自然災害の警告が活か

撮影：2012.8.11　福島県いわき市　企業などからの支援で建て替えること
ができた道の駅・よつくら港（NPO法人あきた地域資源ネットワーク提供）

撮影：2012.1.11　石巻市　卒業制作に取り組む湊小学校の児童
（NGO RASICA提供）

撮影：2011.3.31　気仙沼市南郷　ヘドロ出し（NPO法人秋田パドラーズ提供） 撮影：2011.4.1　気仙沼市　大川の状態（NPO法人秋田パドラーズ提供）
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3月11日　14時46分
山形県庁に県内NPO関係者などが集まり、協働
助成事業の説明会が行なわれていた。県庁は新し
い建物ではなく会議室は9階だったので、ものす
ごく揺れた。突き上げるような大きい揺れだ。机
がガタガタと音を立てて移動した。どこが震源地
なのかすぐには分からなかったが、近い場所で起
きたと感じたので、東北が震源地だろう、4年前
に宮城県栗原地域で大きな地震が起きていたか
ら、またその辺りで発生したのかなと思った。
説明会はすぐに中止になり、非常階段で下まで降
りた。皆、関係各所へ連絡していた。NPO法人山
形の公益活動を応援する会・アミルが指定管理と
して業務している霞城セントラルビル内の山形市
市民活動支援センターが心配だったので、すぐに
向かった。普段いるセンターは22、23階にある
ので、そこで勤務中であればおそらくもっとすご
い揺れを感じただろう。霞城セントラルに到着す
ると職員や利用者が外に避難して集まっていた。
状況確認のため携帯電話のワンセグを見て震源は
宮城県だと分かり、すぐに津波の生々しい映像を
見た。大惨事だ。これからどうなってしまうのだ
ろうと不安だった。山形県は宮城県から嫁いでき
た方や山形大学に進学してそのまま就職する方が
多く、自分の故郷を心配している方が大勢いた。

ライフラインが止まって
2日間、停電した。寒いのに暖房は使えない。信
号はほとんど消えていて道路は渋滞した。多くの
人が食料などを買い求め、コンビニエンスストア
やスーパーマーケットに長蛇の列ができた。すぐ
に物資はなくなってしまい、棚は空になった。ま
た、1週間以上はガソリンがなかなか手に入らず、
夜中から並んだ。地震で物が破損するということ
は少なかったが、物資のない状況は仙台とほぼ同
じ状況だったと思う。水道は止まらず、山形は天
然ガスを使用している家庭が多いので、ガスも確
保できた。お風呂に入れたので、仙台からタクシー

で買い物に来てついでに入浴していく方もいた。
温かいものを煮炊きでき、お風呂に入れたことは
恵まれていたと思う。
霞城セントラルセントラルビルの暖房が使用でき
なかったので、15日まで市民活動支援センター
も閉館した。霞城セントラルは自家発電装置を備
えているが使用燃料の確保の問題から使用できな
かった。社会的弱者支援をしているNPOは大変
だったようだ。普段行なっている支援ができない。
ガソリンがなかったので、例えば移動サービスを
行なっているところは送り迎えができず、他の
サービス利用者も施設まで来られない状況が続い
た。

支援活動をスタートするまで
状況を把握するため、発災してすぐに山形県災害
ボランティア支援本部にメンバーを送った。しか
し、こうした未曾有の大震災は経験がなく、本部
も具体的に何ができるか、何をすべきかで混乱し
ていた。支援本部に送ったメンバーもどのような
情報を収集したらよいかも分からず戻ってきた。
発災直後はどう動いたらよいか分からなかったの
が現実だ。NPOの中間支援組織として、この時点
では自分たちの役割がはっきりとは見えなかった。
支援本部に通い情報収集をして、何が求められて

連携し、協働することでさらに力は強くなる。
齋藤 和人 NPO 法人山形の公益活動を応援する会・アミル

博愛精神およびノーマライゼーションの理念のもとに、年齢の高低・障がいの有無・性別の差異等にとらわれることの
ない住みよいコミュニティの形成に寄与することを目的として活動するNPO中間支援団体。東日本大震災時には災害
支援、情報支援、中間支援を行なうNPO3団体及び山形県と協働し、「復興ボランティア支援センターやまがた」を立
ち上げ現在も活動中。

NPO
山形市 取材日  2012.10.03
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日、復旧・復興に向けて支援に取り組むボラン
ティアに関する活動や情報の拠点となるため、平
成23年度新しい公共の場づくりのためのモデル
事業として「復興ボランティア支援センターやま
がた」を設立した。山形県と災害支援団体の
NPO法人ディー・コレクティブ、情報支援団体
のNPO法人Yamagata1、中間支援団体のNPO
法人山形の公益活動を応援する会・アミルで協働
運営している。
事業には3つのミッションを掲げている。はじめ
に、山形県内で復興支援を行なうまたは行ないた
いとする個人、団体への情報提供と場の提供だ。
例えば、沿岸部へのボランティアのコーディネー
トやボランティアバス運行の支援として広報の協
力をした。次に、山形県内に原発事故などで避難
している方々への情報提供である。最後に、情報
の受発信だ。広報誌Welcomeを2011年8月か
ら月2回発行し、今年9月で第25号になった。
山形県はもちろん宮城県や福島県の震災に関する
話題をピックアップしたり、県内のイベント情報
を掲載したり、避難者および支援団体へ情報を仲
介して伝えている。広報誌とWeb-site（PC、携
帯 電 話 ） が 中 心 だ が、 余 裕 が で き て か ら は
Facebookの使用も始めた。現在は県内の避難者
支援グループへの支援に重きを置きつつある。予
算の編成時期で、今後もこの形態で続けていける
かは見通しが立っていない。
ボランティアセンターという名前の組織はたくさ
んあるが、我々が目指したのは中間支援型のボラ
ンティア支援センターだ。直接ボランティアをつ
ないでいく機能よりは、むしろ支援活動をされて
いる方々や団体をサポートする役割に重きを置い
ている。そこにイメージのギャップが生じやすく、
最初は説明が上手くできずに「もっとボランティ
アを派遣するべきだ」などの指摘を受けたことも

いるのかを探った。山形県のNPOも震災の影響
を受けているので、それぞれが自分たちの活動を
するのに手一杯で、他県の支援活動を行なう余裕
はなかったと思う。山形県災害ボランティア支援
本部にきたボランティアの問い合わせは本部が対
応していたが、窓口はなかなか整理がつかず、ま
た、混乱を防ぐために登録を受け付けるのが精
いっぱいであった。山形県でも何とかしたい何か
をしなくては、と想いを募らせている方がたくさ
んいたと思う。
情報取集をしている内に、全国的に支援が始動し
た情報をつかんだ。すぐに、関東や関西の方々か
ら山形を経由して被災地に入れるか問い合わせが
きた。太平洋側は震災により大きなダメージを受
け、物資は行き渡らなくなった。太平洋側の県へ
入るには庄内から山形に入り山形からバスで仙台
に向かう、あるいは笹谷峠などの県境の峠を越え
て宮城県に入る方法しかなかった。道路やガソリ
ンの状況など実際に被災地へ入ったメンバーから
いろいろな情報が入ってきて、それをつないでい
くのが最初の仕事だった。そのうちにいろいろな
NGOがだんだんと被災地に入り活動を始めた。
モンベルのアウトドア義援隊が山形に物流基地を
置き、物資の仕分けをできるボランティアを集め
たいと情報が入ってきたので、つなぎ役として情
報を拡散した。中間支援組織のメーリングリスト
などでも「物資を集めています」「こんなことが
できる人はいませんか」と呼びかけがあったので、
対応できるものは対応した。動き出した他の団体
に対して、どうお手伝いできるかと考えるところ
から我々の活動がスタートした。
5月末頃に初めて宮城県の被災地を訪れた。言葉
もないとはまさにこの状況だと思った。映像を見
たり、新聞を読んだりして、被災地の状況はイメー
ジしていたが、家が無くなってしまったり、ぐちゃ
ぐちゃになっていたりする状況を実際に目の当た
りにして自然の脅威を実感した。

「復興ボランティア支援センター
やまがた」設立
5月連休明け頃から、NPO独自でフットワーク
の軽い支援活動を展開していく必要があると感じ
た。行政と協働での支援も必要だが、スピード感
が不足していた。行政は行政としてきちんとした
信頼性のある情報を出し、対応をしなければなら
ないしNPOとは違ったスタンスがある。NPOは
NPOらしく思い通りに活動できる体制を作りた
いと思った。
6月頃から災害支援、情報支援、中間支援をして
いる団体が一緒になって山形の災害支援の窓口に
なる組織を作ろうと協議を進めた。2011年8月1

2011年8月から月2回発行の広報誌Welcome
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トを活かすために顔を合わせる機会を仕かけてい
きたい。
県内の支援グループとのつながりは震災後にでき
た。最初は連携するのに苦労し、現在も円滑に連
携できているとは言えない。我々が拾い切れてい
ない情報もあるし、支援団体が期待していること
と我々がやっていることとの間にギャップがある
だろうと感じる。従来から活動に取り組んできた
方々は、我々と連携しなくても活動していくこと
ができる。新しい団体は把握しやすいが、震災以
降、新しく山形へ入ってきた方々は何かしなくて
はと強い想いできた方が多く、考え方も少しずつ
違い、従来のNPOと競合する部分ある。復興ボ
ランティア支援センターやまがたでは月1回支援
者の集いを開いている。支援団体同士で情報を交
換し、顔の見える関係作りをすることが目的だが、
今まで山形での活動のベースがなかった新しい団
体の方が参加しやすいようだ。従来から活動して
いる団体の情報は記録にも残っていないので、ど
う把握し連携していくかが課題だ。NPOはそれ
ぞれミッションを持って活動をしているが、
NPO側も他団体と協働することでさらに力が強
くなることを認識してほしい。NPO同士の情報
交換からでいいので、広い視野が必要だ。
また、行政は担当者が変わると対応が変わる特徴
がある。行政なら行政として、あるいは課なら課
としての方向性が決まっているとNPOとも連携
しやすい。担当者が変わると方向性も変わるので
は連携しにくいし、行政もそうした特性を持つこ
とを認識すべきだ。中間支援組織としては、こう
した行政の特性をNPOが認識できるような場や
政策提言をNPO同士で協議できる場を作ること
ができる、そのための力を養成する必要があると
感じている。

あった。スタッフも活動の現場に行き直接被災地
を支援したい葛藤があった。「中間支援」という
言葉は馴染みがないので、センターの方向性を示
していくのは非常に難しく、一般の方や支援者に
も理解してもらうのにはとても時間がかかった。

東北の運命共同体
山形県では被災地からの避難者への支援が行なわ
れている。主に福島県からの原発事故の避難者が
圧倒的に増えた。これは他県と違う点だろう。受
け入れ施設として用意していたところはすぐに満
員になった。爆発が起きた直後は福島県域で避難
した人が多く、その後避難区域や2回目の爆発で恐
怖を感じ、次の日から避難者がどんどん増えた。
ピーク時で約1万5千人の方が山形に避難してい
た。
山形県は避難者が多く特殊な状況だったので、被
災した県と支援している県という間柄の認識はな
く、被災した県と運命を共にしている東北の隣県
という想いが強い。昨年、山形県の節電率は日本
1位だった。そうした行動を起こさせるのは、被
災地のことを他人事ではなく自分事と捉えている
からだと感じる。1年半以上が経ち関西方面の
方々などの震災に関する関心少し落ち着いてきた
ように思うが、山形県民は当事者としての感覚を
持っている。被災地のために大学や企業などさま
ざまなセクターが一緒になって動いたことは、プ
ラスだったと感じる。

中間支援組織としての役割
山形県内には支援団体がたくさんあるが、見えて
いない部分も多くある。中間支援組織として、ど
んな団体がどこでどのような役割を担っているか
を整理し把握する必要があると考えている。全体
を把握すれば不足し補わなければならない部分が
課題として見えてくる。その欠点を埋められる組
織を作りたい。そうした準備をしておかないと、
このような大規模災害が起きた時に皆さんに支援
の手が届かない。
震災前に「支え合いリスト」作成を考えた。数年
前に全NPOに対して、もし災害が起きた場合団
体が一番困ること、団体ができることを調査した。
しかし、内容がその後更新されておらず、震災時
に機能することはなかった。データを集めてもど
う活かすかは考えられていなかったので、反省点
として今後に活かしたい。データを活用するなら
ば、常にアップデートしなければならない。また、
そのリストに載っている人たち同士と顔の見える
関係ができていないと、災害が起きてからすぐに
連携するのは難しい。中間支援組織として、リス 「復興ボランティア支援センターやまがた」の玄関
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3月11日　14時46分
将来環境問題に携わりたいと考える離職者を対象
にした環境学校が山形市内にある。受講は1年間
のカリキュラムで、私は自然エネルギー担当の非
常勤講師だ。1ヶ月に1回、朝から夜まで自然エ
ネルギーについて講義をする。受講生は30名ほ
どで、年代は20代前半から60代までいる。3月
11日は1年間の最後の講義の日で、14時46分は
残り15分ほどとなり、総まとめの話をしていた
時だった。突然、ぐわーっと揺れ出した。ぐらぐ
らと激しく揺れ、これは只事ではないなと感じた。
講義はすぐさま中断した。震源地は仙台だと携帯
電話の緊急地震速報で分かり、仙台から来ている
受講者もいて「大変だね！」と話しながら即解散
になった。今後の話もせずに、とにかく帰宅しよ
うと家路についた。
環境学校から30分ほどかけて自宅に到着した。
停電で信号が消えたので、渋滞していた。自宅に
着いてすぐに電源を確保した。自宅は太陽光パネ
ルによる独立電源を持っている。天童市は1日半
ほど停電したが、太陽光パネルで発電した電気を
バッテリーに充電していたので30分ほどで電気
が復旧した。すぐにテレビとペレットストーブが
使えるようになった。テレビで津波の映像を見て

「何なんだこれは！」と衝撃を受けた。
夜になり周囲は真っ暗だった。子どもたちを連れ
て市内の様子を見に行った。電気がついていたの
は病院、市役所の1階、消防署、東北電力の営業
所だけだ。そして民家で電気がついたのは私の家
だけだったと思う。近所のスーパーマーケット、
ホームセンターでは行列ができた。多くの人が食
べ物や懐中電灯、乾電池、ホッカイロ、ガスボン
ベを買い求めた。私も行列に並び「仮設照明が欲
しい」と言ったら「停電しているのにですか！？」
と店員に驚かれた。居間やトイレなど家中に仮設
照明をつけ、ペレットストーブの燃料はストック
がたくさんあったので暖房の心配もなかった。水
は止まらず、ガスはプロパンガスを使えた。少々
不便は感じたが、エネルギー源を持っていたので

ご飯を食べて普通に生活できた。
この辺りは温泉旅館街なのでこうした非常時の場
合、非常用電源がついて明るいだろうと想像して
いたが、実際は発電機が動かなかったようで真っ
暗だった。日頃、省エネを意識しているため電気
をつけたまま寝る習慣はないが、非常時で真っ暗
なのは治安的に良くないと考え、事務所の明かり
を外に向けてつけたまま寝た。

電気の重要性を実感
翌日の早朝、事務所のドアの前に人が立っていた。
襲われるのかと怖かったが、ドアを開けて声をか
けると事情を話してくれた。
その方はたまたま仕事で仙台に来ていた時、地震
が起きたそうだ。宿泊していたホテルの従業員に

「タクシーで山形に逃げた方が良い」と言われ、
真夜中に山形に到着したが宿泊できるホテルはな
く、真っ暗な中をさまよい歩いていた。携帯電話
の電池は切れてしまい、家族や会社に連絡ができ
ない。ところが1軒だけ電気がついている家を見
つけた。なぜだろうと不思議に思い、もしかした
ら携帯電話を充電させてもらえるかもしれないと
希望を抱いて、朝になるまで外で待っていたとの
ことだった。携帯電話を充電している間、なぜ電
気がついているのか聞かれたので、太陽光パネル

「自然エネルギーっていいんだな」と
心から思う人を増やしたい。
武内 賢二 ソーラーワールド株式会社

1997 年創業。「ライフスタイルはローテクがいい、でも使う技術はハイテクで」を企業理念に、自然エネルギー機器

の開発・販売・施工専門店として、自然エネルギーの有効活用を中心とする循環型社会づくりのため「自然」「人」「社会」

の調和を考え、エネルギーを作り出す方法やエネルギーを有効活用するライフスタイルを提案している。

企業
天童市 取材日  2012.10.03
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で発電していることを説明した。彼は充電中の携
帯電話のワンセグを見て震災の状況を知ったよう
で、大変驚いていた。充電が終わると、仲間の携
帯電話も充電したいと言うので了承した。その話
は近所に伝わり、この事務所は携帯電話を充電す
る人たちでいっぱいになった。電気が回復するま
でその対応に追われた。
その後、ガソリンが手に入らなくなった。家から
ガソリンスタンドは遠いはずなのに、家の前まで
行列ができていた。夜中から並び一昼夜を車で過
ごす人が大勢いたので、トイレに困るだろうと事
務所のドアに貼り紙をしてトイレを開放した。
福島県川内村に住んでいる知り合いから、原発事
故が心配なので山形県に避難したいと相談があっ
た。そこで、3月12日から約2か月間、2家族2
個人を受け入れて、我が家は避難所として開放し
た。その後は被災地へ行くボランティアたちの中
継地として開放した。交通も麻痺していて突然被
災地に入ることは難しかったので、関東から山形
を経由して被災3県へ行くボランティアが寝泊ま
りした。

石巻市の方との出会い
地震が発生してからすぐに被災地の知り合いと連
絡をとり、太陽光発電で電力を供給するボラン
ティアをしたいと相談した。土地勘がないので、
コーディネートを頼もうと考えた。しかし、現在
は遺体捜索も続き非常に混乱しているので、少し
様子を見た方がよいとアドバイスをもらった。
地震から1週間後の早朝、事務所にいたら、知ら
ないおばちゃんが血相を変えて突然バタバタと
入ってきた。「おおっ！なんだっ！」と驚いてい
ると、息も絶え絶えに「外に立てかけてあるもの
は何ですか？」と聞く。それは太陽光パネルだと
説明すると、突然訪ねた理由を話し始めた。
その方は石巻市の避難所でボランティアをやって
いたそうだ。ボランティア活動中、支援をする行
政と支援を受ける被災者の間に立って、精神状態
がぼろぼろになってしまった。天童市の旅館に勤
める息子が被災地にボランティアに行った際に、
あまりにも疲れきった母親の姿を見て、せっかく
生き残ったのにこのままでは身体を壊してしまう
と強制的に天童市に連れてきた。しかし、被災地
や避難所のことが気になって、旅館で落ち着いて
いられず散歩していたところ、ここの太陽光パネ
ルを発見した。被災地では電気が必要なので、パ
ネルを売ってほしいと言う。その時すでに太陽光
パネルを被災地に届ける支援をしようと決めてい
たので、「いつになるかは分からないがガソリン
を手に入れたら、絶対にあなたの避難所に届けに
行く」と約束した。

地震から10日ほど経過し、相談していた知り合
いから「そろそろボランティアを始めよう」と連
絡が来たので、すぐに被災地に入ることを決め、
支援がスタートした。まずは数日前に約束したお
ばちゃんの避難所からだ。3月末、石巻市湊中学
校へ行き、おばちゃんを探した。太陽光パネルを
設置し、資材倉庫を照らす明かりを取り付けた。

「おばちゃん！約束したから来たよ」と声をかけ
ると、おばちゃんは「本当に来てくれたんだ！」
ととても喜んでくれた。家にあった太陽光パネル
の在庫をすべて被災地に届けた。
最初に被災地を訪れた時、戦争の経験はないが、
おそらく戦争中はこのような感じだったろうと
思った。一帯が瓦礫の山で埋め尽くされ、11tの
ダンプよりはるか高く積み上げられていた。コン
ビニの駐車場らしき場所で車を停め、ご飯を炊い
て食べた。食欲はなかったが、食べないと体力も
気力も続かないと思った。

中学生がボランティアで 
頼もしく成長
私が被災地へボランティアに行く情報を聞きつけ
た親戚の中学生が「被災地ボランティアに行きた
い」とお願いに来た。テレビでいろいろな惨事を
見て、被災地のために何かしたいと言う。「いいよ。
ただし被災地ではおんちゃんはお前を子ども扱い
しない、1人の男として接するよ」と伝えた。一
晩考えなさいと家に帰したが、次の日の早朝「やっ
ぱり僕は行きたい！」とやって来た。
彼にとって焼けた町や自衛隊による遺体捜索の様
子は、かなりインパクトがあったようだ。避難所
へ行き、太陽光パネルや照明、重いバッテリー、
設置するための道具を4階まで運んだ。避難所の
係の人にどこに設置してよいかを自分で確認し、
照明を取り付ける仕事を任せた。
被災地ボランティア後、中学校でボランティアが

撮影：2011.5.19　陸前高田　金剛寺
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いてもっと議論を行なうべきだと考える。3月11
日以降、我々の方向性を考え直さなければならな
い時代にきたのではないか。2011年6月、環境
学校の卒業式に非常勤講師として出席した。地震
で揺れている時はエネルギー問題がこうして新た
な局面を迎えるとは思わなかった。卒業生からの
1年間の感想で、自然エネルギーの最後の講義中
に地震が起きて、その後原発が爆発してエネル
ギー問題が浮き彫りになったことは、自分自身が
時代のターニングポイントにいたと感じるとコメ
ントがあった。私自身も人生の重要なターニング
ポイントであったと感じている。
私たちは震災によって電気がないと何もできない
という生きる上で貴重な経験をした。あの経験を
未来の生活へ活かすために、「自然エネルギーを
使わなくてはならない！」と思うレベルまで人々
の意識を変えていきたい。震災以前からエネル
ギー教育や環境教育をしてきたが、実現性と人々
に訴えかける方法を検討し、私たちが窓口をより
広げて取り組む必要があると思う。太陽光パネル
を被災地へ持って行っても、「太陽光パネルって
こんなに使えるの？」と自然エネルギーの力を知
らない人ばかりだった。話を聞くと震災以前は全
くエネルギーについて関心がなかったし、まして
やこんな事故が起きるとは想像すらできなかった
と、多くの人が口を揃える。我々はこれまで自然
エネルギーで社会をシフトしようと動いてきたの
に、ちっとも変わっていなかった。もっと社会が
気づいていれば、原発事故にもう少し違った対応
ができたかもしれない。一般市民が自然エネル
ギーについて考えるよう訴えかけられなかったこ
とは、やり方も含め反省すべきだと思った。
これから一般の方々にどう訴えるかを模索してい
きたい。例えば、皆の目に触れる場所に自然エネ
ルギーを設置して、実感できる場や機会を提供し
なければならない。自然エネルギーが良いものだ
と頭では分かっていても実際に周りに太陽光パネ
ルがなければ、その本当の良さは想像すらできな

テーマの授業があったそうだ。母親が「被災地の
ことを話したの？」と聞くと「お母さん、被災地
の状況は簡単に話していいことじゃないと思う」
と答えたそうだ。現場を見て、被災者と触れ合い、
中学生の彼なりに学んだことがあったのだと思う。

アニメで子どもたちの心を癒したい
5月のGW、東京のヨーロッパアニメの配信会社
から上映会「こどもアニメキャラバン」の話があ
り、開催の協力をした。「きかんしゃトーマス」
のライブ吹き替え上映で声優を務める女優の戸田
恵子さんと一緒に、陸前高田市、釜石市、野田村
の幼稚園や保育園へ行った。被災地ではきっと子
どもたちが心に傷を負っているだろうと思い、ア
ニメを見ながら少しでも心を和ませて欲しかっ
た。映像を流すには電源がいるので、太陽光パネ
ルを設置し発電して電気を賄った。スクリーンは
シーツを縫い合わせた手作りだ。
私の子どもたちはリアルタイムで津波の映像を見
たが、映画を見る感覚で全く驚かなかった。子ど
もたちにとって津波の映像はあまりにも現実味が
なかった。周囲の人たちが大変なことになったと
言っても、「僕たち、もうその映像見たよ！」と
事の重大さを理解できなかった。このままではい
けないと感じ、「こどもアニメキャラバン」活動
の際に被災地へ連れて行った。子どもたちに被災
地を見せ、上映会では手回し発電でわたあめを作
る仕事をやらせた。その後は被災地の話をする時
は、子どもなりに言葉を考えて話すようになった。
あまりにも多くのことがあった怒涛の1年半で、
よく覚えていない。これまで合計で約250か所、
太陽光パネルに換算すると約2,200枚の支援を
行った。

自然エネルギーを実感する場を 
提供したい
さまざまな被災地で支援活動を行ない、現在浮き
彫りになったエネルギー問題は被災地と被災地で
はない地域を別々に考える必要があると感じた。
被災者はエネルギーよりも明日の生活をどうする
かの問題が先決で、生きる、生活するための手助
けが必要だ。将来は地域づくりにおいて自然エネ
ルギーを考えてほしいと思い支援活動をしていた
ので、自然エネルギーの勉強会などの開催も考え
ていた。しかし、被災地では生きる活力を見出そ
うとしている人たちばかりなので、エネルギーの
話はピンと来ない。いずれは被災地でも動かなけ
ればならないが、今はそのタイミングではないと
感じている。
一方、被災地ではない地域は自然エネルギーにつ 撮影：2011.6.4　石巻市大宮神社　地域の避難所
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役所に戻ると、職員は情報収集で混乱していた。
このままでは職員も帰れそうにない。地震後すぐ
に設置された災害対策本部に炊き出しの必要性を
確認し、できる職員が自主的に炊き出しにまわっ
た。緊急時の割り当てで住民対応窓口の課が炊き
出し担当だったが、明確な指示がでなかったため、
機能せず自主的に残った職員で対応することと
なった。生活環境課では講座などで大人数の試食
づくりを行なった経験があるので段取りは分か
る。まずは米屋や個人商店を回って、炊き出し用
の食料をかき集めた。ホームセンターやスーパー
マーケットは水やコンロを買う人で混雑し、商品
はあっという間に売り切れた。スーパーマーケッ
トなどの混雑を予想し、個人商店に買い物に来た
人も見受けられた。

3月11日　14時46分
役所で仕事中に「あ、地震だ」と気づいた。最初
はそれほど大きくないと思ったが、次第に揺れが
大きくなった。ガタガタと細かい揺れではなく、
ゆらゆらと大きい揺れだ。書類や物は落ちないが、
なかなか終わらない。おそらく2～3分だが、と
ても長く感じた。すぐに停電になったので一斉放
送などの避難の呼びかけはなかったが、庁舎は築
40年で崩れる危険性があると各自が判断して外
へ避難した。外に出て庁舎を見ると、今にも崩れ
そうだ。電線はぐわんぐわんと波打ち、駐車場の
車はトランポリンに乗っているかのように飛び上
がっていた。何度も余震がきたので、庁舎に出た
り入ったりした。並大抵の地震ではないと思った
が、いったい何が起きたのか分からなかった。停
電でテレビは映らず情報が入らない。携帯電話の
ワンセグで宮城県沖が震源だとようやく分かった
が、他の県の状況は全く分からなった。
15時半過ぎ、大きな揺れが落ち着いたので、各
公共施設など防災担当地区の被害状況を確認し
た。生活環境課は火葬場も担当施設だ。電気が付
かないので、火葬場は真っ暗だった。慌てていた
ため懐中電灯を持ってくるのを忘れてしまった。
火葬場にはろうそくがたくさんあるので、ろうそ
くを使って被害の状況を確認した。
余震がきてもすぐに逃げられるように役所の隣の
中央公民館1階に対策本部を設置した。高畠町は
建設クラブと防災協定を結んでいるため、発電機
を持って駆け付けてくれて、情報収集等に必要な

避難者に寄り添いたい。他人事をいかに自分事に
できるかが大切。
村上 奈美子 高畠町生活環境課

高畠町は山形県置賜地方の東部に位置する。奥羽の山なみ深くに源流をもつ屋代川、和田川の扇状地に拓けた稔り豊かな

美しい町。地味豊かな土地で稲作の他、さくらんぼ、ぶどう、りんご、ラ・フランスなどの果物も生産されている。東日

本大震災で大きな被害はなかったものの、被災地から多くの避難者を受け入れ、宮城県からの火葬の受け入れを行なった。

行政
高畠町 取材日  2012.10.05

いし、自分たちの未来に取り入れる考えは当然生
まれない。これまでのように講座も大事だが、もっ
と見て触れて使って「自然エネルギーっていいん
だな」と心から思う人を増やしたい。見る、触る
体験の場を仕掛けていくのは自分の役割だと感じ
ている。先々週、コンサートのサブステージの電
源を10時から21時まで100％太陽光エネルギー

でまかなった。コンサートなので集客があり、エ
ネルギーや環境に興味のない人まで「太陽光電
池って意外と使える！」と体感してもらえるチャ
ンスだ。そうした体験をした人は他の場所で誰か
に話してくれるかもしれない。今までの視点とは
違った、自然エネルギーを身近に感じられる場を
作っていきたい。

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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なかった。震災があって初めて、ガソリンが仙台
を経由して流通していること、町内は3か所の変
電所から電気が来ていることが分かった。これま
で情報はあったのだろうが、仙台が止まると高畠
町まで全て止まってしまうことを実感した。

火葬の受け入れ
被災地から火葬の申込みが来ることが予想される
ので、どのくらい受入が可能か県から問い合わせ
があった。燃料（灯油）も限られているし、古い
火葬炉が2炉しかないので、午前中は町民優先、
午後は被災者優先で対応した。
県が火葬場の連絡先一覧を出したのだが、こんな
に混乱するとは想像できなかった。被災者からの
電話予約を生活環境課の係で受け付けた。宮城県
の山元町からの依頼が多かった。初めて受けた電
話はすごく淡々とした声で、悲しみを受け入れら
れる余裕がないように感じた。普通はそうした場
面では悲しみ打ちひしがれて涙声になったりする
ものだと想像していたが、とにかく目の前のこと
をしなければと混乱していて、悲しいという感情
がまだ働いていないのかなと思った。電話を受け
ているこちらが涙を流してしまった。報道で死者・
行方不明者数何万何千人と流れていても漠然とし
たイメージでしかなかったが、1人ひとりの命の
積み上げでそうなっていることを実感し、とても
辛かった。電話を受けるたびに感情移入していた
らやっていけないのは分かっているが、悲しかっ
た。子どもを亡くされた方の場合は特に切なかっ
た。自分がもし、子どもに先立たれたらと想像す
ると本当に心が痛い。淡々とこなさなければなら
ない場面もあるだろうが仕事だと言って割り切れ
ないし、1人の人間として被災した方々に寄り添
いたかった。だんだんと気仙沼や石巻からも問い
合わせが来るようになり、4月初旬まで受け入れ
が続いた。

役所に戻り、キャンドルづくり用にストックして
おいたろうそくを災害対策本部や調理室に用意し
た。ろうそくの明かりを頼りにおにぎりを握った。
18時半には東北電力との協定で役所周辺の電気
が優先的に復旧した。また、救急車両や公用車を
優先にガソリンを入れてもらい、夕方には全車両
が満タンになった。次第に町の被害の情報が入り
始めたが、これからまだ余震が続くのか、いった
いどれほどの被害規模になるのか見当もつかな
かった。
21時過ぎになってようやく対応が落ち着き、災
害対策本部にあったテレビにふと目をやった。仙
台平野を津波が遡上している映像が流れていた。
最初は何の映像か全く分からなかった。夕方には
テレビが見られるようになっていたそうだが、炊
き出しの段取りや油漏れの応急処置、一人暮らし
で不安なお年寄りや携帯電話を充電したい住民の
対応に追われ、テレビを見る余裕はなかったのだ。
映像を見つめて、やっと津波が田んぼの方まで来
ている映像だと理解した。「えーっ！こんなに飲
みこまっちゃな？！（飲みこまれていたの？！）」
その映像を見て驚き、大変なことが起きていたの
だと分かった。

ライフラインが止まって
高畠町のライフラインの復旧は早かった。自宅は
停電しなかったし、LPガスのため調理にも困ら
なかった。大きいボンベなのですぐになくなる心
配はない。そうした緊急時にLPガスは強いなと
実感した。地震以降、東京にいる息子と連絡が取
れなかったので、とても心配した。災害伝言ダイ
ヤルはつながらず、安否を確認できなかった。携
帯電話をかけ続け、地震の翌日に電話がつながり、
ようやく無事を確認できた。
停電が続いている地域もあったが役所の近くは回
復していたし、家屋倒壊など大きな被害はなかっ
た。よそはすごいことになっているが、町の被害
は最小限だと感じていた。
一番混乱したのはガソリンが手に入らないこと
だ。地震の次の日にはガソリンスタンドに行列が
できた。1週間ほどは来ないだろうと思ったが、
大部分が仙台から流通しており、ルートが新潟に
切り替わるまで不足した。山形県は新潟県まで2
時間ほどなので、ガソリンを買いに行く人もいた。
自家用車は偶然、地震の2日前に給油したばかり
だったのであまり困らなかったが、職員は数人で
乗り合わせて出勤しでガソリンの延命を図った。
3月末からガソリン不足でごみ収集車が走れず、
可燃ごみの回収だけになった。通常に戻ったのは
4月初旬だ。
それまで物がどこから来ているか意識したことは

避難者交流　パステル音楽隊

63　山形県



山
形
県

行
政

雪が降っていて外で子どもを遊ばせることができ
ず、「子どもがうるさいって怒られた」と泣きな
がら相談に来るお母さんもいた。近くの小学校の
体育館を開放してもらい、遊びのボランティアを
頼んだ。
避難者は着の身着のまま避難して来るのかと思っ
たが、そんなことはなく、必要最小限の身の回り
のものを持参された方が多かった。ライフライン
が止まっているので、しばらく避難しようと思っ
て来た人もいた。避難して来た人の状況に合わせ
て、対応できたと思うが、すべて希望を受け入れ
られた訳ではない。5月の連休明けに避難者が旅
館などに移動し、避難所は閉鎖した。

ボランティアのコーディネート
住民から「何かされっこどないか？（何かできる
ことはないか？）」とボランティアの問い合わせ
がきたが、最初は受入体制が整わず要望に応える
ことができなかった。
社会福祉協議会のボランティアセンターに集約
し、そこからボランティアを派遣することにした
が、最初はコーディネートが上手く機能しなかっ
た。だんだんと体制が整い、町県内の人がボラン
ティアで来るようになった。高校が休みだったの
で、高校生も来た。職員自身が何をしたら良いか
分からない時に、ボランティアに説明し指示をす
ることは難しく、振り分けが大変だった。ボラン
ティアには物品の仕分けや除雪をお願いしたが、
プライバシーに関わる仕事はボランティアには頼
めない。どの辺りまでボランティアに頼んでよい
のか分からなかった。避難所の運営が軌道に乗っ
てからは、避難所の職員2名体制を1名体制にし
ようという案はあったが、被災していないので職
員だけでも十分に人手がありボランティアに全て
をまかせようという発想はなかった。

県外からの避難者の受け入れ
3月12日（土）に福島第一原子力発電所1号機で
水素爆発が起きた時は、高畠町も避難区域に入る
かと思った。災害対策本部の職員にもしも全町避
難になったらどうするかと話しても、そんなこと
にはならないという様子で全然考えていなかっ
た。かなり情報が錯綜していたので、役所として
は全く動けなかった。
個人で「六ヶ所村ラプソディー」の自主上映会に
協力したことがある。六ヶ所村の再処理工場の仕
組みを知らなければ、一般の方にドキュメンタ
リー映画は分かってもらえない。その時に自分も
原子力発電について勉強したので原発の恐ろしさ
は分かっているつもりだったが、今回の原発事故
で原子力発電所が高畠町からそう離れていないと
ころにあるのだと知った。
避難所は3月13日に閉鎖し、14日には片づけを
する予定だった。ところが、月曜日の朝、役所が
始まる前から郡山や南相馬から避難者が押し寄せ
た。高畠町の被害は少なく通常業務に戻る予定で、
職員はすっかり日常に戻ったと思っていた。すぐ
に避難所を再開したが、対応に追われ混乱した。
防災計画の中では、町民が被災した場合の避難所
として捉えていたから、他市町村から受け入れる
ことはまったく想定していなかった。これが混乱
やとまどいの原因だったと思う。
公民館のロビーに机を並べ、武道館に畳を敷いて
寝る場所を準備した。避難所は1か所では足りな
くなり、4か所設置した。その日のうちに温かい
ご飯を提供できたことはよかったと思う。
住民に食料の提供を呼びかけると米がたくさん集
まった。越冬野菜や食品加工業者から食材の提供
があり、田舎のほうが災害には強いと感じた。
会社でまとまって避難してきたグループがあった
ので、避難所の立ち上げはとてもスムーズだった。
混乱の中にありながら、会社の中のリーダーが
リーダーシップをとって、そこに一般の方が一緒
になり、炊き出しも「自分たちでできることは自
分たちでやります」とおんぶに抱っこではなかっ
た。しかし、別の避難所では不安を抱える人が多
い中で、「自立して運営してください」と急にお
願いされても難しいだろうと感じたので、給食の
調理師に炊き出しに協力してもらい、「本職の人
がくっから、給食のおばちゃんの指示通り野菜
切ってもらえばいいよ」と言って、だんだんと運
営を手伝ってもらえるようにした。最初は地元の
ボランティアを頼んだが、次第に自分たちで運営
を始め、支援は食材の調達だけになった。こちら
も少しずつ自立してもらえるように、後片付けの
時に「だんだん皆さんでやるようにしてください
ね」とお願いした。 避難者交流　子どもと一緒にランチ

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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ざまな違いがあると思う。もしも休日だったら行
政職員はすぐには対応できなかっただろう。日頃か
らさまざまな想定をしなければならないと感じた。
また、避難者にはさまざまな事情がある。障がい
を抱えている方、子どもを心配する母親たち。そ
うした方を連れている避難者がワンフロアの避難
所で過ごすことは、どれだけ大変だろう。自分が
もしも避難者の立場だったら、きっとものすごく
不安だろうなと思った。個別に対応できる場所も
なく、施設も設備がなく、何とかしてあげたいが
どうすることもできなかった。せめて食べる物だ
けは温かいものを提供したいと思った。ある時、
避難所で小学生が「ごはんおいしい！」と言って
おかわりをし、母親が「家では好き嫌いが多くて、
おかわりなんてしたことないのに！」と驚いてい
た。そうした光景が活動の救いとなり、今でも忘
れられない。「お世話になりました」と挨拶をし
て避難所から帰っていく姿も忘れられない。
山形県では自主避難者を含めて家賃補助をしてい
るが、7月、今後も避難を続けるかどうかの調査
をきっかけに、また少しずつ除染が進んでいるこ
ともあり、帰られる避難者もいる。
最初は県外からの避難者数は約500人だったが、
現在は約300人でほとんどが母子避難だ（2012
年10月5日現在）。子どもの保育園が見つかった
り、環境に慣れてきたりしたことで落ち着き、短
時間のパートをやりたいという問い合わせもあ
る。これから自立して暮らしていこうという時、
雇用は重要な課題だ。避難者はさまざまな事情を
抱え、ニーズは多様化しているので本当に困って
いる方々に支援の手が届いているのか、私たちは
常に問いかけねばならないと感じている。
これまでも避難者に本当に寄り添うことができた
のか疑問を感じる。すべての要望を受け入れるこ
とはできないが、避難所を設置するだけで、果た
して本当に心情的に寄り添うことができたのだろ
うか。他人事をいかに自分事にできるかが大切な
のではないかと感じている。

エネルギーの在り方
大震災を経て、原子力発電がリスクを兼ね備えた
物だと一般の人でも分かったと思う。これまでは、
原発反対というより自然エネルギーを普及させよ
うと言って、原発の存在そのものには触れないよ
うにしていたところがあったが、多くの犠牲を出
して、少しでも早く止めなければならないと感じ
た。あの悲劇からたった1年半しか経っていない
のに、目先の利益だけを考えて原発を動かそうと
していることが悲しい。昨年、私たちは節電をし
て乗り切ることができた。もちろん昨年の取り組
みで節電が定着した部分はある。しかし、喉元過
ぎれば熱さを忘れるということなのか。電気に不
自由するならば原発も仕方がない風潮になってい
る気がする。なぜ制限令をかけないと人々は節電
をできないのか。
東北は福島県が近いのでまだ原発の危険性に対する
意識が高いが、西日本の方は温度差があるように思
う。東日本大震災や原発事故のことをどれだけ覚え
ていてもらえるのだろうと不安になる。高畠町は被
害がほとんどなかったので、風化が心配だ。
火力発電に依存している以上、気候変動という地
球規模の深刻な問題もあるのに、なぜ企業活動が
停滞する、電気が不足しているという側面だけが
強調されるのか。この異常気象に直面しても気づ
かないのか。電気が不足しているから再稼働、地
球温暖化防止のためには原発という発想は疑問を
感じる。地球温暖化防止の以前の問題だと思う。
福島第一原発の事故はどれだけの影響があるのかは
誰も分からず、専門家の意見も分かれている。福島
市内から自主的に母子避難してきている方がいる
が、子どものことを考えたらリスクは回避した方が
良いと思う。核と人類は共生できない。原発のある
地域には原発がなくても自立し生活が成り立つよう
に別の産業を興すなど雇用対策が必要だ。
もっと私たちにできることはあるはずだ。私たち
は今の暮らしの中で、便利・快適を求めすぎては
いないか、本当に必要なエネルギーとはどの程度
なのかを考え直さねばならないと思う。

寄り添うことができたのか
高畠町はこれまで地震などの自然災害が少ない地
域だったので、こうした震災を誰も経験したこと
がなかった。役所では災害発生緊急時の割り当て
はあるが、今回の緊急時には機能しなかった。職
員が自分のできること、やるべきことを自ら判断
して動く必要があると感じた。そうしないと現場
で判断をするのに時間がかかってしまう。住民を
守るために、行政職員は能力を高めねばならない。
災害の起きる曜日、時間帯、季節によってもさま

避難者交流　地元ケーブルテレビ収録
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「山形大学人文学部震災復興支援
学生プロジェクト」結成
石巻市出身の学生がいたので、連絡がつくまで何
日間か研究室で待機させた。交通はマヒしている
ので行くことはできないし、学生は心配だっただ
ろうが慌てて動いても何もできない。研究室の電
話で石巻市の家族に電話をかけ続けた。4～5日
たってようやく連絡がつき、地震から1週間後、
学生は地元に帰省した。その学生は家族や自宅が
心配で落ち着いていられなかっただろう。そうし
た学生の様子を見て、他の学生たちが何かしなけ
ればならないと思うようになっていた。
10日間ほど研究室で5～6人の学生と一緒に過ご
した。幸い研究室にはカップラーメンやお米、炊
飯器、カセットコンロなどがある。一人暮らしの
学生には夜はなるべくグループになって友達と過
ごすよう指示を出した。
3月末、大学の人文学部の副学部長から震災復興
支援をしなければならないねと相談があった。そ
こで関係ある先生方4～5人と代表の学生2～3
人が今後どうするかについて話し合った。その日
のうちに「山形大学人文学部震災復興支援学生プ
ロジェクト」を結成した。次の日、山形市の総合
スポーツセンターには被災地の避難者が大勢いた
ので情報収集に行った。ある程度、道路が確保さ

3月11日　14時46分
次の日の水力発電の研修会の準備を終えて、西川
町から車で移動しており、県職員と学生2名が同
乗していた。西川町役場の近くで、突然地震が起
きた。車に乗っていても大きい揺れだと分かり、
すぐに停車するよう指示をした。1978年、仙台
で学生生活を送っていて、宮城県沖地震を経験し
た。かなり大きい揺れだったので、その地震を思
い出した。すぐにまた宮城県沖地震が来たのだと
直感した。電柱も看板もぐらぐら揺れていて、落
ちてきそうで危ない。揺れている時間がかなり長
かったので、被害は大きいだろうと感じた。車に
は宮城県出身の学生が乗っていたので、「宮城県
沖地震だからご家族に連絡しなさい」と指示した。
その時は電話がつながっていたようだが、すぐに
停電で電話はつながらなくなった。車のガソリン
がなくなってしまったので、その地点から一番近
い県職員のお宅にお邪魔した。
その後、車を乗り換えて大学の研究室まで県職員
に送ってもらった。信号機が消えて、道路は渋滞
していた。県の職員も総合支庁に戻っていった。
研究室はほとんど被害がなく、無事だった。家族
や家を確認するようにと言って学生を帰宅させ、
私は車で宿舎に戻り、姉の安否を確認した。山形
は大きな被害がなかったと思う。
夕方、テレビで津波の被害を知った。映像を初め
て見た時は実感がなく、信じられなかった。映画
を見ているよう、もしくはスマトラ沖地震のよう
に遠い国の出来事だと思った。まさか日本で起き
ていることだとは信じられない。すぐには受け入
れることができなかった。その日の夜は姉の家で
過ごした。停電していたので懐中電灯と手動でつ
くストーブを使った。ガスは回復して使えた。2
日目には電気も通り、普段通りの生活ができるよ
うになった。

私たちは挑戦していかなければならない
村松 真 東北創生研究所

山形大学准教授・東北創生研究所コーディネーター。専門は地域計画論、農業経済学、資源環境経済学、地域づくり、

まちづくりである。震災後、山形大学の学生たちとともに「山形大学人文学部震災復興支援学生プロジェクト」を立ち

上げ、だんだんと移り変わるニーズや課題の中、宮城県東松島市と石巻市で復興支援活動を行なった。

大学
上山市 取材日  2012.10.05

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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情報収集から被災地・避難所訪問、炊き出し、被
災地家屋の復旧作業、物資提供支援、仮設住宅へ
の物資配布、自転車・バイクの収集と提供、お茶
のみクラブ、悪臭対策、放射線調査、除菌水精製
装置取り付け、公園での音楽クラブ、ミーティン
グ、復興状況報告会などさまざまな形で移り変
わっている。企業を巻き込むことで多岐に渡る活
動を行なうことができた。お茶のみクラブには山
形のお菓子を持って行ったが、当然資金が必要な
ので、連携している企業が出資してくれた。活動
を見て復興支援に役立ててほしいと寄付をしてく
ださるところもあった。山形大学、学生と民間企
業が協働して行なった「山形大学人文学部震災復
興支援学生プロジェクト」の活動で、被災地へ総
額1,800万円の寄付をした。 
1家庭でもいいかから、個々のレベルで支援をし
なければならないと思っている。ある程度、個人
の生活に見通しが立たなければ、地域づくりを進
めることはできない。

学生と企業の協働のモデル
この支援活動を通して学者の事情や公務員の事
情、民間が手助けしたいのにできない状況などさ
まざまな構図が見えてきた。学者は組織的、体系
的に活動をすべきなどと言うが、最初からそうし
た体制は作れない。マンパワーが充分になった上
で、次第にできてくるものだからだ。最初から組
織的にはできないし、皆がそれぞれゆかりのある
ところへ支援に入るしかない。誰も経験したこと
がないので、最初は支援のばらつきがでるは仕方
のないことだ。ある程度片づいて落ち着いたとこ
ろで見えてくるものがある。
これまで述べ426人の学生がこのプロジェクト
に参加している。大学なので教育の一環でもある
のだが、学生たちは多くのことを学んだと思う。
個人で民間企業が被災地に入ると地元の人に怪し
いと思われてしまうことがあるが、このプロジェ
クトの支援企業になることで民間企業の社会貢献
も私たちのボランティアも力を合わせて一緒にや
ることができる。現地情報を分かっている地元の
学生や卒業生もメンバーになった。学生は労力が
あるが資金がない、民間企業は労力も資金もある
が地元とのつながりがない。これをマッチングさ
せた。「山形大学人文学部震災復興支援学生プロ
ジェクト」は、学生と民間企業の協働モデルにな
ると思っている。

震災を振り返って
一極集中の社会の弊害は今回の震災で良く分かっ
た。物資は仙台にすべて集まってから山形に来て

れ、情報が入ってきてからでなければ動き出せな
い。泊まることも想定していたが泊まる場所がな
いことは分かっていたので、車に寝泊まりしよう
と考えていた。被災地では何もない。学生たちの
安全確保は最優先だ。ボランティアに行く時は、
本気で行かなければならない。行ってから「何を
すればいいの？」というボランティアは地元の方
を困らせるだけだ。「ボランティアのボランティ
アはいないぞ」と学生に言い聞かせた。被災地で
はマンパワーが必要だと考えたので、自分たちが
移動できる手段と食料を用意した。また、瓦礫撤
去などの作業が想定されたので、雨具、長靴、軍
手、帽子などを準備した。

初めて被災地を訪れて
山形大学人文学部は蔵王の青年部と連携協定を結
んでいる。4月3日、蔵王の青年部と一緒に初め
て被災地を訪れた。総勢21名。場所は石巻市の
渡波地区だ。皆ショックを受け、言葉が出ない。
どう表現して良いのか分からなかった。車が1台
通れるほどの道が確保され、その両サイドには瓦
礫が積み上げられている状態だった。渡波駅にも
人が泊まっていて、近くにトイレがあったがとて
も使用できる状態ではなかった。
状況の把握とできることを手伝おうと思った。情
報を得るために時間を見つけて写真を撮影した。
地震からはかなり経過していたので食料に困って
いるだろうと思い、炊き出しを行なった。また、
瓦礫撤去の支援では私たちは人力なので床上浸水
したくらいの家しか支援に入れないだろうと判断
した。片づけを始めている住民がいたので、何グ
ループかに分かれて「何か手伝うことがある方は
申し出てください！」と呼びかけながら道路を歩
いた。ピアノやタンスを運び出したり、畳をはい
だりする仕事が尽きることがないほどあった。
被災地に入ったら「今回の震災を受けてどうだっ
たか」と被災者に質問しないことを徹底した。学
生も企業も被災者の方々と交流したかったようだ
が、被災された方は肉親を亡くしているなどさま
ざまな事情を抱えている。一緒に作業をする中で
おのずと話してくれるようになる。後で学生たち
に聞いてみると、苦しいことも大変だったことも
すべて話してくれたという。一緒に作業をするだ
けで、質問なんかする必要はないのだ。アンケー
トや調査などの研究は後からでもできる。黙って
震災復興を手伝うことが先決だと思った。

ニーズの移り変わりと課題
最初は炊き出しや瓦礫撤去だったニーズはだんだ
んと移り変わってきている。作業の記録を見ると
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率的だろう。私たちは挑戦していかなければなら
ないと思う。
今回の震災は、自然を無視してはならないと伝え
ているのだと思う。現代人は忙しすぎる。人間は
何に生かされているのか。いくら高層ビルが立ち
並んでも、周りにいろいろな自然があることで食
べ物や水、気候が保たれている。そうして生きて
いることを私たちは忘れてはいけない。自然を意
識して人間の営みをすべきなのだとメッセージが
込められている気がする。私たち学者がどんなに
分厚い資料をまとめて残したとしても、後世には
伝わらないだろう。どんどん風化して忘れ去られ
てしまうかもしれないが、津波がここまで来たと
いう痕跡を残すことはできる。現地に災害の痕跡
を表す石碑を立てたり、モチーフを設定したり簡
単に伝承する方法が必要だと思う。古いものに新
しい何かを加えて、現代の伝承として後世に伝え
る術を模索しなければならない。

いて、仙台がストップしてしまうと経由している
県の流通がすべて止まってしまう。一極集中は良
い側面もあるが、その周辺を衰えさせる。この機
会に自立分散型の社会を作らなければならないと
思う。自立分散型であるためには地域社会システ
ム、地域経済システムや地域エネルギーがセット
でなければならない。極端な自立分散型は自給自
足の社会だ。それは現代ではできないので、ある
程度自立分散型ができていて、比較優位の原理で
地域間が輸出輸入しながら経済全体が発展するよ
うな現代型の仕組みができればいいと思う。エネ
ルギーは薪、石炭、石油、原子力と変遷してきた。
まずはエネルギー革命を起こさなければならな
い。
多雪地帯では水が安定的に供給できるので、現在、
小規模の水力発電を進めている。水の状況を注意
して見ることにより、周りの環境が分かる。水は
第一次産業には欠かせないし、水の動きを注意し
て見ながら、エネルギーを取ることができれば効

撮影：2012.3.12　山形避難者支援団体意見交換会
（NPO法人山形の公益活動を応援する会・アミル提供）

撮影：2011.7.24　南相馬市原町二中避難所
第2回ありがとう祭りin火の祭り「願と絆」（つながろう南相馬！提供）

支援者の集い（NPO法人山形の公益活動を応援する会・アミル提供）

宮城県山元町　仮設住宅団地の駐車場（ソーラーワールド株式会社提供）

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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お母さんたちの雇用創出 
プロジェクトのその後 

「母さんのお弁当」プロジェクトは、2011年6月
から3月末までザ・ピープルが助成金を利用して
運営し、2012年4月以降の自立を目指していた。
しかし、自営での継続は難しかった。昨年6月時
点では、私たちが認識する地域の最重要課題とし
て、津波被災者の雇用問題を掲げていた。だが、
現在ではその認識を改めている。いわきが抱えて
いる地域の課題は、被災者のための雇用の不足だ
けではない。28,000人が双葉郡からいわきに避
難していることで、コミュニティ内には様々な問
題が生まれつつある。また、一次産業は大きな打
撃を受けているし、外からどう人を呼び込むかと
いう点も悩ましい問題だ。
自分たちが関わっていかなければならない課題
は、あの時点（2011年6月）から比べて明確になっ
た。そしておさえるべきポイントが最初の頃とは
違ってきていることも分かった。お弁当屋さんの
維持のために自分たちの体力を注入するのではな
く、本来私たちがやらなければならない事業にシ
フトしていくことを決め、助成期間が終わった時
点でこのプロジェクトを終了することにした。
 

ボランティアセンターの課題 
課題として取り組んでいるのが「コミュニティ」
の部分だ。小名浜のショッピングモール「リスポ」
の一角に「小名浜地区交流サロン」を開設した。
誰でも、どんな人でも来てOK。本を読んだり、
お子さんを遊ばせたり、手芸教室に参加したり、
お茶を飲んだり、誰でもが買い物ついでに気軽に
集まれる、そんな場所を目指している。気軽に集
まって一息つける機会が、誰にでもオープンに設
けられていることが大事だと考えている。いわき
市内の現状として、仮設住宅より借り上げ住宅に
入居されている被災者・避難者の方が多いので、
こうした方たちの行く場所、集まれる場所として
このサロンの設置・運営を行なっている。

また、地区の社会福祉協議会、包括支援センター
と協力し合いながら、毎月小名浜地区で1回、泉
地区で1回、いわき市民の被災者、特に見なし仮
設入居者に対してサロンを開いている。ちょっと
した音楽や、マッサージなどを楽しみながらコ
ミュニケーションの場づくりを行なっている。更
に、県保健福祉部相双地区担当いわき駐在の保健
師さんたちが、双葉8町村からの避難者にとって
交流の場を設けることが難しいという悩みを持っ
ていることが分かったので、今後は町ごとに呼び
かけて、「小名浜地区交流サロン」を使って町の
交流会の日を設けようと話が進んでいる。
いわきではいまだに仮設住宅が建設中だ。加須市
に避難している双葉町民の50％が仮の町をいわ
きに持ちたいと思っているとの調査結果が発表さ
れていたが、会津や県外に避難した人たちもいわ
きに戻りたい、いわきまでは行きたいという思い
があると聞いている。受け入れのための住宅は足
りず、用地さえあれば仮設住宅をもっと建設した
い意向を持っているという。迎え入れている側と
しては、去年の事故直後の時期とは違った受け止
め方を示す人も現われてきている。そこに難しさ
があると思う。今回の震災以降の経過の中で、色々
な立場の違い、思いの違いがコミュニティの中に
表面化してきている。支援の立場にいる私たちも、
相手によって顔色を伺い、相手の立場によって話
す内容が違って来ざるを得ない。これが現実だ。

福島のこれからの
10 年、20 年、30 年後に向けた動きを。
吉田 恵美子 いわき市小名浜地区復興支援ボランティアセンター

いわき市社会福祉協議会、特定非営利活動法人ザ・ピープル、いわき地域活性プロジェクト MUSUBUが参加団体とな

り、小名浜地区内の災害被災者に対する生活復興支援を行なっている。 小名浜のショッピングモール「リスポ」に「小

名浜地区交流サロン」を開設し、イベントや各種教室、民生委員の方によるよろず相談なども開催している。

任意団体
いわき市 取材日  2012.06.26

3.11あの時
P74 Report. 35の続きです
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サロンを運営しているスタッフは若い人たちが中
心のため、基本的に重い悩み相談は受けず、民生
委員の方に入っていただき対応してもらってい
る。NPOが単独でできることには限界があるが、
様々な主体と連携することによって、できること
は大きく広がっていくと考えている。NPOとし
ての独自性に固執することより、困っている人達
にとって「助けて下さい」と言いやすかったり、
私たちが他のもっと力になる人たちと手をつなぎ
やすかったり、そういう立ち位置でありたいと
願っている。
 

いわきオーガニックコットン 
プロジェクトのその後 
15箇所、15反ぐらいのところで栽培しているの
だが、なかなか生育が進まず雑草との戦いに明け
暮れている。コットンプロジェクトは一次産業の
再生も念頭にあるのだが、有機農法でのコットン
栽培は雑草を抜くのも収穫もすべて手作業のた
め、たくさんの人手が必要となる。その部分に孤
独感を深めている避難者の方、地域の方、首都圏
からのボランティア、いろいろな立場の方たちが
手を差し伸べることによって交流が生まれて、コ
ミュニティの再生につながっていくような、農業
だけではなく人々の心にも何か動きを生み出すよ
うなプロジェクトにしたいと思っている。
ボランティアは首都圏から毎週50人ぐらい来て
いる。栽培地によっては仮設の方々や地域の方々
にも参加いただいている。今年は試験栽培の年。
まずは順調に生育してくれることを願っている。
収穫の時期は11月。最初に収穫した綿花からは、
いわきのオーガニックコットン100％で何かシン
ボリックなものを作りたいと計画中だ。
農家の方たちは、自分たちは酷いダメージを与え
られた上に孤立無援だと感じている。コットンプ
ロジェクトは、その思いが少しでも和らげばいい
という思いで始めた。巨万の富が築けるとも思っ
ていないし、いわきオリジナルのオーガニック
コットンブランドを立ち上げると明言している
が、ビジネスとして成立するかなどまだ見通しが
立っていない。でも、今まで農業に関係のなかっ
た本会のような団体でも、こういう取り組みがあ
るから一緒にやりましょうと提案して動き出すこ
とが農家の方の目に留まり、孤立しているわけで
はないのだと感じてもらえたら、それだけでもい
いと思っている。
市内の中山間地にある遠野町には、首都圏からの
援農ボランティアが度々訪れている。農作業のお
礼にと、農家の方が毎回毎回震災後の体験を語り、
地域の方々がお昼ご飯を作ってごちそうする。そ
れを楽しみにまた首都圏からボランティアに来て

くれるリピーターも多い。こうした形を市内各所
で作り出せたらと思う。
 

これから 
福島の「今後」はここ3年の話ではなく、10年、
20年、30年先のことを指す。単独のNPOで被
災者に向き合う事業を継続していくには限界があ
ると思う。つい先日、いわき市内で被災者支援に
関わっているNPOや社協、いろいろな主体が集
まって「3.11被災者を支えるいわき連絡協議会」
を立ち上げた。大きな組織を作って被災者と長期
的に向き合う仕組みをきちんと作っていくこと
が、いわきの今後を考える時に必要だろうと思っ
ている。これから長期戦をするためにはきちんと
した核が必要だ。いわきでのこの体験を外から人
を招いて学んでもらう、スタディツアーの受け入
れを有料でできるような形も考えていきたいと
思っている。
直近の「これから」で言えば、私たちの将来は水
俣にひとつの答えがあると思っていて、水俣に学
ばせていただいている。コミュニティの中にチッ
ソの関係者、患者、行政、いろいろな立場の人が
いた。あの町の中で何もしゃべれない時間が40
年あった。これではだめだともやい直しが始まっ
て、今では環境に特化した町として再興を果たし
ている。あの流れを理想とし、私たちはもっと時
間を短縮して追いかけていきたい。
この夏には福島のことを思って水俣から発した
メッセージを集めた展示会や、水俣病の資料館で
語り部をされている当事者の方に来ていただき「語
る」ということを伝えてもらう企画を行ないなが
ら、10年、20年、30年後に向けた動きを作ってい
こうとしている。その世代を担う人を育てなけれ
ばならない。熊本のNPOと連携して夏休みに中高
生をいわきから水俣へ派遣し、水俣の事を学び保
養もして帰ってきてもらう企画も進めている。

撮影：2012.11.4　いわき市遠野町為朝集落オーガニックコットン栽培地　
収穫祭の様子
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3月11日　14時46分
車で湯本駅近くのコンビニに寄ろうかと思った時
に、大きな揺れが来た。はじめは車がパンクした
のか、あるいは道路のせいかと思った。コンビニ
ではみんなが外に出ていた。車から降りようとし
たが揺れのせいで降りられなかった。用事があっ
たのである程度落ち着いてから予定通り目的地に
向かった。揺れが強いという実感はあったが、こ
れほどまでの被害になるとは予想もしておらず、
訪問先で「揺れが凄かったね」とスタッフの方と
話していた。
家に帰ると本棚はすべて倒れていて、これまでに
ない規模の地震だなと思った。停電にはならな
かったのでラジオやテレビで被害の凄さを知っ
た。比較的海岸に近い四倉に嫁いでいた娘から、
家が床上浸水になり、こたつの上のものがかろう
じて流されないくらいまで水がきたのだと聞い
た。子どもも生まれたばかりで、大変な思いで避
難をしたようだ。いわきではこれまで津波が来て
も数十cm程度で、それ以上の津波が来ることは
想像もしていなかった。
4月になってから、所属しているいわき地域環境
科学会のスタッフと現地を見に行った。橋脚と陸
地の段差、地盤沈下、車が家に突っ込んでいる様
子を目の当たりにした。一気に衝撃を受けたとい
うより、被災の現場を見るにつれじわじわと事態
の深刻さを実感していった。
被災の状況を確認して、記録にも残そうと仲間た
ちと話し合った。環境科学会では海岸で子どもた
ちに環境学習を行なっており、永崎海岸でごみの
調査などを行なってきた。今後も継続できるのか
という不安もあり海岸を調査して回った。いわき
の場合、津波の高さが海岸林を超えるほどではな
かった。そのため背後地の家が助かった。また、
横川という川が防波堤のように受け皿となって被
害を少なくしたこと、一方では防波堤が機能しな
かったことなど、調査の中でいろいろなことが
解ってきた。防波堤やテトラポットは景観上問題
が多いと思っていたが、これらが津波の抑制効果

に役立ったようだ。
 

福島第一原発事故 
まさかそんな大きな事故が起こり、自分の身に降
りかかるとは思ってもいなかった。まわりでは避
難している人がたくさんいると聞いたが、原発か
らの距離を考えるとそんなに急に避難をしなくて
もよいのではと思い、普通に生活していた。遠方
の親戚から「いつでもいいから避難して来たら」
と言われたが、「大丈夫、心配しなくていいよ」
といわきに居た。郡山に義兄がいたので、避難が
てら3月14日から2泊した。後で知ったのだが、
その頃はむしろ郡山の方が線量は高かったとい
う。こうした情報がもっと早く伝えられていれば
よかったと思う。
いわきに戻った夜、まだガソリンが残っていたの
で町へ出てみると、ゴーストタウンのようになっ
ていた。原発の怖さは目に見えないだけに、それ
ぞれの思いで避難したのだろう。隣近所でも住民
は1/3～1/4ほどしか残っていなかった。GW頃
になるとようやく人が戻り始めた。放射能は目に
見えない分、自分の判断に任される。親の立場か
らすると、赤ちゃんを守るために少しでも線量を
減らしたいと思うのが親心だろう。
半年ほどが経過し、いわきの線量がある程度低い

子どもたちに海で遊んで欲しい。
橋本 孝一 いわき地域環境科学会

環境問題に関心を持つ人々の情報交換等を通して会員相互の学識の向上、環境の質の向上への寄与を目的として設立。

大震災後は、津波被害の軽減効果があった海岸林の調査や海岸域の放射線量調査を行ない、海岸環境の安全性を確認す

る活動を進め、災害に強いまちづくりを目指し、海岸での環境学習やレクリエーション復活のための事業を開始した。

任意団体
いわき市 取材日  2012.08.02
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ことが分かると、仮設へ移る方も増え、車が多く
なり商店街の人通りも多くなってきた。一方で地
場の産業、一次産業である漁業や農業をこれまで
通り営むことができなくなり、漁師や農家の方た
ちは私たち以上に戸惑ったと思う。

海岸の放射能測定活動のきっかけ 
これまで、私が所属している「いわき地域環境
科学会」では、子どもたちを海や川へ連れて行き、
観察会などを行なってきた。ところが放射性物
質が海に流されたという報道があった。海岸が
汚染されているかもしれない中で果たして安全
に遊べるのか、いつになったら海岸で元気に遊
べるのか。それを確認するためいわきの海岸の
北から南までを調査して回った。放射線に関し
ては素人なので、最初は福島高専にあった線量
計を借りて調査をした。
計測にあたっては専門家のお話を聞き、勉強会を
行なって、地表面下60cmから70cm位の深さま
でを10cm刻みで計測することにした。その結果、
陸地に近い方は表面の線量が少し高めで、下層部
はそれほど高くない。海岸寄りの地域では、上層
部は低いが下層部は少し高い。波が来ず植物が繁
茂しているところは線量が低い、といった傾向を
示した。陸上の粘土質の土と海岸の環境では違う
ことが分かったので、測定場所を工夫した。福島
高専の先生方にも基礎的なデータの採取に協力を
いただいた。現場ではシーベルト単位で計測する
だけであるのに対し、採取した砂から放射能濃度

（ベクレル単位）まで計測して信頼性のあるデー
タはある程度得られるようになった。 
しかしながら団体内では値が持っている意味や、 
数値をそのまま発表することに戸惑いがあった。
会の信用問題にも関わる。いろいろな専門家の意
見を聞く中で、「それは貴重なデータだからぜひ
発表したほうが良い」との後押しもあり、団体内
でよく検討した結果、昨年の12月1日に記者発
表をした。新聞報道もあり、市民の方々からの問
い合わせもあった。その発表を見たのか、12月
中旬になっていわき市観光物産課から、海水浴が
できるかどうか調査をしてほしいと依頼が来た。
いわき地域環境科学会のメンバーが中心になって
立ち上げたNPO法人いわき環境研究室が受け皿
となり、今年の1月から3月まで毎月、15海岸の
調査を行なった。結果はいわき市のホームページ
に掲載されている。
この地域で今の時期に調査しておくことは、世界
的にも貴重なデータになるであろうという自負も
ある。後々になって再調査に利用できるよう、採
取した砂はタッパーに入れて保管している。解釈
はどうあれ、できるだけ正確なデータを残してい

くことが団体の大きな使命の一つだと思ってい
る。また、人によって安全だととらえる基準は違
うが、なるべく早い時期に子どもたちに海で遊ん
で欲しいと思っているので、数値を公表すること
で判断するための材料を提供したいと考えてい
る。
国の方針である追加被曝線量年間1ミリシーベル
トを基準とした時の 、12時間屋外にいた場合の
被曝線量である0.23マイクロシーベルト 。これ
が1つの値と思っている。 海岸調査の結果、0.23
より高いか低いかで色分けを行なったところ、ほ
とんどが0.23以下であった。少しオーバーして
いる場所は陸地寄りにある。市ではこのデータと、
津波が来た時の避難場所が確保されているかなど
を総合的に判断し、勿来海岸の海開きを決定した
ようだ。
 

正しく怖がる必要性 
海岸自体は津波による被害はあるものの、元通り
になれば活動ができると思っている。ただ海岸線
が大分後退しているので、子どもたちを遊ばせる
場は減っている。放射線に対して基礎的な知識を
持って正しく怖がることは必要だが、必要以上に
怖がらなければ海岸は安全だと思っている。
もうひとつの課題は、海岸林の活用だ。震災前か
ら林間学校の復活を考えていた。津波に対する抑
制効果もあり、海岸林は保全していかなければい
けないものと思っている。普段から人手が入り利
用していないと林は荒れてしまう。津波の後、海
岸林の背後地では、松林に不法投棄されていたゴ
ミが津波で流れてきて、家が壊されたという話を
聞いた。松林の維持管理が十分に行き届いていな
なかったのだろう。海岸林の放射線は値が高めで、
このままでは子どもたちを遊ばせることができな
い。現在は、子どもたちが海岸で屋外活動をし、
維持管理にも参加できるような、なるべく線量の

再調査に利用できるよう保管している砂
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いよう、町づくりの在り方、環境に対する向き合
い方も考えていかなければならない。
これまでエネルギーの問題を切実には考えていな
かったように思う。行政に任せっぱなしにしてし
まうと他人事になり、受け身になる。今は自分た
ちのエネルギーは自分たちで作る、自分たちの環
境は自分たちで守るというスタンスに立てる状況
にあると思う。忘れてはいけないというかけ声だ
けではなく、現実的な手段を手に入れて展開して
いく、その一つの有力な手段が自然エネルギーで
はないだろうか。身の丈に合ったエネルギーの利
用を広めることで、今回の大震災・原発事故の教
訓の風化も防げるだろう。それは今後のまちづく
りの在り方、国民生活の在り方にまでつながって
いくのではないだろうか。

福島第一原発事故 
【清水さん】丸森でラジオを聞いて知った。うま
く想像できなかった。福島なのでもう少し遠いだ
ろうと思っていたが、後になって調べてみたら意
外と近かった。逆に女川のことが報道されず、福

低い遊べる場所をリストアップしている。松林の
活用に向けて整備に取り組むことが今後我々が行
なうべき活動であると考えている。
  

振り返って 
いわき地域環境科学会には自然エネルギーワーキ
ンググループがある。津波被害はある程度物理的
に対応できるが、原発の場合は目に見えない。ホッ
トスポットがいたる所にある。私個人の考えとし
ては、原発に依存しないような社会にしていかな
いといけないと思う。あるセミナーで話されてい
た「地産地消のエネルギー」は大きく賛同できる
考えだ。この事故をひとつの契機にして、自分た
ちでエネルギーを作り出す、そのことを通じてエ
ネルギーの在り方や、いかに無駄遣いをしていた
かを反省することができる。大震災を風化させな

3月11日　14時46分 
【清水さん（写真右）】宮城県の丸森町に住んでい
る。震災当日は選挙の事務を手伝っていて、選挙
事務所の中で震災に遭った。そんなにびっくりは
しなかったが、時間が長かったのでただ事ではな
いなと思った。すぐに停電になったため、車を持っ
てきてカーラジオをつけた。「仙台湾で津波の高
さ10m」という放送を聞いたが想像できず、信
じられなかった。

【阿部さん（写真左）】私は東京で仕事をしていた。
東京でも揺れは凄かったし時間も長かった。すぐ
に仕事場近くの主婦たちが外へ飛び出してきた。
ツイッターで仙台駅のホームの標識が落ちている
画像を見て目を疑った。テレビで仙台空港に津波
が押し寄せる映像や、逃げる車を追う津波の映像
を見てとんでもないことが起こったのだと感じ
た。

放射能に対する緊張感が薄れていくことも危険。
清水 義広　阿部 浩美 NPO 法人市民放射能測定所

CRMS市民放射能測定所は、放射能防護のための活動をするNPO法人。食品の放射能測定と、ホールボディカウンター

による体内残留放射能測定を中心に、福島市で市民の手による自発的な活動をしている。市民からの測定依頼を受け付

けるとともに、広く情報を共有するために測定したデータはWeb-site等で公開している。

NPO
福島市 取材日  2012.08.02

73　福島県



福
島
県

任
意
団
体
／
N
P
O

かった。

【阿部さん】行政や農協の場合20ベクレルより下
回ったら不検出となるが、それよりも下の数値を
求められることもある。ここではもっと低い数値
も出せるので、たとえば出荷するにあたってネッ
ト通販等で数値を聞かれた時のために測ってほし
いとの依頼もあった。検査にあたっては1kg分が
必要で、これを用意するのが大変なようだ。お米
であれば検査後再利用できるが、切り刻ざんでし
まうとどうしようもない。また、家庭菜園で1kg
はなかなか用意できないこともある。去年はそれ
でも検査したいという緊張感があったが、最近で
はそうでもなくなってきている。

【清水さん】ホールボディカウンターは2011年
10月から開始した。始めた当初は凄い件数だっ
たが、こちらも現在では落ち着いている。
思ったより低い値で安心している。個人的な思い
だが、結構内部被曝しているのではと予想したが、
計測してみて値が低かったことは意外といえば意
外だった。まだわからないことの方が多いので率
直に安心とは言えない。初期被曝しても放射能は
体から出ていく。ヨウ素なども半減期が短いので
消える。今は体の中には入っていないが、事故当
時はわからない。だが、今の段階ではほとんど検
出されないことで、一定の安心はしてもらえると
思う。

【阿部さん】去年の秋は測定できるところが限ら
れていたので福島全域や避難先からも計測に来た
が、行政も同じサービスを始めたこともあり今年
は福島市内からの方が多い。
 

活動に携わるきっかけ 
【清水さん】2011年3月下旬 には空間線量を測
る機械を手に入れ、丸森の有機農業をやっていた

島の報道ばかりだったので女川は大丈夫なのかと
心配していた。

【阿部さん】放射線・放射能に対する知識もなかっ
た。実家は福島市にある。60kmも離れているか
ら大丈夫、程度に思っていた。爆発事故が起こる
まで原発のことは頭になく、津波によってあのよ
うな状況になるということは考えもしなかった。
 

測定所設立のきっかけ 
【阿部さん】2011年5月1日 に子どもたちを放射
能から守る福島ネットワークを組織し、当時の文
科大臣、政府三役へ20ミリシーベルト基準の撤
回を求める活動から始めた。子どもたちを放射能
から守る福島ネットワークのなかには情報共有
班、保養班、放射線を測る測定班など4つの班が
ある。首都圏から福島の状況を見て、現理事長の
丸森あや氏と現理事の岩田渉氏 が測定班にボラ
ンティアで参加してくれた。線量計を持って来て、
福島県内各地の空間放射線量を計測して歩いた。
その後文科省へ行き、1ミリシーベルトへの基準
見直し交渉を行なったが、その日のうちに結論は
出なかった。だが、5月27日に文科省より「学
校において、当面、年間1ミリシーベルト以下を
目指す」という発表があった。 
翌週の日曜日にチェンバ大町で食品測定のイベン
トが行なわれた。フランスのCRIIRADという
NGOから一番簡単な食品測定器を借り、持ち寄っ
た食品をその場で測ると、ものすごい反響があっ
た。空間を測るのも大事だが、消費者は今ある食
べ物の値を知りたいのだと知り、食品を測る測定
所が必要だと話し合った。こうした経緯で岩田渉
氏、丸森あや氏、子どもたちを放射能から守る福
島ネットワークの測定班が中心となり、2011年
7月 に「市民放射能測定所」が設立された。
 

測定を始めて 
【阿部さん】実家も福島で農家をやっている。イ
ンターネット上の情報では暫定基準値500ベク
レルと掲載されていたが、チェルノブイリの事例
から考えると500を食べていいとは全く思えな
かった。行政でも数値を測っているが、500ベク
レルを超えたものについては出荷自粛を要請した
等の報道はあっても、下回っている食品の具体的
な数値は公表されなかった。検査依頼は、新米と
果物の時期の11月から12月がピークだった。現
在は落ち着いている。

【清水さん】依頼では、自家用に作ったが家族が
食べてくれないので測って欲しいという依頼が多 微量放射能測定装置

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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は自分で決断しなければならない。政府をあてに
せず、自分の身を守るのは自分の判断なのだ。
市民の力で変えていかなければいけないと、デモ
も盛り上がっている。現在は放射能の問題は落ち
着いているが、表面化するのは数年後だ。事故に
なった時、放射能に対する知識があるかないかで
行動は大きく違ってくる。原発付近に住んでいる
人は予め知識を得ておかないと、自分の身は守れ
ない。事故が起きてから勉強しようとしても間に
合わない。初期被曝をいかに避けるかが大事だ。

【阿部さん】これまで漠然とながら国を信用して
いなかったが、今回の震災で確信に変わった。自
分の身は自分で守らなければならないというのは
同感だ。一時東京に出ていたが、震災を機に自分
の地元・故郷を再認識し、福島に戻ってきた。自
分の生まれ育った場所がこういうことになり、地
元への思い入れが再確認できた。都市の繁栄を維
持するために存在している田舎。原発に代表され
るように、受け入れなければならないことはあま
りに割が合わな過ぎるのではないか。一度事故が
起きてしまえば自分の子どもが死ぬまでも帰って
来れなくなる場所になってしまう。その点を、踏
み込んで考えるべきだと思う。

号線より太平洋側の地区は壊滅状態となった。そ
の夜は空き地に避難してきた人たちのために2階
を開放し、何とか用意できたおにぎりを食べても
らって一晩を過ごした。
逃げてきた人たちに聞くと、防災無線は聞こえな
かったという。ここの地域の人たちは過去にも津
波の経験がほとんどなく、来ても50cm程度位の
認識だ。大丈夫だろうと自宅に残っていた方たち
が皆犠牲になってしまった。逃げてきた人たちは
第一波を見ながら逃げてきたという。私の住んで
いる地区でも30人近くが亡くなった。まさに想
像を絶する光景だった。
津波が引いた後、書道教室に兄妹で通う生徒の両
親と祖母が訪ねてきた。祖父が学校まで迎えに

仲間と近所の線量を計測していた。最初の頃は怖
くて福島に入れなかった。6月くらいから子ども
たちを放射能から守る福島ネットワークのイベン
トの手伝いを行なうようになったのがきっかけ
だ。

【阿部さん】2011年8月に京都大学助教の小出裕
章さんの講演会が福島であり、参加した。そこで
再開した同級生が、子どもたちを放射能から守る
福島ネットワークと市民放射能測定所で活動して
いて、彼に誘われたのがきっかけだ。

【清水さん】福島県内に測定所ができてきて、測
定を依頼する人が減ってきている。緊張感が薄れ
ていくことも危険なので、どう啓発していくかが
課題だ。
 

震災を振り返って 
【清水さん】事故当時の政府の原子力問題への対
応について、マスコミも政府から言われたことを
伝えるだけではなく、自分たちの基準で発言して
もよかったと思う。結局、避難するか・しないか

3月11日　14時46分 
別棟の2階で書道教室を開いている。教室の準備
をして生徒を待っている時、地震が来た。初めは
たいしたことはないだろうと思ったが、やがても
の凄い揺れとなり、慌てて外に出て母屋に戻った。
自宅は高台にあり、母屋からは海が見渡せる。3
時30分頃、夫が海の方に真っ白な砂埃を見た。
松の木よりも上まで舞い上がっているのを見てあ
れは何だろうかと首をひねっていた。そのうちに
高台を目指して逃げてきた人の車で隣の空き地は
いっぱいになった。
みんなが海の方を見ていた。直後に津波の第一波
が到達し、その様をただ呆然と見ていた。国道6

環境カウンセラーとして伝え続けた被災地の状況
長澤 利枝 NPO 法人福島環境カウンセラー協会

地球環境の保護・改善に対して、行政、事業者、市民団体及び一般市民などと連携し、環境保全意識の高揚、環境経営の

構築・推進、人材育成等の方策に関する事業を行ない、現在及び将来に係る人類共通の課題である地球環境保全に寄与す

ることを目的に設立された。震災後は避難所を訪問し避難者のメンタルケアを中心に様々な支援活動を行なってきた。

NPO
南相馬市 取材日  2012.09.11

75　福島県



福
島
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ

人々はちりぢりばらばらとなってしまった。それ
で、なかなか連絡も取り合うこともできなかった。
自宅へは5月4日に戻った。近所では一番早かっ
た。大勢の自衛隊や機動隊が遺体捜索のために現
場へ入っていた。放射能の影響で活動は休止して
いたが、避難している間の4月29日から再開さ
れたということだった。
市が借りた民間企業の工場建設予定地に、水が引
かずまだどろどろのままの瓦礫をダンプカーが行
列をなして運んでいく。その様子を見て、どんな
ことが起きてしまったのだろうと恐ろしく思っ
た。
書道教室の生徒の住んでいた家を訪ねたが、跡形
もなかった。生徒自身、生徒の家族も津波と原発
であの日を境に人生が全て変わってしまった。
その後は、背中を押されるように環境カウンセ
ラーとして被災地の状況を伝え続けた。8月から
NPOや環境カウンセラー協会などが、南相馬市
に入り様々な支援を頂くことになった。1年6か
月を経た今、多くのかけがえのないネットワーク
に支えられている。
 

避難先の生徒たち 
どうしてもやらなければならないことが1つあっ
た。書道教室26人の生徒の安否確認だ。子ども
達は各地の避難先に散っていた。いろいろなツテ
をたどって居所を調べた。環境カウンセラーの方
が用意してくれた「幸せの黄色いたけとんぼ」や
手作りのお人形を持って、宮城県丸森町の避難所
へも行った。再会した生徒が「会いたかった」「お
習字がしたい」「戻りたい」と抱きついてきた。
山梨に避難していた女の子は、朝からずっと私を
待ってくれていたという。会うなり抱きついて来
て、手紙を渡してくれた。「将来はお医者さんに
なって、必ず戻ってくる」と今も頑張っているよ
うだ。お正月には年賀状も届いた。
子ども達にとってはつらい環境だと思うが、現実

行ったが2人とも見つからず、あらゆる場所を探
しているという。後日、2人とも津波にさらわれ
てしまったのだと聞いた。
 

福島第一原子力発電所の 
水素爆発から避難まで 
3月12日に福島第一原子力発電所の水素爆発が
起こった。停電でテレビが見られなかったことも
あり、どうやら原発がやられたので逃げた方がい
いと前の家の人から知らされた。猫を2匹飼って
いて、娘は事故で体が不自由なこともあり我が家
はすぐに避難することは難しく、様子を見ること
にした。家は原子力発電所から21km地点にあり、
この地域は屋内退避区域に指定された。行政も避
難を勧めていて、12日の夜から周囲も避難をし
始めた。気づけば近所の老夫婦と、我が家の2軒
だけが残っていた。
3月16日の夜、状況を確認してから避難をしよ
うと、情報を得るために市役所へ向かった。そこ
でテレビに映し出された映像を初めて見て、言葉
を失った。それまではこれほどの大惨事だとは
思っていなかった。夫と2人、しばらくその場か
ら動けなくなっていた。
3月17日に市役所の広報車が回ってきた。7時か
ら中学校で避難についての説明会を行なうとい
う。説明会では18日に最後の避難のためのバス
が出るということだった。行政も何とか市民を避
難させようと必死だったのだと思う。後日聞いた
ところでは、とにかく用意されたバスに乗せられ
て、着いた先で初めてそこが何県の避難先かわか
るような状況だったという。
前述した理由もあり、寝耳に水の話であったため、
夫は怒りを覚えて避難バス搭乗名簿に名前を書い
てこなかった。
19日になり姉とようやく連絡がつき、姉のいる
埼玉への避難を勧められた。避難に必要な放射線
の測定のため市役所へ向かうと、町はゴーストタ
ウンのようになっていた。飼い主を失った犬や猫
がたくさんいた。車で10時間をかけてようやく
埼玉の戸田市へ避難することになった。
 

2011年5月、自宅へ戻ると 
友人のほとんどが20km圏内の避難区域に住んで
いた。津波で家も流され、身内が犠牲になってい
る人も多かった。江井地区では津波で孤立し、高
台のビニールハウスに60人程の人たちが固まっ
て寒い夜を身を寄せながら何も食べずに過ごし、
翌日のおにぎりの配給時に水素爆発の音を聞いた
という。その後、二次避難で市内の学校に行き4
～5日生活したが、さらにその後の避難で地域の

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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培ってきたことを意見として出し、施策の中に活
かされていくようにする責務もある。本当に福島
が再生するかどうかわからない状況の中、新たな
総合計画が福島再生の大きな力になるものであれ
ば、私の役割は果たせると思う。

ひとまず安心したが、南相馬市にある現場と連絡
がつかなかったため、心配になり現場へ向かうこ
とにした。トラックから乗り換えた自家用車のテ
レビでは、3mの津波警報を伝えていた。3mで
あれば堤防は超えないし大丈夫だろうと思ってい
たが、途中で10mの警報に切り替わった。相馬
の堤防は確か7m前後だから、明らかに超えてし
まう高さだ。南相馬へ行くにしても道路の状況が
どうなっているのかわからない、行ったところで
すでに避難しているかもしれない。家族のことも
心配になり南相馬市の現場へ向かうことをやめ自
宅へ戻ることを決めた。
戻ると、妻子と義母が避難せず家にいた。義父は
地区の区長をしていたこともあり消防と一緒に避
難指示を出すため出かけていた。「10mの津波警

3月11日　14時46分 
建設関係の会社を経営している。3月は建設業界
が忙しい時期だ。普段は現場回り、営業が主な仕
事であるが当日は現場に出ていて、トラックを運
転していたため地震だとすぐには分からなかっ
た。周囲の人の話を聞くと5分ぐらい続いたとい
うことだが、1分ぐらいにしか感じなかった。後
ろから追突されたのかなという感覚で、赤信号で
停車してやっと地震だと気づいた。現場が気に
なったが電話がつながらなかったため、付近の現
場を2カ所回り、元請会社の指示に従うようにと
声をかけた。その後、原釜にある自宅へ戻り、大
した被害が無かったことと、家族全員の無事を確
認した。

に向き合って日々生活している姿を見ると、救わ
れる思いだ。
環境カウンセラーとして避難所を回り、避難して
いる方々のメンタルケアにも取り組んだ。ビッグ
パレットでは荒れている子どもがいて、他のカウ
ンセラー達が手を焼いていた。私は絶対にこの子
と対峙すると心に決め対応した。最後には母親の
手を引いて、お母さんに竹とんぼをあげたいから
ひとつ欲しいと、私のもとへやってきてくれた。
  

震災を振り返って 
あまりにも大きすぎて、これから先どれくらいの
時間で私たち人間はもとより、失われた地域や自
然が回復するのかがわからない。現在、福島県の
環境カウンセラー協会の会長として福島県総合計
画審議会の委員に着任し、総合計画の見直しに関
わっている。意見は言えるが、自分の気持ちとか
い離していてもどかしい部分もある。現場に近い
私の意見に対し総合計画は「こうあるべき」とい
う中で折り合いをつけていかなければならない。
福島県の危機的な状況を考えると、私がこれまで

キーワードは「お互い様」
小幡 広宣 相馬遊楽応援団

福島県相馬市にある同級生8人で立ち上げた市民ボランティア団体「相馬遊楽応援団」。震災後は瓦礫の撤去をはじめ、

仮設住宅への緑のカーテンの設置、仕事を失った方々のための支援としてアクリルたわしの製造・販売の支援など精力

的に活動している。

任意団体
相馬市 取材日  2012.09.11

冊子「キッズフォトジャーナル」に教え子が掲載された
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ア団体だ。相馬の観光地をきれいにすることぐら
いならできる。最初は市内でのゴミ拾いを始め、
海上保安庁や小名浜港湾事務所などの協力を得て
相馬の海をPRするイベントなども実施した。
震災後は震災復興を目的に熊本のNPO法人青年
協議会の協力を得て、代表の上村さんにアドバイ
スをいただきながら県外からのボランティアさん
に加わっていただき活動に取り組んだ。
最初に行なったのが、熊本からの支援物資の配給
だ。1軒目のスーパーマーケットが開くまで、一
軒一軒に物資を届けた。次に避難所の体育館にい
る人たちの健康が心配だし、お金も必要だろうと
考え、瓦礫の撤去作業に避難所の方たちにも加
わっていただき、対価を支払うことにした。原資
は東京での募金活動で得て、作業に必要な道具も
購入した。避難に伴う犬や猫の問題が出てきたた
め、犬の避難所を設置することにした。土地を確
保し、保健所と調整し、施設を建設、運営にあたっ
た。屋外に出られない子どもたちのために、東京
で募金活動をしながら社会勉強をしてもらう活動
もした。0円サマーキャンプや仮設住宅への緑の
カーテンの設置など、必要と思えばとにかくやっ
てみた。
これまでの常識では不可能と考えていたことをこ
とごとく成功させることができたのは、ひとえに
周囲の支援があってのことだと思う。
緑のカーテンは、当初の計算で400万円が必要
だった。募金でその金額が集まるという保証はな
い。だが、まずは「やる」と決めないうちは事が
進まないと言われた。犬の避難所もしかり。白紙
の状態から土地の確保、資材の調達、保健所との
打ち合わせ、すべて1週間で準備した。無理だと
思っていたことも、やってみれば案外できるとい
うことを上村さんに教えてもらった。それが正し
いかどうかはわからない。大分無理なこともやっ
たし、結果オーライだっただけであって、一歩間
違えば危険なこともたくさんあったと思う。でも
躊躇するのではなく、まずアクションを起こすこ

報が出たから避難するぞ！」と言ったが、妻も義
母も本気にせず、家は3階建てだから津波が来た
ら2階か3階に逃げれば大丈夫と呑気に構えてい
た。私は津波が確実に来ると思い、とにかく避難
しようと急かした。義母は預かっている町内会費
を心配してそれだけでも持っていきたいと言って
いたが、自分は危険を感じていたため町内会費と
命とどちらが大切かを説得し、急いで避難指定所
になっている高台の公民館へ向かった。記憶が定
かではないが、着いて5分か10分後には人が乗っ
た船や黒い煙を上げながら津波に流される家々を
高台から見ることとなった。
ホームページにもその写真を載せているが、自宅
は鉄骨で波が当たる面積が少なかったこと、地形
や他の建造物が緩衝してくれたことなど、さまざ
まな要因があってその形をとどめた。翌日自宅へ
行ってみると、3階の部屋で腰の高さほどの位置
に津波の跡が残っていた。
当日はそのまま高台の公民館で過ごし、早朝、中
学校の体育館の避難所に移動し、そこで2カ月間
生活した。
地震当日の深夜、市役所へ何をしたらいいかを聞
きに行くと重機をあるだけ出してほしいと要請さ
れ、翌朝から約1週間は道路を通れるようにする
ための瓦礫の撤去にあたった。
 

福島第一原子力発電所の水素爆発 
避難所の中でも家族ごとに避難するかしないかが
話し合われていた。うちもどうするか話していた
が、直ちに健康に害はないという総理大臣の話を
聞いて一度とどまった。周囲は続々と避難して
いった。従業員も15人のうち11人が避難した。
私も避難を迷ったが、いろいろ考えた結果、3月
18日に妻と子どもだけ私の実家の秋田へ避難さ
せた。だが、慣れない生活の中で余震が続き、大
きな震災があった直後に離れて生活することに不
安を感じたのか、妻も子どもも戻りたいと言って
きた。また同じような地震が来て、何百kmも離
れたところで妻や子どもに何かあっては心配だ。
放射能の被害がどの程度か分からないが、いつ何
が起こるかも分からない。ここで暮らす以上、原
発のリスクを負うことは覚悟しなければいけない
が、一緒にいられるのならできるだけ一緒に暮ら
せた方が良いと腹を据えて、妻子を呼び戻した。
5月の中旬まで避難所で生活し、現在は仮設住宅
で生活している。

相馬遊楽応援団 
相馬遊楽応援団は平成20年に相馬をもっと元気
にしたいと、同級生8人で立ち上げたボランティ

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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市の市議会議員の方たちを招いて意見交換を行
なっている。無関心を続けるのではなく、自分達
が暮らす街の政治や復興に興味を持ってもらうた
めだ。
 

活動を「やらせていただいている」 
犬の避難所の運営費に、個人の方から匿名で100
万円の寄付があった。あまりの大金に驚き、どう
にかお礼をしたいと銀行に追跡をお願いしたが、
名乗るつもりはない、とにかく応援しているとだ
け伝えてほしいとの伝言だけが返ってきた。
お金だけではなく、そんなことまでしてくれるの
かと思う出来事もあったし、ボランティア活動に
心から感謝されると、こちらも嬉しくなる。それ
がモチベーションであり、やっていてよかったと
思う瞬間だ。
上村さんからは、「やってあげている」のではな
く「やらせていただいている」のだと、それを忘
れてはいけないと何度も言われた。やってあげて
いると思うから見返りを求めるし、ありがとうと
言われないことに不満を感じたりする。やらせて
いただいているのだから、ありがとうと言われな
くて当然だ。それはまだ呑み込めていないが、そ
う思うように心がけている。
 

震災を振り返って 
信仰心はないし神や霊の存在を信じていないが、
1年半経過した今、大震災は神様が人間に対して
送ったひとつのメッセージだと思っている。我々
が気づかなくてはいけないのは、依存や無関心で
いてはいけないこと、お互い様という心を思い出
すようにと言われているのだと思う。
アクリルたわしの趣旨文には「お互い様の心を広
めたい」と書いた。どこかに呼ばれていった時も
必ず「お互い様だよ、支援じゃないよ」と言って

とが大切だということを半年間で学んだ。同時に、
いつまでも外からの支援に頼るばかりでいてはい
けないと思うようになった。震災から半年が経過
し、上村さんも相馬を離れることとなりここから
は相馬のために自分たちだけでやってみようと心
に決めた。
 

市民にできることを考える 
やる気のある人をサポートしていくのがボラン
ティアだし、それが本当の支援だ。仮設住宅に住
み仕事を失った女性達を募ってアクリルたわしを
作って売ることにした。2011年10月ぐらいから
構想をあたため、始めたのは2012年3月。全国
から沢山の方々の応援を頂き9月末までに8,000
個を販売した。作り手は10名～15名程度。1個
300円で販売し、100円が作り手さんの収入にな
る。原材料などのコストを引いた残りは、新商品
開発や新企画のための費用などに充てる予定だ。
そのほか、食品の放射性物質の測定を民間団体に
依頼して、数値をブログで公開している。市でも
検査は行なっているが、行政に任せきり、依存す
ることは危険なことと考え市民にもできることは
やるという気持ちが活動のベースになっている。
これまで行政にすべてを任せ依存してきたことが
今回の大震災後の混乱を拡大させたのだと思って
いる。震災後の行政の対応を非難する声は多いが、
市民にも責任がある。あの当時の行政職員は、目
の下にクマを作って対応していた。それでも追い
付かない現状があった。我々市民は行政に与えて
もらうのが当然と思っていたが、それが間違いで
あったことに気づかなくてはいけないと思ってい
る。原発問題や政治問題に対して、日本国民はあ
まりにも専門家に任せきりで、依存しすぎている。
依存するということは、ある意味無関心であると
もいえる。
食品検査は、無関心をやめなければという意味も
ある。市が検査をしているから良い、国が大丈夫
と言っているから大丈夫ではなく、万が一行政が
機能しなかった時、我々市民にも何かしらの行動
ができる体制づくりをしておきたい。最初は風評
被害の助長だと非難されるかと思っていたが、今
のところはない。持論をブログに書いているおか
げもあるかもしれない。危険だとも言えないし安
全だとも言えない、それを無責任だという人がい
るかもしれないが、自分の子どもに食べさせるな
らやっぱり放射能は無い方が良い。私は5ベクレ
ルくらいだったら食べる、でも自分の子どもに5
ベクレル大丈夫だよと食べさせるか？検出された
食品と未検出の食品があったら、絶対無い方を食
べさせると思う。ブログにはそんな持論を公表し
ている。もう一つ、市政勉強会をしようと、相馬

編み手の皆さん
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ことを実践し発信していく事が福島・東北の復興
に繋がり、亡くなった方々へのせめてもの報いだ
と思っている。

ため、全国から日用品を集めて配った。また在宅
で被災した人たちが何の支援も受けていなかった
ので、全戸アンケートを取り、必要なものを早稲
田のマッチングサイトなどから支援を受け届け
た。
この辺りではスーパーマーケットが2軒流されて

いる。一方的に何かをしてもらうつもりはなく、
支援してもらったら必ず何かの形で返したいと
思っている。リクエストがあれば震災の経験を語
るし、相馬に来たいという人がいれば仕事を休ん
ででも、案内する。一日つぶしてでもお互い様と
いう心の大切さを伝えたいと思っている。
宮城県のスコップ団の団長さんとお会いする機会
があった。団長さんも「復旧とか復興ではないん
だ。お互い様って言う気持ちなんだよ」と、自分
がずっと思っていた事と同じことを仰っていた。
これから日本が良い方へ向いていくためのキー
ワードは「お互い様」だと思っている。
今回の大震災では多くの命が奪われ、その方々や
家族の心情を察すると軽々しいことは言えない
が、生き残った我々はこの体験から気づいたこと
を生かしていかなければならない。私にとってそ
の答えが「お互い様」である。この気持ちを持つ

現在までの活動 
津波で故郷も実家も流されてしまった。事務所を
置いている自宅は2軒前で津波が止まってくれ、
たまたま残った。周りの家は破壊され家族を失っ
た方もいて、あまりの惨状に涙も出なかった。
そのような状況の時には、私は落ち込む前に逆に
何かやらなければとアドレナリンが出る性格のよ
うだ。震災以降、猛烈に走ってきた。しかし最近
になって震災の映像を見ながら話している時、声
が詰まって話ができなくなることがある。今まで
は緊張していたのだなということがよく分かっ
た。
私が属する「フー太郎の森基金」と「はぜっ子倶
楽部」の相馬市のメンバーを中心に、鎌倉からやっ
てくる青年ら、県外の会員、ボランティアセンター
から派遣されるボランティアの皆さんらが加わっ
て、様々な支援活動を行なった。まず緊急支援と
して、炊き出しや瓦礫の撤去を行なった。次は避
難所から仮設住宅へ移る人たちの生活支援をする

震災後の思い、志が未来に伝わるものに
新妻 香織 NPO 法人フー太郎の森基金

1998年、アフリカの緑化と水源開発を行なう「NPO法人フー太郎の森基金」を創設、代表。国内においては2000

年松川浦の環境保護団体「はぜっ子倶楽部」創設、代表。東日本大震災後は、「（社）ふくしま市民発電」「（社）東北お

遍路プロジェクト」を創設、ともに理事長。また相馬市市議会議員になり、津波と原発事故の被災地復興に取り組む。

NPO
相馬市 取材日  2012.09.14

3.11あの時
P68 Report. 31 の続きです

犬の避難所

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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もともと政治家は嫌いだった。世の中は市民活動
で変えていけると、1988年からNGOを作り活
動してきたが、その限界を今回の震災で思い知ら
された。政治家を嫌いなどと言っている場合では
ない。選挙までは時間がなかった。おまけに経験
もない。資金もない。方法も知らなかった。20
代ではないが「20代コネなしが市議会議員にな
る方法」という本を一冊だけ読んで参考にした。
昔編集者だった頃の友人のカメラマンが、ポス
ターの写真を撮りに東京から飛んできてくれた。
選対委員長は最後まで居なかった。被災した同級
生や支援活動に取り組む仲間たち、隣組のご近所
がみんな手伝いに来てくれた。仮設から通いなが
ら同級生がウグイス嬢をやってくれ、強面の漁師
の同級生も白手袋をして選挙カーから手を振って
くれた。周りからは「票が減るからやめろ」など
とからかわれていた。最後まで何をやってよいの
かわからなかった。出陣式や事務所開きなど何を
どうすればよいか勝手がわからず、「知り合いの
議員に聞いてみる」と前日の夜に電話したりした。
不謹慎だが、そんなこと一つ一つが愉快だった。
だけどパンフレットだけは誰にも負けずに勝負で
きるものを作った。これを見てくれたら私に投票
してくれるだろうと自信の持てるものを作り、皆
さんに見てもらうことを徹底した。結果、私は3
位で当選させていただいた。みんなの力が私をこ
こまで導いてくれていた。
  

市民活動と議員としての活動 
議員になった後も、市民活動は継続して行なって
いる。たとえばエチオピアでの緑化事業。JICA
から5,000万円の予算を受け、3年間で150万本
の苗木を植える計画で、初年度は50万本、2年
目は70万本、3年目は30万本という3年計画が

しまっていたので、買い物は3.5km先のスーパー
まで行かなければならなかった。市民からは「タ
イヤの付いているものなら何でも欲しい」そんな
声が聞かれた。そこで全国からきれいにした放置
自転車を600台いただいた。中には新品の提供も
あり、通学や通勤、買い物に、皆さんが利用して
下さっていた。
物資の提供の次に取り組んだのが、町づくりのた
めのゼミナールだ。私たちは故郷を失くしてし
まったが、それをどのように再建していくのか、
市民も勉強して声を市に上げていきましょうと、

「松川浦の未来を語るゼミナール」と題して2011
年8月から3月まで毎月1回実施した。登録は
120名程度で毎回の参加者は50人前後だった。
この時期の福島だからこそ来てもらえるという、
著名なオピニオンリーダーらが、建築や町づくり、
ナショナルトラストといった分野について熱心に
語ってくれた。これは私自身にとっても非常に勉
強になった。
 

市議会議員への立候補、当選 
今回の震災はあまりにも破壊が大きすぎて、市民
活動のレベルでは解決できない問題が多いことを
痛いほど感じた。市民活動でできることはほんの
僅かだった。確かに物資の配布やセミナーの開催
も喜ばれてはいたが、実際に上がってきた声を市
につなごうとしてもなかなかパイプができなかっ
た。市にオブザーバーとしての参加を要請しても
駄目。都市計画審議会の委員の公募があり、ここ
に入れば町づくりの声をつなげられるかと思い応
募したが落ちてしまった。どうしても次のステッ
プが踏み出せず、八方ふさがりの状態だった。
そんな時、2011年9月のニュースで県議会議員
の選挙と市議会議員の選挙を11月20日に同日で
行なうという報道が流れた。相馬市の市議会議員
の選挙は4月の予定だったが震災で延び延びに
なっていた。1年ぐらい延びるだろうと言われて
いたが、それがいよいよ行なわれるというのだ。

「何だ、こんな方法もあったではないか！」と思っ
た。私が議員になれば市民の声が市に届く。恐ら
く今後の4年間で被災地のほとんどの計画が立つ
だろう、何事も計画が全てであって、計画ができ
てしまってからでは動かせない。決まった後で、
こういう風になりましたと言われても、私たちは
どうしようもない。
その夕飯時のニュースが終わるか終わらないかの
うちに、「私、選挙に出ます。」と家族に宣言した。
みんな驚いた。普段私のやることに理解のある夫
は「絶対反対だ！」と言った。しかし、「今やら
なければ私はきっと後悔する。」と立候補を決意
した。

撮影：2011.7.16　全国から送られた自転車を相馬の被災者600名に配布した
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震災後、福島の子どもたちは福島というだけで重
い十字架を背負ってしまった。福島の子どもたち
をどう育てていくかというのが私たちの大きな課
題だ。子どもたちには広い視野を持って強く生き
て欲しい。自分で道を切り開くために学力、体力
をつけさせ、地道な努力をすることや相手を思い
やる豊かな心も必要だ。そんなことから相馬の子
どもたちはみんな馬に乗れるようにしたい。相馬
野馬追祭りの後継者を育成できるのはもちろんだ
が、馬場を作って常に馬に接することができれば
ホースセラピーにもなる。そういう場所を作りた
いと目論んでいる。その他まだ形になっていない
プロジェクトがたくさんある。
 

これから 
松川浦は東北で一番生物多様性が高い干潟だっ
た。しかし震災直後の松川浦は、その楽園の様相
が消え失せ、どこか別の惑星のように見えた。砂
州は決壊して外洋とつながり、白砂青松の松林は
津波で全て無くなった。現在砂州の土盛りの計画
が進行中で、今が正念場と思っている。移行帯を
どう創出するか、林帯幅の考慮も必要だ。前の状
態に復旧すればよいという発想ではなく、どうせ
やるのであれば後世の人たちが「いいものを残し
てくれた」と言ってくれるものにしたい。それは
私がやるべきことだと思っている。またまちづく
り協議会やまちづくり条例を作ったり、議員だか
らこそできる仕事をやっていこうと思っている。
私たちが震災後どんな思いで町を再建していった
か、その志が未来に伝わるものになればいいと
願っている。

あった。そのうちの2年目の一番重要な年度に震
災が起き、しかも3月は、エチオピアは苗木づく
りの一番大切な時期だった。呆れられるが、原発
が爆発している時に、どうやって海外送金するか
を話し合っていた。
どう見ても相馬市の状況はエチオピアより悲惨
だった。こういう状況の中でもエチオピアに支援
を続けていくべきか私は悩む。自分一人で始めた
事業が、エチオピアの世界遺産の村を緑に変え、
外務大臣から表彰されるまでの事業になったこと
は誇るべきことでもある。会員の皆さんのために
も何とか継続したいと考えている。
それ以外にも被災地では「東北お遍路プロジェク
ト」をスタートさせている。「お遍路」というの
は究極のスタンプラリーだと私は思っている。1
カ所でも抜けていたら、必ずそこに行きたいと
人々は考えるはずだ。そうすることで東北の被災
地に、福島に、人を呼び込めると思うのだ。現在
青森、岩手、宮城、福島の津波被災地の市町村に
2カ所程度の巡礼ポイントを設けて、それらを結
ぶ道を作ろうと計画している。このプロジェクト
の説明のために青森、岩手を訪問した際「我々は
自分たちの町をどう復興させるかだけを考えてい
た。東北の被災地全体で観光客を招こうという発
想がなかった。」と喜んでいただいた。
震災後の私の行動の原動力は、「償い」かもしれ
ない。なぜ、こんなに自分を駆り立てられるのか
というと、次世代に対して取り返しの付かないこ
とをしてしまった、償いきれないことをしてし
まったという思いがあるからだ。
大学2年の時に原発のことを知ってからずっと反
原発だ。12年前から住まいには太陽光発電を設
置し原発の電気は使わないようにしようと思って
きた。プルサーマル導入に際しても、県民の意見
を聞く会で反対を唱えてきた。原発事故はこうい
う電気の使い方をしてきた私たちの世代すべての
責任でもある。震災後、10日間相馬を離れてい
たが、帰ってくる決心をしたのも、次世代に
1mmでも良い相馬市を手渡さなければならない
という思いからだった。
福島県は国に先んじて2040年までに原発ゼロを
決定した。福島が変わらなければ日本は変わらな
いだろう。形にしていかなければ何も変わってい
かない。言っているだけではだめだ。まず実践し
ようと、市民発電会社を作り、一般社団法人化す
る準備を行なっている。最初は72kwだけだが工
場の屋根に設置した太陽光発電から始め、次は小
水力発電を目指そうと考えている。南ドイツの
シェーナウは1人の主婦の「原発は嫌だ」という
声から自然エネルギー100％の町になった。相馬
市を日本のシェーナウにしようと呼びかけてい
る。

撮影：2012.2.22　「東北お遍路プロジェクト」を始めるに当たり、青森、岩手の被
災全市町村を訪問して説明に歩いた
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一生懸命頑張っている人たちに感謝の気持ちを何
かしらの形で表現したいとずっと考えていた。「あ
りがとうからはじめよう！」というキャッチフ
レーズを考え、地元でクリーニング店を営む高橋
さんと一緒にのぼりを作ることを決めた。デザイ
ンはすべて友人のデザイナーが担当し、最初の活
動資金は高橋さんに提供していただいた。のぼり
は当初サンプルで5枚作り、そのあと400枚を
作って地元の商店街に買ってもらい、掲げても
らった。チャリティーライブの開催や、現場の声
を外に伝えるという趣旨で東京や静岡で南相馬市
の現状を話す活動も行なった。
 

原発事故を受けて 
自分が生まれた時には既に近くに原発があった。
既にできてしまっている原発は稼働していようが
いまいが、完全に無くしてしまわない限り危険性
は変わらない。原発問題は多岐にわたっていて複
雑だが、今後をどうするのかが問題だと思ってい
る。補償だけではなく、語り継ぐべきものや次の
世代に何を残すのかが大事だ。人がどう生きるか
ということを問われている。そこの部分は大事に
して、発信していかなければならないと思う。
震災が起きて原発事故が起きて、人と人とのつな
がりの大切さ、コミュニティの大切さ、家族の絆、

3月11日　14時46分 
経営している店の開店準備をしている時に地震が
起きた。その大きさに驚いて思わず店の外に出た。
近所の人たちもみんな外に出ていた。収まったか
なと思い店の中に戻ると、再び大きな揺れが来た。
お酒のボトルは棚から落ちて割れていた。すぐに
近所のお店はどうなっているのか様子を見に行っ
た。ある店のテレビの画面に映し出されていた津
波の映像を見て「これはただごとではない」と思っ
た。
この周辺はもともと強固な地盤ということもあ
り、電気、水道、ガスなどのライフラインにダメー
ジはなかった。自宅は山側に近い方なので津波の
被害もなく家屋も幸い無事だった。
当日は店に予約が入っていたが、この地震の影響
でお客さんは来ないだろうと思っていた。近所の
焼き鳥屋さんは、「うちではボトルが1本しか割
れなかったから営業するよ。」と言っていた。予
約時間の7時まで待って、お客さんが来ないこと
を確認して自宅へ戻った。それからはテレビにか
じりついて震災のニュースに見入っていた。
 

つながろう南相馬 
3月14日に3号機が爆発した後、母と一緒に会津
若松で避難生活をした。出かける所もない缶詰状
態で、流れてくる情報は原発の状況ばかりで、先
行きがどうなるかわからなかった。2週間ほどで

「何もしていない状況」に耐えられなくなった。
南相馬市は原発から30km圏内のため、支援物資
が届かないというニュースが流れ、テレビでは市
長や近所の病院の院長が支援を要請していた。身
近な人が地元で頑張っているのを観て、自分も何
かしたいと思い3月下旬に南相馬へ戻った。
店の後片付けをしていると、大町病院の看護師長
さんが訪ねてきた。「病院が4月4日に再開する。
みんなで食事会をしたいので、その日にお店を開
けて欲しい。」と言う。この日に合わせてお店の
再開を決意した。

「ありがとうからはじめよう！」
須藤 栄治 つながろう 南相馬！

支援していただいたすべての人へ“ ありがとう！ ”の気持ちを伝えるとともに、みんなが手を取り合いつながることで

郷土の誇りを取り戻し、一度は人がいなくなった街を感謝の気持ちが溢れる街に変え、活気ある街を取り戻すため情報

発信することでふるさとを再生していきます！をスローガンに、南相馬で復興支援活動を行なっている。

任意団体
南相馬市 取材日  2012.09.14
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する場が無いというのは問題だ。若者たちをつな
いで声を発信する場を作っていけたらなと思う。
リオ＋20の最終日の分科会で、「世の中の半分は
若い人たちだから若い人たちがメッセージを発信
していかないと持続可能な社会は作れない」と、
参加した25か国の全員が言っていた。人種や宗
教が異なっても同じ考えを持っているのだなと
思った。
どこへ行っても過疎化・高齢化が進んでいて、こ
れからは若い人たちに頑張ってもらわないとだめ
だと言われる。しかし、若い人たちを育てる環境
が無いように思う。専門家たちが、上からものを
言ってもなかなか若い人には響かない。専門家た
ちが常に周りにいて、若い人たちのビジョンを建
設的に応援してくれるような仕組みがあればいい
と思う。
 

これから 
今行なっているのが無線塔空想局というプロジェ
クトだ。無線塔が無くなってから今年で30年に
なる。年配の人にとっては出かけて帰ってきた時
に無線塔が見えると故郷へ帰ってきた気持ちにな
る、原町のシンボルだった。30年前は子どもた
ちもいっぱいいたし、町にも活気があった。原発
の事故について聞くと、「元に戻ればいい」とい
う答えが多く返ってくる。当時の様子を聞くと顔
が輝きだす。何かをやりたいんだというメッセー
ジを集めるて、自分たちで発信しながら、形にし
ていくヒントを作れないかと動き始めている。

助けてくれる人がいること、選択することの自由
がある幸せなど、どこの地域や国に行っても通じ
るようなことを気づかされたと思う。
今年の6月にリオ＋20に参加させてもらった。
そこで活動の報告を行ない、皆さんにとって幸せ
とは何でしょうかと問いかけた時に「人と人との
つながり」という答えが返ってきた。それは宗教
や人種が変わっても共通の答えだった。
 

3.11を振り返って 
色々な意味で価値観を問われていると思う。政治
的プロセスは政治的プロセスとしてやらなければ
いけないが、民間でできることは民間で、自分た
ちでできるところは自分たちでという流れを作
り、必要なところは政治家やNPOなどの協力を
得て、行政の理解を得ながら協働していく、そう
した循環を作るための仕組みが必要なのかなと思
う。そうでなければ各地域によって異なる問題に
も対処できず、ニーズに合わないものになる。自
分たちに何が必要なのか、ダイアログ等の場で話
し合い、発信していく時代になってきたと思う。
今、南相馬にいて感じることは、情報が早く、外
部から人が入って来ていろんな刺激を受けている
ということ。他ではなかなか実現できないことが
ここでは簡単にできたりする。すべてが壊れ、あ
る意味で国に見放された部分もある。行政に頼っ
てばかりいないで、自分たちでなにかやらなけれ
ばと動いている人が多い。市民活動が広がり、い
ろいろなものをもう一度作り上げられる、ここ
じゃないとできないことをやっていける場所でも
ある。そうした強みを活かしていきたい。
 

これからの課題 
若い人が動いていないし、活動の場が無いと思う。
いままでの活動でも同じで、外で原発の状況を訴
えるのも大事だと思うが、それだけでは人を惹き
付けたり、メッセージを届けるのは厳しいのでは
ないだろうか。
自分たちにこれから何ができるか、若い人たちと
何かできることはないのかと、新しいことを始め
ようと動き出したが、そこに参加する人の平均年
齢、復興会議に参加する人たちの平均年齢は高い。
どこに行っても同じだと思う。被災地では若者が
外へ流出してしまっている。そこには若者が夢を
見られない現状がある。
一方で、復興ライブを開催すると多くの若者が参
加している。そのエネルギーをどうにかして町づ
くりや復興会議のような場所に出せないかと考え
ている。話をしてみるとみんな熱い思いを持って
いる。気持ちを持った若者たちの受け皿や、発信

撮影：2012.6.20〜22　ブラジルのリオデジャネイロにて開催された国連持続可能
な開発会議（リオ＋20）

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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3月11日　14時46分
午前中、中学校の卒業式に来賓として出席し、勿
来支所に戻って執務をしていた時にどーんと揺れ
た。とても長い揺れで、6分ほどだったと思う。
いわきの歴史を調査してきて、これまで自然災害
が少なかったことを知っていたので、これからも
自然災害はないと漠然と思っていたが、「やっぱ
り、大丈夫じゃなかったんだ！」と揺れるなかで
感じていた。揺れが止まらず、職員が外へ避難し
た。私は現場を離れるわけにはいかないと思った
が、建物が潰れる危険性があったので外へ避難せ
ざるを得なかった。災害時には勿来地区災害対策
部の本部長となる立場なので、すぐに本部を設置
する場所を検討した。とりあえず本部を中庭に設
け、対応策を講じているなかでも余震は続いた。
情報を収集していると、支所から2kmほど離れ
た海岸に津波が来ているとの一報が入った。
いわき市は60kmの海岸に面しており、昭和35
年（1960年）のチリ地震では、2、3人が津波で
犠牲となっていたので、津波が来たら漁師は船で
沖へ逃げろ、他の人は裏山へ逃げろという話は古
老の間で口承されている。しかし、現在は漁業を
離れ海との生活が切れてしまった人が多く、若い
世代には言い伝えはほとんど伝わっていないのが

これまで地域史研究に携わって、
考えてきたこと
いわき市は気候が温暖で雪がほとんど降らず、冷
害も台風もほとんどなく、また海山の幸が豊富な
地域だ。昔から地震などの自然災害も少ないため、
市民はこれまで災害に対する危機をあまり感じて
いなかったのが、正直なところだろう。また、い
わき市は約45年前に14市町村が合併した市で、

「いわき市」の名称に落ち着くまでに、古くから
使用された「磐城」「石城」などが候補としてあっ
たが、どれも過去に使用された経過があり、既成
の観念が根付いていて、そのまま使うには抵抗が
あった。このため平仮名となった経緯がある。合
併して以降長い時が過ぎたが、合併前の市町村に
はそれぞれ固有の歴史、文化、産業が育まれてお
り、また市域面積が広いため、現在でも一体化を
成すのはなかなか容易でない状況にある。
私は昨年度までいわき市職員として勤務し、勤務
のかたわら個人で地域史や伝承の研究を進めてき
た。前述したように、市内各地で異なった歴史や
文化を有していることから、市全域を網羅してい
る伝承は残っていない。加えて、明治時代以降は
石炭産業、臨海工業などが活発となり、生活の糧
を求めて、東北各地方の農村などから移転者も多
かったので、昔からの延長として存在する小規模
な町村のように後世に伝えていこうという流れに
はなっていない。
このような近代いわきのめまぐるしい変化によっ
て、地域の歴史を連続的なものとして容易に捉え
きれない状況にあったことから、私は地域的な歴
史や地誌を少しでも明らかにしようと考えた。ま
た、市職員として勤務するなかで、業務を通じて
さまざまな情報を得ることができるようになり、
歴史をまちづくりとして捉え直すことによって活
用できる手法はないか、と考えるようになった。
その過程で、多くの人が理解でき、また後世の人
たちにも理解できる内容で、歴史、石炭産業、河
川、地名、絵はがき、地誌、交通、まちづくりな
どを主題とした本を、公私に分けて発刊してきた。

今回の震災を何とかカタチに残して、
後世に伝えたい。
小宅 幸一 いわき地域学曾

「いわき地域学會」（1984年発足）に所属。地域を継続的に探究し、歴史的・文化的遺産を次世代に引き継ぎたいと考え、

活動をしている。「いわき市の合併と都市機能の変遷」（2001年）、「地名の変化にみる、いわきの近代化」（08年）、「い

わき市勿来地区地域史1」（12年）など他多数執筆。現在、市嘱託で東日本大震災の記録誌を執筆。

任意団体
いわき市 取材日  2012.10.04
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2011年4月、直下型地震
4月11、12日の地震は直下型で、ちょうど勿来
地区および周辺の真下が震源地だった。ロッカー
が吹っ飛び、3月11日とは異なり揺れは短く一
瞬のことであった。電気がストップし、一昼夜は
回復しなかった。3月11日の地震で止まった水
道は原発被害で資材や応援が滞り、1ヶ月をかけ
て4月10日にはようやく通水率97％まで復旧し
たが、この誘発地震により通水率20％まで落ち
てしまった。しかし、3.11のノウハウがあり、
全国から支援を得て、1週間ほどでほぼ復旧した。
また、3.11で被害を受けた家屋が、4月の地震で
さらに大きな被害に広がった例が市内南部地区を
中心に多く見られた。
勿来支所では、山口県宇部市および山陽小野田市
の市役所職員が4月から6か月間、交代で人的支
援をしてくれた。罹災証明書の申請窓口で対応し
ていただいたが、「福島県の人たちは我慢強い」
と驚いていた。関西と比較しての印象だと思うが、
言われるまで気づかないことであった。4月上旬、
支所に50人以上の地区住民が来て、「災害状況を
聞きたい、ついては地域全体で情報を共有したい
から皆で来た」と言った。東北は他とは違うコミュ
ニティを持っているのかもしれない。非常時にお
いて、住民の共有意識が高く、統率力が取れてい
るのだと感じた。

地域社会が抱える課題
いわき市はさまざまな歴史、文化を持った地域の
集合体として成り立っているという認識が必要で
ある。「平成の大合併」を果たした市町村は、一
様にそうした課題を抱えていると思う。いわき市
は40年以上も前に大型合併をした。まだ一体化
し得ない部分があることについて遅いという考え
方もあるが、地域というのは何千年という歴史土
壌の上に成り立っている。この歴史認識を基本に
考えると、「まだ40年」という答えが見えてくる。
今回の大震災では、広域な市域がさまざまな面で
功罪をもたらした。60kmにおよぶ海岸部では津
波被害に遭った地区民、原発圏内約30km弱の地
域から遠い所では約70km離れていることに起因
する地区民の意識の違い、市南部地区民に打撃を
与えた4月の誘発地震と、市民の震災に対する意
識が地区によってそれぞれ異なり、被害の実態が
伝わりにくい状況となった。一方、双葉郡などの
町村からの原発避難者約2万3千人をスムーズに
受け入れできたことが広域都市のメリットとして
挙げられる。市長の決断により、一度で市内に避
難者を割り振りができた。これが合併前であれば、
それぞれの首長との協議が必要であるし、とても

現状だ。海沿いの集落では高潮からの避難は時々
生じていた。2010年のチリ地震では津波警報が
出て避難したにもかかわらず津波は来ず、人々の
中には津波の心配はないと認識してしまった人も
いた。地震が収まった後、津波を見に行く人もい
た。大津波は地震発生から約50分後に到達した。
一旦は逃げたものの、再び海岸の自宅に戻って流
された人や逃げなかった人、犠牲者の行動はさま
ざまだったが、いずれも「まさか自分が…」とい
う思いだったろう。
数日の間、原子力発電所の爆発が気がかりだった
が、正確な情報は入らない上に、私は地区の何か
所にもおよぶ避難所やライフラインの状況把握、
その対応で放射線被害に気を回す余裕はなかっ
た。

ライフラインが止まって
停電はしなかったが、まず上水道と都市ガスが止
まった。また、2～3日経過し、福島第一原子力
発電所（以下、「原発」）の避難区域が広がるにつ
れて物流は止まり、ガソリンが枯渇していわき市
には容易に支援物資や生活用品が届かなくなっ
た。
勿来支所管内では避難所向けの食料備蓄が1日で
なくなってしまったので、地域の区長代表を集め
て各地域における毎日のおにぎりづくりをお願い
した。避難者に何とか食事を提供しなければと必
死だった。
市全体では原発事故の関係で支援物資が滞った。
この最大の理由は原発事故の風評被害で「危険」
として輸送手段が福島県入りしなかったことであ
るが、この後「大丈夫」となると滞っていた支援
物資が溢れるように一気に入ってきた。「You 
Tube」ではその状況を認識しないまま、支援物
資が滞っている状況だけが流れた。この震災では
情報の一断面だけを捉えて報道されることが多
く、情報が多様化し錯綜していると、いかに真相
とかい離するかまざまざと見せつけられる結果と
なった。
3月20日過ぎになると徐々に物流は回復し、コ
ンビニエンスストアなどの小売店に商品が並ぶよ
うになった。ガソリンも手に入るようになり、だ
んだんと生活は元に戻りつつあった。
勿来地区の避難所運営は8月20日まで続いた（い
わき市で最後）。一般的に避難所の収容人数が少
なくなると運営は楽になると思われるが、避難者
が個別の事情を抱え、問題が深刻ゆえに避難所か
ら出られないという理由によりかえって難しく、
最後まで気が抜けなかった。

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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さを感じた。インターネットが普及して情報がす
ぐに届くことで風評被害などの弊害も生まれた
が、被害の状況がすぐに全国に広まったことで支
援はスピーディに届いた。
明治時代初期、いわき地方は200以上の町村で構
成されていた。前述したように石炭産業、臨海工
業で栄えた歴史を持ち、合併を繰り返してきた。
会津地方は変わらない歴史の積み重ねを多く持っ
ているが、いわき市は過去を清算しながら現在の
都市像を創ってきた。端的に良く言えば、過去に
こだわらないが、すぐに過去を忘れてしまう気質
を持っていると言える。そのことは高度経済成長
期には上手く作用したが、今は新しいことを一か
ら生み出す時代ではなく、これまでの蓄積を有効
に活かさなくてならない時代となっている。いわ
き市という存在を意識しながらも、もっと足元を
見つめて、つまり合併前の旧市町村にも目を向け、
旧市町村一つひとつの活力がいわき市全体の活力
につながっていくという発想が必要ではないか。
私が旧勿来市、現在の勿来地区の歴史を掘り起こ
したいと「いわき市勿来地区地域史」を執筆して
いるのも、こうした発露に基づくものである。地
域に眠っていた津波や地震などの災害についての
伝承が掘り起こせるかもしれない。それらは、記
録や書物として残さなければ、何も後世には伝わ
らないと考えるべきだ。それは、人は忘れる存在
でもあるからだ。我々は地域のつながりや昔から
の伝承などを後世にバトンタッチする手立てを持
つ必要がある。「いわき市勿来地区地域史」で今
回の震災を何とか形に残して後世に伝えたい。

円滑な受け入れができなかったことは、原発事故
後に双葉町村の足並みがそろわなかったのをみて
も明らかと考えられる。
さらに、日本全体の高度経済成長期以降の個人の
考え方の変容が気がかりである。それ以前は、身
の周りの生活全般を個人や地域が自らの責任にお
いて実施してきた。しかし、高度経済成長期にお
ける税収の増を背景に、個人や地域で実施してき
たことを、行政や民間が肩代わりするようになっ
ていった。この結果、地域におけるつながりが解
け、個人的な関係も希薄になっていた。現代の地
域社会では、結婚式や葬式などの冠婚葬祭を業者
が取り仕切り、個人的な悩みやトラブルは行政の
困りごと相談や消費生活センターに委ねられ、地
域内部における関わりはほとんどなく、地域を意
識するのは災害があった時という皮肉な結果と
なっている。昔、地域の人たちは古老たちに聞き
ながら皆で協力し、その過程でつながりが生まれ
た。今はそうしたつながりは薄れ、自分の暮らす
地域について何も知らなくても、関心がなくても
生活していくことができる社会となってしまっ
た。
勿来地区は3町2村が合併した「旧勿来市」が母
体となっている。避難所で食料が不足し、各地域
の区長代表を集めておにぎりを作るようお願いし
た時、旧村だった地域の方が上手くいくと思った
が、町の方が事は上手く運んだ。旧町ではサーク
ル活動などを通じて団体活動が日常的に行われ、
その延長上で上手く進んだが、旧村ではすでに「結

（ゆい）」などのつながりがほどけてしまっていて、
ほとんど機能しなかった。今回の震災を経験して、
あらためて地域のつながりが弱まっていることを
実感した。支援に来ていただいた全国とのつなが
りは一過性にせず、つながりが続くよう努力して
いきたいと思うが、何と言っても災害直後は「自
助」「共助」である。そこに住んでいる地元民が
助け合うことができるか、最後は地元力が試され
ると思う。

地域の歴史を後世に伝えたい
震災を経て現代社会の良い側面も見えてきた。今
回の大地震では、被害が広範囲にわたり、復旧へ
向けた支援を地域内で実施することが容易でな
かった。ところが、全国からすぐにさまざまな、
しかも若い人たちが支援に来て、その力にはすご 地区の歴史を後世へ伝える史書
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かと悩み、自分にできることの答えを出した。ひ
とつは、これまでと同じように震災関連の情報を
伝え続けること。すでにたくさんの人が情報発信
を行なっているが、伝える窓口は1つでも多い方
が良い。もうひとつは、これまでEPO北海道で
携わってきた地域づくりの経験を活かし、被災地
でも地域づくりのお手伝いをすることだ。刻一刻
と変化する現地のニーズを把握し、自分にできる
限りのお手伝いをするためにも、月に一度のペー
スで北海道から石巻へ通おうと決意した。

本当に必要な人へ情報を届けた
「かわら版」

収集した情報は被災地で必要としている人に届
け、さらに被災地の様子を北海道にいる人たちに
発信していこうと考えた。
石巻を訪れては災害復興支援協議会の定例会議に
参加して、支援活動や避難所の様子、課題になっ
ていることなどの情報を他団体やボランティアの
方々から収集し、その時点での動きを把握した。
また、石巻市役所へ行き、市役所職員の方から支
援や復興計画についての情報を聞き取った。特に
復興計画に関しては、自分たちのことで手一杯な
地元の方々が見逃さないようにと目を光らせた。
地域の未来を決める重要な計画が、地元の人たち

現地での支援活動に取り組む 
きっかけは一本の電話

「支援活動を手伝ってほしい。」
震災から3週間ほどたった4月初旬、知人から一
本の電話があった。電話をくれた彼らは、スマト
ラ島沖地震の津波被災者を支援するためにNPO
法人アプカスを発足させ、普段はスリランカで活
動している。そんな中、東日本大震災が起こり沿
岸部を大津波が襲った。彼らは自分たちのスリラ
ンカでの活動を東北で活かせるのではないかと思
い、宮城県石巻市で支援活動をスタートするのだ
と、その移動中にかけてきた電話だった。
私が所属しているEPO北海道（北海道環境パー
トナーシップオフィス）でも、震災発生後の錯綜
する情報を少しでも見やすく届けたいと思い、東
日本大震災に関する特設WEBページ「ブラキス
トン線を越えよう！プロジェクト」を3月21日
に立ち上げた。現地で支援活動をする彼らをはじ
めとした北海道の団体に対して、「人、もの、金」
という活動に必要な情報を届けることによる後方
支援が、中間支援組織で働く自分の役割であり、
それを続けていくつもりだった。
ところが1ケ月も経過すると、「こちらがやりた
いと思っていることと、現地が本当に必要として
いることが違うのではないか？」と感じるように
なった。支援をしたい側と現地のニーズにズレが
あることに気が付いた。被災地の様子を見ずに後
方支援をすることは、もう限界だった。

被災地を見て決意したこと
前述の知人から「できれば現地に来てほしい」と
声をかけられていたこともあり、5月末に初めて
石巻を訪れ、南三陸町や気仙沼市本吉町を見て
回った。初めて被災地を見た時は、あまりにも甚
大な被害に途方に暮れ、「ここで自分にできるこ
とは何もない」と無力感に襲われた。それでも、
知人やボランティア活動をしている大学生の様子
を見て、被災地のために何かできることはないの

石巻で出会った人たちは、わたしの宝物。
有坂 美紀 個人

「生き物が大好き！」との思いから大学院で海洋生物を研究した後、水産新聞の記者を経て、オーストラリアへ。帰国後

2012年までEPO北海道で持続可能な社会を目指して活動した。東日本大震災後、「ブラキストン線を越えよう！プロ

ジェクト」を立ち上げ、北海道で震災に関する情報発信を行ない自身も積極的に被災地へ通った。

個人
札幌市 取材日  2012.07.31
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2012年2月、石巻で加藤登紀子さんの慰問ミニ
ライブが開催された。加藤登紀子さんは歌を通し
て被災者の心身のケアをするため、何度も被災地
を訪れている。会場の準備は地元の人たちの手で
あっという間に終わり、お母さんたちが得意料理
を持ち寄ってお汁粉やドーナツを用意してくれ
た。ミニライブが始まるのを楽しみに待っている
来場者に、お母さんたちがはりきってお汁粉を配
る様子を見て「女の人たちのパワーってすごいな」
と感じた。
このミニライブに合わせて写真展を開催した。ラ
イブが行われた浦屋敷地区は、運動会や敬老会な
どの地域行事が30年以上続く自治会が活発な地
域だった。会場となった会館に保管されていたア
ルバムには、運動会や川開き、婦人会の集合写真
など地域の思い出がたくさん詰まっていた。しか
し、津波を被ったまま放置されていた。もちろん、
地域の人は個々の生活を考えるのがやっとの状態
であり、地域の思い出を振り返る余裕はなかった。
ただ、そのままではせっかくの写真が台無しに
なってしまうし、地域の思い出も消えてしまう。
楽しい時を思い出せば、地元の人たちが「よし！
もう一度自治会を皆で頑張ろう！」と奮い立って
くれるのではないかと考えた。
NPO法人いしのまき環境ネットを通じて自治会
長さんに写真展開催の了承を得た時、会長さんは
写真洗浄を他の団体のボランティアさんに依頼し
てくれた。きれいに洗浄された比較的状態の良い
写真をピックアップし、引き伸ばしてライブ会場
へ続く階段に展示した。展示の準備は、地元の人
たちも協力してくれた。当日、写真の前では昔話
に花が咲いていた。展示した写真の中には、津波
で亡くなった方の楽しそうな笑顔が写っている。

「この時すごく楽しくてね。もう一度、この地域

の知らない間にできてしまう事態を避けたかった
からだ。
2011年9月頃には、支援のばらつきをなくそう
とNPO法人いしのまき環境ネット（所在地：石
巻市）とNPO法人アプカスとともに「かわら版」
を発行した。在宅避難者や小さな規模の仮設住宅
には支援情報が届きにくく、情報が得られないた
めに支援を受けられない状況もあった。支援情報
だけでなく、明るくなれるニュースを市や新聞社
のWeb-siteからピックアップして掲載した。か
わら版は、支援が本当に必要な人を探し出し、地
域のニーズを拾うために門脇浦屋敷地区の家を一
軒一軒訪問して配布した。すると口コミで広がり
欲しいという要望も出てきたので、地域の世話人
にまとめて渡すことで、より多くの人へ配布して
もらうことが可能となった。2011年9月から12
月にかけて、計6回のかわら版を発行した。

地域の未来を考える 
「お茶っこサロン」

2011年秋には、浦屋敷地区にNPO法人いしのま
き環境ネットが地域の方々が交流するための「お
茶っこサロン」をオープンした。サロンでは、石
巻市の歴史家を講師に招いた学習会も企画した。
地域の人たちにこれからのまちづくりを考えてほ
しかった。そのためにはまず地域を知り、自分た
ちが住む石巻をもっと好きになってもらう必要が
あると考えたためだ。参加者からは「生きがいが
感じられる町にしたい」「津波を海で止める方法
はないのか」といった意見が飛び交った。さらに、
石巻市の復興計画に対して地域として意見を出し
てもらうことを目指し、地域の課題と未来を考え
る続編のワークショップを開催した。当日は約
20名が参加し、地域の課題や未来への関心の高
まりが感じられた。この様子は地元の日日新聞社
に掲載され、地元の人たちの更なるやる気を呼び
起こしたのではないかと思う。
地域としての意見を行政に届けるまでには至らな
かったものの、参加してくれた方の中には「町は
行政がつくるのではない！自分たちがつくるの
だ！」と、復興計画に対するパブリックコメント
を出した人もいた。地元の人たちがこれから自分
たちの地域をどのようにしていきたいかを考え
る、そのきっかけ作りをお手伝いできたのかなと
感じている。
お茶っこサロンは年内で終了したが、震災前は2
～3軒隣までしか知らなかったご近所同士の関係
も、サロンを通してエリアを超えた交流へと広が
り、今でもお茶っこする関係が続いている。お茶っ
こサロンは地域の交流の場として役に立てたので
はないかと思っている。 撮影：2012.2.12　石巻市浦屋敷地区で開催された写真展
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うかと悩んだ時期もあった。ある時、地元の方に
「毎月石巻に来てくれて、それだけ気にかけてく
れている人がいるってだけで心強いよ」と言われ
た。何をしなくても石巻を訪れるだけで、被災地
を気にかけていること、震災を忘れていないこと
を体現してくれているのだと。被災地を忘れない
でほしいと思っている東北の人が大勢いる中、他
地域から被災地を訪れることは、それだけで地元
の人に「忘れてないよ」と伝えることに等しい。
そしてそれが心の支えになり、元気づけることに
もつながっていく。それだけでもいいのかと、ふ
と肩が軽くなった気がした。
今も地域の様子を見るため、そして何か困ってい
ることがないか、自分がお手伝いできることはな
いかを探しに石巻に来ている。

石巻の人たちは「お隣さん」
この支援活動を通して石巻でできた関係は、生涯
続くだろう。もしも私が毎月石巻を訪れなくなっ
て、コンスタントに会わなくなったとしても、ずっ
とお互いに相手を気にかけていられる関係になれ
たと思っている。石巻に来ると地域のおばちゃん
が「また来たの！お茶っこ飲んでかいん」と声を
かけてくれる。その触れ合いにほっとするし、石
巻は私のコミュニティの1つだと感じる。石巻と
北海道の距離は遠いけれど、心の距離はまったく
ない。
たまに石巻を訪れて、地元の人たちとお話したり、
一緒に何かを作ったり、一緒に考えたりすること
が大事だと思っている。これからも地元の人たち
が「やるぞ！」と何か始めようとした時に当然の
ようにお手伝いするつもりだ。石巻で出会った人
たちは、わたしの宝物であり、いつでも「ただい
ま！」と言える感覚で今後も付き合っていけたら
幸せだと思っている。

で運動会をやりたいわ」と、微笑みながら涙を浮
かべる姿に、こちらまで目頭が熱くなった。この
写真展を企画して本当に良かったと感じた。

東北での学びを北海道に伝えたい
これまで被災地を見てきて、コミュニティのあり
方によって復旧・復興のスピードや質が違うこと
を知った。震災で受けた被害を無駄にはしたくな
い。東北での学びを北海道に伝えて活かさなけれ
ばと考えた。
そこで、EPO北海道が主催となり、地域ESD（持
続可能な開発のための教育）学び合いフォーラム

「震災から考えるコミュニティのあり方」を開催
した。基調講演には気仙沼市教育委員会の伊東毅
浩氏を講師として招き、震災で気づいた日頃の
ESD活動の重要性と地域のつながりについてお
話ししてもらった。気仙沼市はESDを積極的に
推進していて、震災時はESD活動を通して築い
たネットワークが活かされ、いち早く支援や協力
を得ることができた。日頃からのコミュニティ形
成がいかに重要であるかを大震災で学んだ。
伊東氏から「せっかく北海道を訪れるので、学校
でも講演をしたい」と相談をいただいた。そこで、
札幌市内2箇所の中学校で、出前講座「命の授業」
を企画した。「命の大切さ」や「自分と他者との
つながり」などを一緒に考える趣旨の授業だ。最
初は面倒そうな様子で座っていた男の子も、だん
だんと真剣になっていく。泣いている子もいた。
中学生にとって東北は遠く、どこか他人事の問題
だったかもしれない。経験者による大震災の生の
声を聞くことで、命について、家族や友人の大切
さについて考えるきっかけになったと思う。

被災地を忘れない
支援する立場としては、被災地が自立して復興し
ていくことを阻害するような支援をしてはならな
いと思っている。地元の人たちが本当にやりたい
ことの中で、自分がお手伝いできることをやろう
と、地域の人たちの声を聴くことを心がけてきた。
お茶っこサロンも写真展も、地域の人たちの声を
聴くために行なった側面がある。振り返れば、「支
援したい、被災地のために何かやりたい」という
気持ちを受け止めてくれる地元の人がいるから、
私たちは支援活動をすることができるのだと思
う。受け入れてくれる人たちがいて支援活動がで
きることをありがたいと感じるし、押しつけの支
援や独りよがりの活動になっていないかと疑心暗
鬼になる心が少し楽になる。
活動をする中で、自分には一体何ができるのだろ
う、石巻の人たちのために何かできているのだろ

情報紙「かわら版」を一軒一軒訪問して配布した
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3月11日　14時46分
【堀池さん】福島県伊達市で仕事中に地震にあっ
た。地域を回る仕事だったので、地域のおばあちゃ
ん の お 宅 に お 邪 魔 し て い た。 地 震 に 驚 き

「ひゃー！」と叫びながら、皆で外へ避難した。
揺れが落ち着いてからテレビをつけてみると、津
波の映像が流れている。衝撃を受け「こんな映像、
テレビで映していいの？！」と思った。何が起き
ているのか訳が分からず、車が津波から逃げてい
る映像をただただ呆然と眺めるしかなかった。
私の住んでいる地域ではライフラインは止まら
ず、水道も井戸水で電気も大丈夫だった。部屋の
中の物が壊れることはなく、地震の被害は屋根の
瓦がちょっと落ちたくらいだったが、車で20分
行ったところの地域では家の中がぐちゃぐちゃに
なって靴で家の中に入らなければいけなかった
り、歩いて10分の所では水道が止まったりとラ
イフラインは止まっていた。

【小柳さん】京都で建築関連の仕事をしていたが、
3月上旬に時間ができたので、北海道から南下し
ながら東日本の建築物を見る旅をしていた。岩手
県平泉で中尊寺を見学している時に地震にあっ
た。ものすごい揺れだったが、「あのすごい揺れ
にも壊れないなんてすごいな」と昔の人の建築技
術に感心した。中尊寺は揺れが落ち着いた後も、
ぎしぎしと音を立て10分ほど揺れていた。
平泉は内陸にあり、周辺には木造建築物しかない
ので、建物が壊れるなどの被害はなかった。揺れ
はとても大きかったが、現実味がない。テレビや
映画の世界に迷い込んだような感覚だった。中尊
寺を離れて民家がある方へ行くと、住民が外へ出
て騒いでいた。その様子を見てだんだんと「大変
なことが起きているのかもしれない…」と感じ始
めた。電車に乗ろうとしたが、止まっていて動け
ない。周辺には歩いている人も少なく、情報を聞
き出せそうな人もいなかった。どうすることもで
きずに歩いていると、舞鶴ヶ池の前に民宿があり、
その前で建物の修理をしていたおじいちゃんとお

ばあちゃんを見つけた。「電車が止まっていて帰
れないので泊めてもらえませんか」とお願いをし、
それから計4日ほどお世話になった。その間は情
報が遮断されていたが、普通の生活をしていた。
お風呂は入れないもののおいしいご飯を出しても
らい、一緒に山菜を取りに行くなどのどかな生活
を送った。手回し発電型のラジオで情報を集めた
が、津波の情報などは得ることができなかった。
3日ほどたち、民宿で一緒に泊まっていた出稼ぎ
の薬屋さんが「黙っていたら商売にならない！」
と言って隣町に出かけていった。帰ってくると「大
変なことになっている！」と騒いでいる。ちょっ
と大きな地震だったのだろうと旅行を続けるつも
りでいたが、こうして大変な事態が起きているの
だと知った。出稼ぎの薬屋さんが「早く帰った方
がいいよ」と言う。薬屋さんから話を聞いた周囲
の人たちが騒ぎ出した。民宿の方も「いつまでも
いていいよ」と言っていたのが、「ここにこのま
まいたら大変だから帰った方がいい」と言い出し
た。電車が止まっていたのでどうしようか困って
いると、その薬屋さんが「片道分ぐらいのガソリ
ンならあるから、一緒に帰ろうか」と言ってくれ
た。日本海側を通り、幸運にも帰ることができた。
関東はどうなっているのだろうと気になり、新潟
から関東へ向かった。
 

本吉町は自然と共生している素敵な町。
堀池 舞子　小柳 元樹　中村 かれん NPO 法人アプカス

NPO法人アプカスは2004年に発生したインド洋大津波の被災者支援をきっかけに結成し、「対話・自立・持続」をテー

マに活動している。そうした支援活動のノウハウを活かし、震災後すぐに宮城県全域で緊急支援活動を、2011年8月

からは「中長期支援活動プロジェクト」で宮城県気仙沼市や石巻市に現地スタッフを派遣して支援を行なっている。

NPO
函館市 取材日  2012.11.07

左：中村さん、中央：堀池さん、右：小柳さん
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気仙沼市本吉に出会った理由
【堀池さん】私の出身は静岡県で、震災当時はた
またま福島県で働いていた。放射能の値が比較的
高い地域だったので、いろいろと考えた結果2011
年7月末に退職した。その後は西日本の友達、東
北、北海道など、いろいろな所を回った。その時
も宮城県の津波被害にあった町の風景を忘れるこ
とができず、だんだんと宮城県や岩手県の津波被
害に遭われた地域の方たちの事が気になり始めた。
津波被害のあった地域を見て「これまで自分は放
射能問題のことしか考えてなかった」と感じた。
NPO法人アプカスの気仙沼市本吉駐在員となっ
たきっかけは、大学時代のご縁だ。退職後、出身
大学の先生と会った。その後すぐに「2011年5
月から酪農学園大学の学生を被災地へ派遣する取
り組みがあって、アプカスで学生を受け入れたい
のだが、受け入れる人がいない。探している」と
いう話を聞いた。大学の先生から「10月から第2
回があるので現地で駐在員をやってほしい。学生
を派遣するので、3ヶ月間宮城県か岩手県に行っ
てください」と言われ、最初は3ヶ月間のつもり
だったが、気づけば約1年が経っていた。

【小柳さん】僕は東北で被災し、東京の機能がス
トップしている状況も見た。しかし、京都へ帰る
と何でもない日常の風景が流れていた。友人たち
と会って東北や東京の様子を話しても「大変だね」
とは言うが強い関心はないようで、僕が抱いてい
る問題意識も伝わらなかった。何か自分ができる
ことはないのかとずっと思っていた。
2011年10月、仕事でつながりのあった京都工芸
繊維大学の准教授より、NPO法人アプカスとい
う団体が仮設住宅の住環境改善に取り組んでいる
と聞いたのをきっかけに、短期で被災地に入った。
タイミングが合えば何かしたいとずっと感じてい
て、住環境改善ならばこれまでの仕事のスキルを
活かせると思った。短期の活動が終わった後も何
かできることがあれば、いつでも行きたいと思っ
ていた。そうしたつながりがあり、2012年5月
から駐在員として関わっている。

【中村さん】酪農学園大学の学生派遣の経緯は、
震災が起こり「何かしたい」と学生の声が集まっ
てきたことを受けて、酪農学園学生ネットワーク

（酪ネット）という団体の顧問の先生を中心に始
まった。2011年5月から1週間ずつ5人1組の派
遣だ。その間はもちろん授業はあるが公認欠席を
取り、交通費は1万円ほどの補填が付いた。希望
者が集められ、私もGW明けの派遣で石巻市を訪
れた。派遣されるメンバーは募集をかけて集まっ
た学生なので、学年はバラバラで全員初対面だ。

仙台までのフェリーの中で1日交流して、その後
かなり濃い1週間を一緒に過ごした。
あの頃はまだ震災が起きてから2ヶ月ほどだった
が、仙台駅に到着してあまりにも普通な状態に驚
いた。札幌駅と同じくらい賑わっている。自分た
ちは荷物が多くて、まさにこれからボランティア
に行きますという姿を全面に出しすぎだなと焦っ
た。「仙台市民はこんな感じなんだ…」あまり被
災地に来た感じがしなかったが、バスに乗って海
岸沿いへ行くと、道路の両脇は瓦礫の山で、信号
機も動いていなかった。そうした状況を目の当た
りにして、現実を受け入れることに精一杯だった。
石巻市での活動は、日々避難所を回って物資配り
やニーズ調査だ。石巻市から1日かけてトラック
に乗り、一番遠いところは気仙沼市小泉まで物資
を配りに行った。お風呂は3日に1度、作業が早
く終わった時に道の駅へ急いで向かって入った。
ご飯は近くのスーパーマーケットで廃棄の食料を
もらってきて、皆で調理して食べた。冷蔵庫はな
いので、保存ができない。活動の拠点での生活は
普段の生活とは全く違い、自分の気持ちを整理す
る暇もなく1週間動いた。
札幌に帰ってからやっとゆっくり振り返りをし
て、考えることができた。石巻市で活動をしてか
ら被災地のことが気になり、アプカスの事務局の
方と連絡を取り合っていた。「場所は石巻市から
気仙沼市に変わるが、活動をやるから来ないか」
と誘われて、2週間夏休みに気仙沼市へ来て以来、
定期的に通っている。

【堀池さん】酪ネットの学生はさまざまな子たち
が来る。フェリーの中で仲良くなるグループもあ
れば、まだ緊張しているグループもある。しかし、
活動をする中で、だんだんとすごくフレンドリー
になっていく。夏に明石工業高等専門学校の学生
もインターンに来ていたが、酪ネットの学生たち
と同世代ということもあり、楽しそうにお互いに
良い刺激をし合って過ごしていた。活動に来た子
が「○○さんに会いたい」と言ってもう一度来る
こともある。住民さんも見たことのある学生が来
ると、とても嬉しそう。 
 

仮設住宅での寒さ対策
【堀池さん】2011年10月から中村かれんさんの
ような学生を現地で受け入れて、コーディネート
している。その頃の活動は、仮設住宅の寒さ対策
だ。学生たちにお手本を見せて、教えながら作業
した。作業内容も確定していない最初の頃は、きっ
と大変だったと思う。私が来てからはすでに周り
の方々との関係もできあがっていて、作業内容も
決まりマニュアル化されていた。
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域特有と言うのだろうか。いつも地域の方々の優
しさを感じている。
1月に共同農園の希望調査をした時、「いいね」
と言ってくれた方も、いざ始めようと3月にまた
希望を聞きに行くと、参加したいという方がいな
くなってしまった。畑を貸してくださる方、協力
してくださる方々の思いを無駄にしてしまうかも
しれない、と思いながらも準備を進めた。実際に
募集をかけた時に4人の方が希望してくれて、本
当に良かった。後からまた1名が追加希望し、今
では5人の方が畑作業をしている（2012年11月
7日現在）。参加者から「畑があって良かったよ」
と言ってもらえて、やって良かったなと感じた。
次に、住環境改善からコミュニティの再建に関わ
る活動をしている。殺風景な仮設住宅の集会所の
壁面緑化をしたり、暑さ対策でルーフシェードを
屋根に設置したり、住環境改善は続いているのだ
が、7月から「あかりかふぇ」というコミュニティ
の再建に関わる人の居場所づくりを行なってい
る。普段、集会所などで開催するお茶っこに出て
こられない方も夜の時間なら出てこられるのでは
と考えて、東京の企業と連携して計4回開催した。
参加者は100人を超えた地域もあった。内1回は
仮設住宅が建っているグラウンドをお借りして、
地域の方々にもお手伝いをしてもらい、仮設住宅
と地域の方が一緒になれる空間を作りたいという
コンセプトで行なった。その後、「あかりかふぇ」
で地域のお祭りにお邪魔したこともあり、地域の
方からは「いつものお祭りと違うね」と言っても
らえた。

【小柳さん】去年はお祭り自粛ムードだったし、
お祭り道具が流されてしまい、今年からどうやっ
ていこうと頭を抱えている地域もあった。また、
去年のコミュニティセンター再建で集会所が変
わってしまった津谷大沢地区は、アクセスしやす
い人、しづらい人といろいろ状況が変化したこと
もあったので、それを含めて今後のお祭りの盛り

【小柳さん】僕が2011年10月に短期で被災地に来
た時が、まさに作業をマニュアル化しようとして
いる時だった。ボランティアがせっかく来てくれ
るのだから、作業内容が分かりやすいように冊子
にした方が良いと思った。混乱した当時を思い返
すと、現在とは全く違い、体制が整ったと感じる。

【中村さん】仮設住宅の寒さ対策は、小泉中学校
の仮設住宅が最初だ。チラシで説明会開催を広報
して、集会所で説明会を行ない、希望者を募った。
その時は都合がつかない住民の方もいたので、作
業をしながら空いた時間にまだ申し込んでいない
お宅へ個別で訪ねて取り組みを説明した。

【小柳さん】寒さ対策は女性や学生でもできるよ
うに、適性技術（身近で安価な素材を使用し非専
門家でも実施可能な技術）と言われる簡単なもの
を考えた。断熱性能が向上するプチプチシートな
どだ。

【堀池さん】簡単と言っても、窓を二重にする内
障子の作業は難しかった。カーテンレールを外し
て、木の棒を打ち込み、またカーテンレールをつ
ける作業を行なうのだが、なかなか同じ穴にとめ
ることができなくて、住民の方にやってもらった
こともあった。住民の方々は作業が終わるとお菓
子をくれるなど、こちらが申し訳なくなるほどす
ごく気遣ってくれた。良く見ず知らずの私たちを
お宅に入れてくれるなと思った時もあったが、そ
れ以上に寒さに対して不安や心配も大きかったの
だろう。

【小柳さん】現在は、去年の対策のメンテナンス
や政策提言に備え、データを集めるためにヒアリ
ング調査をしている。
 

2012年からの新たな取り組み
【堀池さん】2011年12月、寒さ対策の作業が本
吉町内の対象としていた仮設住宅の希望するすべ
てのお宅へ完了した。2012年1月からはいろい
ろな取り組みを始めている。1つは共同農園だ。
畑を借りて、住民の皆さんと一緒に畑をやる取り
組みである。20m×15mの敷地を半分だけ使わせ
てもらって、それを10区画に分けている。参加
者にお話を聞くと、「自分で好き勝手できる場所
が欲しかった」と言ってくれる。たまに小さなお
子さんと来る参加者の方もいて、今後はもっとた
くさんのお子さんが参加できるようになればいい
なと思う。酪ネットの学生たちが畑仕事をしてい
ると「あんだだち、こんな暑い時に何やってんの」
と言ってアイスを持ってきてくれた方がいた。地

宮城県気仙沼市本吉町　共同農園
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む方々のライフワークなのかなと感じる。また、
楽しそうに協力している様子を見ていると感化さ
れ、それは僕の原動力になっていく。
課題は60代、70代の住民の方々の参加が圧倒的
に多い点だ。商工会と外部ボランティア団体が協
力して地域振興を進めていて、本吉町の大きなイ
ベントの1つであるマンボーサンバというお祭り
の反省会に参加したが、平均年齢が50代だった。
また、本吉町と商工会で押しているキャラクター
がマンボーなのだが、30年ほど前に商工会が決
めたそうだ。こうして外部者がたくさん入ってき
ている時だからこそ、何か変化があってもいいの
ではないかと思い、デザイナーに依頼して提案し
てみたが、若い人は「いいね」と言い、高齢の方
は「新しいことはなかなか進まない地域だから
ねぇ」と積極的ではない。地域を盛り上げようと
した時、どう若い世代が入れ込める余地を作るの
かが課題である。集まる世代が偏っているので、
そこに何か世代交代が上手くできていない問題が
あるのではないかと感じている。次の取り組みで
はその課題について、何かお手伝いできたらいい
なと考えている。
本吉町にはたまたま関わることになった。支援を
するということは土地を知ることだと思う。知っ
たからには、その知ったことを還元して帰りたい。
本吉町は自然と共生している素敵な町であり、住
民の方々、彼らのスローな生き方が本当に好きだ
なと感じる。そうした生き方が現代の社会で適合
できるような仕組みができればいいなと思ってい
る。これから復興住宅がたくさんできていく中で、
林業に注目していきたい。本吉町では林業を生業
としてやっている人はいない。そこを底あげでき
るようなことができればいいなと思っている。資
材が今の日本の流通のシステムのように外から
入ってくる仕組みではなく、地域にお金が落ちて、
地域の人たちが今まで通りの生活を続けられるよ
うな産業構造ができて、本吉の人々がこれまでと
変わらず幸せに暮らしていければいいと思う。

上げや地域のコミュニティの再編に「あかりか
ふぇ」の企画を絡めることで協力できないかとい
う考えがあった。 
 

これまでの活動を振り返って
【堀池さん】寒さ対策の時にまだ慣れない学生だ
けに現場を任せてしまい作業を失敗してしまった
ことがあった。その時、住民さんから「やっても
らわない方が良かったね」と言われ、学生たちも
気にしてしまい、住民さんにも嫌な思いをさせて
しまった。その失敗もあったせいでなかなかその
住民さんと距離を縮めることができずにいたが、
2ヶ月ぶりに連絡を取らなければならなくなっ
た。「音楽のイベントをやらせてください」と内
容をお話ししてイベントを開催させてもらった。
そのイベントがきっかけで距離を縮めることがで
き、内容もすごく良かったと喜んでもらえた。失
敗をしてしまったけれども、地域の方と距離を縮
めることができたとても印象的な出来事だ。
2011年12月末に本吉町に拠点を構えた。その前
の2011年9月から12月までは上沢地区にある集
会所を借りていた。コミュニティセンターの再建
に取り組んだ津谷大沢地区のキーパソンに相談し
てこの家を紹介してもらった。以前、学生が来る
時期が重なった時に、この拠点で30人はさすが
に寝泊まりができないことがあり、「あかりか
ふぇ」を開催した地域のコミュニティセンターを
貸してもらったことがある。本当に地元の方々に
助けられて、活動を続けることができると感じて
いる。
私はこの12月でアプカスを離れるので、これま
で自分がやってきた活動がやりっぱなしにならな
いように、きちんと次の方に引き継ぎたい。私が
関わってきた活動が「あんなことやったね」と地
元の人たちの心に少しでも残ればいいなと思って
いる。振り返ってみると本当にあっという間だっ
た。いろいろなことをやってきたが、まだ自分の
中で整理できていない。何かの取り組みが終わる
たびに反省する点はあったが、地元の方々がいて
くれたから活動をやってこられたのだと感じる。

【小柳さん】これまで活動してきて、本吉の地域
のつながりの強さを感じる。地域の皆さんの場所
なので、こちら側がすべてやると過剰な支援にな
りかねない。何かやる時は必ず住民の方々の参加
を呼びかけている。最初はそうした呼びかけに応
じてくれるのか不安だったが、地元の人たちはシ
ンプルに「いいよ」と返事をくれる。すぐに10
人ほど集まり、「ここまでやってもらって申し訳
ないから、手伝うよ」と言ってくれる方々ばかり
だ。地域づくりに参加することは、この地域に住 撮影：2012.8.14　「あかりかふぇ」
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3月11日　14時46分
高校で数学を教えていて、6限目が始まり出欠を
とり終わったところで揺れが起きた。「あ、地震
だ！」と生徒たちが言い始めたが、揺れが大きく
なるとは思っていなかった。ところがなかなか揺
れが収まらず、2段階くらいの揺れが通過してい
く感覚を覚えた。「大きいね」「あれ、まだ大きく
なるの？」と教室の中はざわめき始め、「これは
ありえない揺れだ」と皆が思う瞬間があった。
実際は外に出てはいけないのだが、男の子が多い
クラスだったので「これはやべぇぞ！」と言って
男の子たちが窓から飛び出してしまった。机の物
がすべて落下するほどの揺れで、このままでは建
物がどうにかなってしまうのではないかと恐怖を
感じるほどの揺れであったために、窓から飛び出
てしまったのだろう。すぐ近くにテニスコートが
あり、広くて落下物もない。通常であれば窓やド
アを開けて机の下にもぐらせるが、このクラスだ
け全員窓から出てテニスコートに避難した。

「でかかったね」と言いながら周囲を見ると、自
転車はすべてなぎ倒され、壁が崩れている。とり
あえず皆で原状回復をしようと自転車を戻してい
たら、また余震が起きた。
学校では保護者に迎えに来てもらうなどの対応を
行なっていたため、道路がガタガタになっている、
橋が落ちていた、という情報は迎えに来た保護者
から入ってきた。携帯電話のツイッターでコンビ
ナートが炎上している写真を見て、とんでもない
ことが起こったらしいとなんとなくの情報を得た
のは夕方のことだ。

「支援される側」の体験
車で家へ帰る途中、歩いている男の人を見つけた。
きっと電車が止まってこの人は歩いて帰るところ
なのだろうと思い、「乗って行きますか」と声を
かけて家まで送って行った。家は線路近くなので、
遠巻きに電車が線路上に停まっている姿も見え
た。ちなみにその電車が撤去されたのは5月末く

らいだ。
帰宅すると電気も水もすべて止まっていた。家族
は中学校に避難していると分かったので、一緒に
避難し中学校の体育館で2～3日を過ごした。
複雑な気持ちだった。夢の世界にストンと落ちた
ようだった。まるで悪い夢を見ているような感覚
だ。食べ物がほとんどないから、時間になると配
給に並ぶ。この状態がどれくらい続くか分からな
いから、できるだけ体力を使わないよう気にかけ
ていた。1か月もこの状態が続けば、身体的にも
精神的にも疲弊する。だから無駄な体力を使わず、
弱って病気にならないよう親のことを心配してい
た。
また、社協や消防団の方も皆いわゆる被災者であ
るが、彼らが一生懸命食べ物を運んだり、作った
り、片づけている姿はなんて活き活きしているの
だろうと見えた。一方、配給をもらっている時の
自分は無力な存在であるように感じた。寝る場所
も食べるものもあり、その他の時間は自由にして
いられるけれど、なんて無力な世界なんだろう。
人間の尊厳にかかわる状態だ。無力感を感じなが
ら配給に並ぶ毎日を過ごしていると、精神的に落
ちていってしまう。すると健康を害することにも
つながっていく。風邪をひいたり、病気を招いた
りするだろう。炊き出しなど一生懸命に支援して
くださる方々がいるおかげでとても助かっている
と同時に、その行為は避難者をいかに無力な状況

自分たちの力を取り戻すための、
福島での対話の場づくり
廣水 乃生 コミュニティファシリテーション研究所

学校教員・講師・塾講師として長く教育に携わる。組織の活性化と対立への介入について専門的なトレーニングを受け、

コミュニティファシリテーション研究所を設立。組織・企業で心理的な葛藤を扱う合意形成や、自己成長や気づきを促

す対話のワークショップなどを実施している。震災後はファシリテーターとして福島での対話の場づくりに携わる。

個人
水戸市 取材日  2012.12.06
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に置いているかということも痛感した。つまり「支
援する側」「支援される側」が分かれていて、「支
援される側」に居続けることは精神衛生上よくな
いことをリアルに感じた。無力化されるとは、こ
ういうことなのだと感じた体験であり、自分に
とってこれは大事な気づき・大きな発見であっ
た。
緊急時の支援は、もっと協働的な支援を促す方法
があるのではないだろうか。一緒にご飯を作る人
を避難している方の中から募集して働いてもら
う、動きたい人がいるなら募集する。そのように
避難者も参加する余地があったら、もっと精神的
に健全に過ごせただろう。

福島に支援に入るきっかけ
「身近な関係をしっかり作り、支えあって暮らし
ていくのが、持続可能な暮らしに大切だ」と推進
している知人・友人が周囲にいる。環境はもちろ
ん、原発に対する意識も高い。事故が起きた瞬間、
そういった知人たちの一部は九州や関西の方に家
族を連れて避難をした。危険性をよく知っている
からこその行動だが、自分達が「この地域で、皆
で支えあうことが大事だよね」と言っていた場所
を捨ててすぐに逃げてしまった、とも見えた。た
だ事ではないし、避難しなければいけない。それ
ぞれ事情があるし、それでいいと思う。でも自分
にとってのリアリティとしては、言っていること
と違うじゃないかという思いもあった。地域コ
ミュニティを大事にしなければと言いながらいな
くなってしまうのはどうなんだろうと揺れた。茨
城にいる友人たちは、残るべきか逃げるべきか葛
藤していた。その友人たちはこれから子どもを生
み育てるつもりと知っていたので「絶対に避難し
た方がいい、何事もなければ戻ってくればいいし、
あるかもしれないうちは避難した方がいい」と強
く言って避難を促した。そういう自分もいる。
そうした中で福島の裏磐梯にいた友人は、危険を
承知で残ると決心をした。自分はそれに心動かさ
れた。こういう人を応援できなかったら、自分の
進みたい道から外れていってしまうと思った。大
事な人たちに避難してほしいと同時に、残ってで
きることをやりたいと思う自分もいた。その友人
は2011年5月下旬に裏磐梯で「震災を経て」と
いう1泊2日の合宿を企画した。まずその友人と
とにかく会って話さなければと思い、参加を決め
た。合宿2日目には、福島市内で市民測定所を作
ろうとお母さんたちが一生懸命がんばっている集
会へ参加できた。子どもをもつお母さんたちの非
常に切迫した様子を目の当たりにした時、体育館
に避難した時の自分を思い出した。僕は3～4日
で体育館の避難所を抜け出したけれど、この人た

ちは2か月以上もずっとこうした空気感の状況に
さらされているのだと知った瞬間に、まだ何も終
わっていないし、ただならぬ状況がまだここにあ
る、何かしないといけないと思った。
いろいろな不安を抱えながらも一生懸命な福島の
人たちと共に、対話を通じて自分達のパワーを取
り戻し、自分たちで選んでいくことができる、そ
ういう対話の場をやれないかと裏磐梯の友人たち
と考えることにした。「ふくしま」「対話」がキー
ワードになった。

対話の場づくり
そうして裏磐梯の友人たちと、2011年9月、「絶
望の淵を降りて行って希望に出会う合宿」という
対話合宿を開催した。非常にショックを受けた部
分を未消化のまま先へ行こうとすると、ショック
を受けた部分が内部崩壊させていく。たとえばメ
ンタル不全や人間関係のもめごととして表面化す
る。自分たちはそう考えている。「がんばろう」
や「復興」の前にそこで何を感じたのか、それぞ
れが準備できたタイミングで話したい人が話す場
を作り、その人たちが自然に未消化の部分を扱え
る対話の場をやっていこうと思った。希望や夢や
未来の話も大切だが、そこに行く前に絶望や衝撃
的な体験にとどまり、しっかり消化していく場に
したかった。
ある時、「ふくしま会議」で飯舘村の人と会う機
会があった。裏磐梯の時と同じで、話をするうち
にこの人が考えていることを実現していく必要が
あるんじゃないかと思った。この人が飯舘村の道

撮影：2012.1.15　脱原発世界会議ふくしまの部屋から震災以降の声
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はなく、自然と自分から話し出すのをお互いに聞
いて、感じたことを話す。自然の流れで話したい
ことを話してもらうようにしている。もちろん
ファシリテーター側からすると、ポイントポイン
トでもう一段、本人が自覚していない大事な面が
あるんじゃないだろうかと思うところを聞くなど
介入はするが、意図的に誘導することはない。ど
ちらかと言えば、参加している人の力をどう取り
戻すかに主軸を置いている。人に話すことではじ
めて自分で気づくこともある。
最も印象に残っているのは、飯舘村の対話の会だ。
飯舘村へ「帰りたい」と言う人もいれば「帰って
大丈夫だろうか」と心配する人たちもいる。帰り
たい人は除染してもらいたいと言うが、除染して
も山だから難しく、除染しても効果がないんじゃ
ないか、あるいはそれはもう僕らが住んでいた飯
舘村ではないんじゃないか、という言う人もいる。
ある時、急に震災前に飯舘村でどんな暮らしをし
ていたかを皆さんが語り出した。飯舘村を知らな
い僕らもその世界に入り込み、飯舘村にあった豊
かな暮らしを感じた。なんて美しい村で、なんて
素敵な暮らしをしていたんだろうねと皆で想いを
共有した。
会の最後に参加者の1人が、「こんなに豊かなと
ころに自分がいたっていうことを、震災以降初め
て思い出しました」と話した。「飯舘村のその暮
らしは失ってしまったけれど、今自分がありあり
とそれを感じて、そしてその豊かさを感じた自分
がこんなに元気になれるんだということに驚いて
います」と。つまり、失ったものの中に生きる力
がある。本当は僕らの中に失われないで力を持っ
て存在していて、それを僕らは感じることができ
る。単に記憶として思い出すのではなく、「あの
時こんなだったよね」とありありと感じられた時、
力として活きるのだと思った。失っていると同時
に何も失っていない、こんな不思議なことがある
んだと感じた。でも僕らの意識上では現実だけを

を切り開くキーパーソンのように思えた。いろい
ろと話した結果、飯舘村の人たちが対話できる場
を一緒に作っていくことになった。参加する飯舘
村の人たちを増やしていく準備をしていて、多様
なステークホルダーをつなげることをゴールに目
指している。
2011年11月、脱原発世界会議が東京で行なわれ
た。皆脱原発と言ってはいるが、ここには複雑な
事情がある。「福島は何も終わってないのに、お
祭り騒ぎをして福島を置き去りにするのか」「脱
原発と言っている人たちは福島を利用しているん
じゃないか」という意見や福島の問題に取り組ん
でこそ本当の原発社会から抜け出していく道が見
えるのではないかという考えもある。立ち位置の
微妙なズレがある中で、形骸化したイベントにな
るのを心配したある主催者から声をかけられて脱
原発世界会議に関わることになり、全体のコンセ
プトを作るプロセスを通じて微妙なズレについて
話し合い、脱原発世界会議で大切にしていること
や何を目指していることかなどを明確にし、全体
に共有することができた。それに基づき、参加型
でさまざまな立ち位置の参加者の出会いや話し合
いがいたるところで起こる仕かけ作りを行なっ
た。福島から始まっていく、福島を忘れないとい
うコンセプトを象徴する福島の様々な声を聴くた
めの場所として「ふくしまの部屋」も作った。こ
こでは、裏磐梯で生まれた対話の場のコンセプト
を引き継いだ、内的な振り返りの機会になるよう
な対話の時間ももつことができた。イベントが
ゴールではなく、ここからすべてが始まるものに
したいという思いがあり、コンセプト通りに脱原
発の首長会議などいろいろなものがここから生ま
れていった。同様に「ふくしまの部屋」をきっか
けに福島から関東に避難している人たちの対話の
場が生まれた。関東に避難している人たちが話せ
る場を作りたいという人たちでほぼ月1回ペース
で対話の会を開催している。脱原発世界会議のコ
ンセプトとその実現への仕組みや人的配置など、
これまでの自分の活動でできた仲間たちとの関係
性があったからこそできた場だったと思う。

失ったものから生きる力を得た対話
裏磐梯で行なった対話合宿、脱原発世界会議で行
なったふくしまの部屋での「深める対話」、福島
関東避難者対話の会（現在進行形）、までいな対
話の会（飯舘村・現在進行形）などさまざまな場
をもってきているが、どういった対話の場にもい
ろいろな立ち位置の方がいる。むしろ多様なス
テークホルダーをひとつのテーブルにつけていく
ことが重要である。そうした中で「今日はこのこ
とを話しましょう」とこちらから投げかけるので 撮影：2012.1.15　脱原発世界会議ふくしまの部屋『深める』自立のイメージ
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3月11日　14時46分
地下鉄の階段を上がっている時に、地震が来た。
1995年（平成7年）の阪神・淡路大震災で直下
型地震を経験したので「東京が震源地ではないだ
ろう」とすぐに思った。また、揺れている時間が
とても長く、横揺れだったので「海側が震源だっ
たら、津波が来るのではないか」と直感した。地
震直後には、街の人々は動揺し、「きゃー」と叫
ぶ人やビルから飛び出す人がいた。会社に戻ると
ラックが落ちて書類や本などが散らばり、社内は
ぐちゃぐちゃだった。すぐに皆で会社の入ってい
るビルの前にある国立科学博物館附属自然教育園
前にスタッフを避難させた。震源地を皆で調べる
と東北らしいと分かった。おそらく電車は止まる

大震災から約 2 年
私たちはどのような未来を選び、行動するのか
薗田 綾子 結結プロジェクト事務局／株式会社クレアン

株式会社クレアンは「サステナブルな社会の実現」を目指し、CSRを推進している。東日本大震災への支援として「元気

JAPAN ！プロジェクト」を立ち上げ、被災地へ首都圏の企業を延べ300社連れていった。認定NPO法人女子教育奨励

会（JKSK）では、東北の女性リーダーとのネットワークを中心にした「結結（ゆいゆい）プロジェクト」の事務局を務める。

企業
東京都 取材日  2013.02.15

見て、失ってしまったのだと思いウツになったり
疲弊したり力を失ってしまう。それは失ったので
はなく、どこまで行っても僕らの中でずっと持ち
続けることができる。
自然発生的な会話の流れだったが、皆でその力を
感じた。そこからすべてが始まるのではないだろ
うか。人が自然と自分の力にアクセスする瞬間が
来るきっかけを持つこと、それが対話の場の一番
必要な要素だと思っている。ここからスタートす
るのが力のある持続可能な復興ではないだろう
か。飯館の人たちが大切にしてきたのは何で、こ
れから大切にしたいのは何なのか、それぞれが
オープンに話せて、その先にどういう復興（もし
かすると再生かもしれない）を自分たちがするべ
きなのか飯館の人たちが考える場になっていって
ほしい。立ち位置の違う人たちがひとつのテーブ
ルについて本当のことを話せる状況がなかった
ら、分断されてしまう。いろいろな人たちを歓迎
していることを、どうやっていろいろな立ち位置
の人たちに理解してもらうかを考える努力をする
のは主催者や自分たちの役割だ。

大震災を振り返って
キーワードは「自立」だと思う。丸裸になって、
自分で考えて判断する、自分で決めていくことに
向きあう必要がある。福島にいる人たちは「かわ
いそうな人たち」ではなくて、福島で出会って共
に動いている人たちはある種「戦う人たち」だ。
それは、自立への戦い。目の前の困難を通じて、
本当の自立に目を覚ました人たちだと思ってい
る。あの困難を越えていくためには、本当に自分
で考えて判断することを決心せざるを得なかっ
た。それには痛みも伴っているが、僕らの未来に
向かっていくモデルだと思う。
対話の場を通じて、飯館村や福島県の人のための
対話の場ではなく、私たち皆の対話の場だと感じ
ている。福島の体験で目を覚ました人たちの声に
耳を傾けることで、僕たちが自立について自分で
考えて決めていくことがどれだけ大切なのかを知
る時間でもある。震災がもたらしたものは困難だ
けれども、どれだけ僕らがいろいろなものに依存
しているかを明らかにした。目を覚ます、自立へ
の機会だと強く感じている。
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かつての災害の詳細情報やスマトラ沖地震、トル
コの地震の現地調査、津波に関するいろいろな話
を聞いていた。だから今回の地震の時も津波が起
こるかもしれないとすぐに想定できたし、湘南に
住むスタッフに危なかったらうちに泊まった方が
いいと指示することもできた。まさかここまで広
域な被害だとは想像できなかったけれども、一瞬
で判断しなければならない状況では、事前に知識
があるのとないのとでは全然違うと思う。おそら
く今回も津波に関して事前に教えられていたから
逃げることができた人々がいただろう。また、津
波は何度も来ることを知っていたら、自宅に戻っ
たりはしなかっただろう。言葉だけでなく、日頃
から避難訓練をやって身体で覚えることも重要
だ。

首都圏の企業とともに被災地へ
最初に被災地に入ったのは4月中旬だった。企業
のCSR担当者から「どうなっているのか状況を
把握して、自分たちにできることで支援したい」
と多くの声があった。また、企業は地震発生直後
から緊急支援物資や義援金を寄付していたが、「自
分たちが身体を動かして直接支援したい」ニーズ
も多くあった。そこで、企業のCSR担当者を中
心に、まずは被災地を実際にしっかりと見て、現
地のボランティアを経験しながら、被災地の方々
の声を直に聞いてもらうことを目的とし、「企業
による石巻訪問先遣隊」を企画した。現地受入と
協力を日頃からお付き合いがあるNGOにお願い
し、商店街の泥かきなどのボランティアワークを
含めたスケジュールを組み立て、企業に参加を呼
びかけた。天ぷら油で走るバスを借りて、約50
人で石巻市に入った。
初めて被災地を見た時は、テレビなどで集めた情
報から自分でイメージしていた世界以上に壮絶で

と予想されたので、「絶対に海側には行かないで、
帰れる人は早く帰りましょう」と指示し、帰宅を
促した。結局、スタッフのほとんどは電車が止まっ
てしまったので歩いて帰宅したり、友人の家に泊
まったりした。
会社のスタッフには懐中電灯やブランケット、非
常食などが入った防災グッズセットを配っていた
ので、水や食料は困らなかった。念のため地震が
収まってからすぐに近くのコンビニエンスストア
に行き、会社に残っていたスタッフのためにお茶
やおにぎりなどを買い込んだ。その時はまだコン
ビニエンスストアは混雑した様子はなかった。
阪神・淡路大震災の経験から、自宅にはきちんと
非常食や水の備蓄があり、すぐには困らなかった
が、とにかく情報を集めるために、自宅の近所の
沖縄料理屋さんに行った。ここは、近所の住民が
いつもご飯を食べたり、飲んだりする場所で普段
からコミュニティスペースになっている。地震の
後も近所の人たちが知り合いと一緒に集まってき
て、いろいろな情報交換をした。私も夕方からずっ
とそのお店にテレビを持ち込み、情報収集をした。
災害のときに改めて、コミュニティが重要だと感
じた。それも普段から活発なコミュニティでなけ
れば災害時には機能しなかっただろう。その晩は
私の家に知り合いの友人4人が泊まった。

阪神淡路大震災の経験
阪神・淡路大震災の時、兵庫県西宮市甲子園に住
んでいた。実家がお菓子屋さんだったので食べ物
には困らなかったが、近所で食べ物を分け合い、
1週間以上お風呂にも入れず、ガスや水道の復旧
に1ヶ月近くかかり、周りには亡くなった方もい
て1年ぐらいは本当に大変だった。そうした経験
があるので、災害に対して他の人よりはマインド
的には強いのか、今回の震災でもかなり冷静に判
断できたと感じる。
けれども、普段からシミュレーションをしていな
いと、とっさの判断を間違ってしまう。阪神・淡
路大震災の時は、ガス臭いからと換気扇をつけて
引火し、火事になってしまった例があった。今回
の地震の時には、ビルから飛び出す人がいた。危
ないのでこれらの行動はしてはいけないと、普通
に考えれば分かるが、緊急時には慌てていてなか
なか正しい判断ができない。普段から緊急時のさ
まざまなTPOを考えて、シミュレーションして
おかなければならないと思う。
阪神・淡路大震災の後に京都大学防災研究所 巨
大災害研究センターの教授とつながりがあり、過
去のさまざまな災害の記録をひも解いて研究する
会の事務局を約10年間していた。環境と災害は
切り離せない。教授から伊勢湾台風などの日本の

撮影：2012.10.19　宮城県南三陸町　第4回車座の視察
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第1回の車座は宿泊施設などの関係から宮城県亘
理町で開催することになった。東北で頑張る女性
リーダーと「東北の力になりたい」という想いを
持つ首都圏の女性エキスパートたちが集う車座を
企画。首都圏で活動する社会課題解決の女性エキ
スパートたちに声をかけると、ほとんどの方が「一
緒に行きましょう！」とすぐに動いてくれた。
2011年7月、参加者34名で亘理町内ボランティ
アセンターや津波被害エリアを訪問し、亘理町の
方にお話をいろいろ聞いて、「現地課題を解決す
る具体的行動」をテーマとする意見交換会を実施
した。その時はまだ、「現在どのような方が活躍
されているのか」「これから何をしたらいいのか」
現状を確認して共有する状態だった。これから一
緒に考えて何か早く形にすることが大切だと思っ
た。けれども、課題別にテーマを絞って何をする
かを考えてみると、いろいろなリソースが足りな
かった。特に資金だ。助成金を申請しようと思っ
ても、申請書を書くノウハウもなかったし、どう
いう助成金があるかも分からなかった。それらを
自分たちで調べて、申請書類を書いた。いくつか
の案件は、助成金をもらえることになった。
しかしながら、このプロジェクトでは気持ちの応
援が一番大きいかもしれない。東北地域で甚大な
被害を受けた状況を何とかしようと、頑張ってい
る人たちがたくさんいた。ところが、東北の地域
柄や風土かもしれないが、頑張る人たちは、頑張
りすぎて浮いてしまっている状況があった。そう
した中で「頑張っている人はあちこちにいるよ」
とお互いに応援し合えるような仲間を作りたかっ
た。女性はちょっと頑張りすぎてしまうところが
あるので、逆に「あまり頑張りすぎないで、頑張
らなくて自然体でいいのよ」とエールを送ること
もある。また、地域の方々とコミュニケーション

愕然とした。生臭い臭いがすごくて、360度悲惨
な状況だったし、津波で流されたものたちに目を
やると、子どものおもちゃや洋服、椅子など・・・、
そこには人々の生活が最近まで普通にあったとイ
メージできて、すごく悲しかった。最初は涙も出
ないほどショックだったが、後から涙が止まらな
かった。一緒に行った企業の方々は、初めて被災
地を訪れた人がほとんど。本当に驚いてショック
を受けていて、言葉数も少なくなっていた。その
後、3～20人ほどのグループに分かれて、商店
街の各店舗の泥かきをお手伝いした。水を含んだ
断熱材は錘のように重く、1日がかりでも終わら
なくて、本当にきつかった。私がお手伝いしたお
店はスナックで、そこのオーナーがすごく喜んで
くださった。津波の被害を受けても無事だったお
酒が一本だけあって、オーナーに「ぜひ持っていっ
て」と言われたが、「そんな貴重な物はいただけ
ません。でも、絶対に飲みに来ますから！」と丁
重にお断りした。これまで生きてきて、あんなに
涙を流して人に喜ばれることはなかったかもしれ
ない。
企業の方々も普段感じることのない感情を抱いた
ようだった。目の前にこんなに困っている人がい
る中で、企業として個人として「何かできないの
か」と思いが強かった。「自分たちにできること
は何だろう」と、帰りのバスの中では真剣な議論
が続いた。インフラ系や保険の企業の方は本業が
忙しくて参加できなかったが、本当にさまざまな
業種の方々に参加していただいた。企業のCSR
担当者人たちは「東北の方々のために何かした
い！」とすぐに動いてくれ、ボランティア休暇制
度を整えたり、社員参加のボランティアツアーを
実施したりと、その後も継続したボランティア派
遣に繋がった。

東北の女性リーダーを中心にした
「結結プロジェクト」始動

2011年5月、 認 定NPO法 人 女 子 教 育 奨 励 会
（JKSK）理事長の木全ミツ氏から「女性は行動し
ましょう！何かできることはないかしら」と相談
の連絡があった。この木全氏の電話から「結結プ
ロジェクト」は始まった。「結結プロジェクト」
は頑張っている東北の女性リーダーたちの能力が
存分に発揮されるように、首都圏のエキスパート
がネットワーク連携し、共に考え、支援、協力、
応援していく仕組みだ。復興活動の推進や新しい
コミュニティモデル創りのために活動する東北の
リーダーたちに、首都圏のエキスパートたちは資
金調達、コミュニティビジネスの立ち上げ、マー
ケティング、特区設置の政策提言などのノウハウ
や人脈を無償で提供する。 復興プロジェクトで生まれたクリスマスのオーナメント
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島やいわきの農業を取り囲む環境は厳しく、先が
見えない状況がしばらく続くと言われている。農
業の再生に向けて、いわきで被災者の仕事を生み
出すために立ち上がった「いわきオーガニック
コットンプロジェクト」は、いわき市内の人々に
動き出す機会を提供すること、新たな地域のつな
がりを作ること、農地の保全と活用、新たないわ
きブランドの発信を狙いとし、現在（2013年2
月15日現在）15か所でコットンの有機栽培に取
り組んでいる。ザ・ピープルが20年前から取り
組んでいる古着リサイクル事業の延長線上に栽培
事業を位置づけ、栽培からリサイクルまでが輪に
なると環境教育にもつながると考え、オーガニッ
クコットングッズの商品開発等を行なっている。
2012年11月にはオーガニックコットンの綿と種
で「フクシマ・オーガニックコットンベイブ」が
できた。2012年のエコプロダクツに出展し、当
社スタッフも結婚式の引き出物で使って大人気
だったという。2013年6月には福島県産のオー
ガニックコットンを混ぜたTシャツを製品化する
予定だ。オーガニックコットンを通してさまざま
な人がつながり、福島県いわき市では地域の広場
や小学校などでコットンがすくすく育つ様子を見
て、子どもも大人も「いわきも大丈夫だ！」と元
気づけることにつながった。
今後の課題としては、震災から1～2年目だから
オーガニックコットンのプロジェクトは、成功し
ているのだと思う。「東北グランマのクリスマス
オーナメント」も支援したいという皆の関心が高
かったから売れたのだろう。今後はきちんと商品
化して、皆さんに「ストーリーがあり、可愛いか
ら買いたい」と思って買ってもらえるようにした
いと考えている。オーガニックコットンをテーマ
にいろいろなプロジェクトが出ているので、でき
るだけ多く方にこれらの活動を知ってもらいたい
と考えている。

を密にし、「やりたい！」と言う地域の女性リー
ダーのサポート役に徹している。あくまでも地域
のリーダーが主体で、一緒に考える形が基本だ。
私たちが首都圏から提案を持っていくのではな
く、現地の人が何をやりたいかじっくりお話を聞
くことを徹底して続けている。
車座は定期的に開催し、第2回は2011年12月に
福島県いわき市で開催、第3回は2012年4月に
宮城県石巻市、第4回は10月に宮城県南三陸町
と回を重ね、車座で核になった方々は、現在も実
行委員として12～13名、延べ参加者は200名以
上となった。

「東北グランマのクリスマス 
オーナメント」復興プロジェクト
結結プロジェクトがきっかけで生まれた復興プロ
ジェクトの代表的な成功事例は、「東北グランマ
のクリスマスオーナメント」だ。朝から晩まで働
いてきた漁師のお母さんたちが被災で生きがい
だった仕事を失くしてしまった状況を見て、亘理
町の車座に来てくださったオーガニックコットン
メーカーの株式会社アバンティ代表取締役の渡邊
氏が「何かできることはあるはず」と始めたプロ
ジェクトである。被災地のお婆ちゃん（東北グラ
ンマ）たちがオーガニックコットンの残布で手づ
くりしたクリスマスオーナメントを皆に買っても
らって、東北グランマたちを応援する目的だ。針
仕事は皆でおしゃべりしながら進められるので、
コミュニティの元気を取り戻すことができる。ま
た、製造過程で出る残布（ざんぷ：裁断後に余っ
た布）を活用し、環境面と経済性もプロジェクト
のテーマにしている。2011年冬に行われた各地
のクリスマスイベントや百貨店で販売し、オーナ
メントは約2万個以上売れた。2012年は継続的
に地域と連携しながら新たなビジネス創出につな
げるため「オーガニックコットンお守りプロジェ
クト」を展開している。

オーガニックコットンを植える 
「いわきオーガニックコットン 
プロジェクト」

「東北グランマのクリスマスオーナメント」プロ
ジェクトが成功すると、いわき産のオーガニック
コットンを植える構想が登場した。
亘理町で開催された第1回の車座で、福島県いわ
き市から来ていたNPO法人ザ・ピープル理事長
の吉田氏が、「いわきでもオーガニックコットン
をやりたい」とアバンティの渡邊さんとのつなが
りができた。そこで2011年12月の第2回の車座
は福島県いわき市で開催された。大震災以降、福

撮影：2012.10.20　宮城県南三陸町　第4回車座
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今後の課題
これ以上は地域を広げすぎずに深く関わっていき
たいと考えている。これまで4回の車座を宮城県
亘理町、福島県いわき市、宮城県石巻市、南三陸
町で開催し、第5回は2013年4月に気仙沼での
開催を予定している。あまり活動地域を広げると
分散してしまうし、地震直後と現在では現地の状
況も社会の状況も変わってきているので、これま
でと同じスキームでは動けないだろうと思う。こ
れからはやり方を工夫しないと続かないと考え
た。車座は5回でいったん終了し、第1回～5回
までの参加者をうまくつないで成功事例を作りた
い。これまでの車座でビジネスモデルがいくつか
出てきたので、その成功事例を他地域で広げてい
くスキームが良いと思っている。
プロジェクトに共感した企業の方から福島県へ寄
付のお話もいただいた。企業との連携もできてき
たので、うまく水平展開できたらいいと思う。第
1回～4回までの述べ200名の参加者の中には、
核になって動いてくれている方々が100名近く
いる。一緒にプロジェクトをやってくださる方々
は素晴らしい方ばかりで、同じような想いを持っ
た方々が集まってくださったからできたプロジェ
クトだ。私はそうした方々に「場」を提供するの
が役割なのだと感じる。良い形で今後もこの共感
ネットワークを広げていきたい。

東北で元気をもらっている
社会をサステナブルな方向に変革したいとの思い
からクレアンを始めて25年、環境の仕事を始め
て15年になる。仕事を始めた当時は企業がCSR
に取り組むかどうかも分からなかったけれども、
絶対に大切だからそうならなければならないと信
念を持っていた。仕事は趣味でライフワークにも
なっている。社会や未来を変えるには、企業も市
民も変わらなければならないし、人々の意識もラ
イフスタイルも変えなければならない。そうした
意味では東北での取り組みは社会変革にもつな
がっているかもしれない。
もともとは阪神・淡路大震災の恩返しがしたいと
思い東北へ行ったが、実際に東北へ行ってみると
大切なことに気づいた人がたくさんいた。「自分
の人生において本当に大切なことってなんだった
んだろう、大切な人って誰だったんだろう」「限
られた時間の中で何をしていかなければならない
のだろう」とさまざまなことを考えるようになっ
た。阪神・淡路大震災の時に自分が奇跡的に生き
延びて、「生きているとはどういうことなのだろ
う」「命があるということは何をしなければなら
ないのか」「これからの余生をどう生きるのか」

を真剣に考えた。被災の体験は、人生を正面から
向かって見直すきっかけになった。都会では何と
なく人生を送る人たちが、あるいは日々を忙殺さ
れて考える暇もない人たちが多い中で、東北へ行
くと大切なことに気づかされる。私は東北から元
気をもらっているのかもしれない。東北で頑張っ
ている人たちとふれ合っていると、人生や生き方
を考えて、気づく機会が都会の人たちにももっと
あってもいいのではないかと感じる。
実際に企業の方々を東北へ連れていくと「本質的な
ことが分かった」「人間が生きるとはどういうこと
か分かった」と言う。私たちの人生はすごくシンプ
ルなはずなのに、なぜこうして難しく考えるのだろ
うと思う。必要のないことやものがあまりにも多す
ぎるのかも。東北の人たちとふれ合っていると、そ
うした本質に突き当たるのだとしみじみと思う。

大震災を振り返って
大震災から約2年と時間が経っているので、だん
だん風化している側面はある。先日気仙沼大島へ
行った時も、現地の人たちにはだんだん忘れ去ら
れているという危機感があって、復興どころか復
旧も進んでいないような状況の中で置き去りにさ
れている悲壮感を感じているようだ。これまでの
支援は自分たちがちょっとできることで気持ちの
応援をしようと取り組んできたが、もっと社会の
仕組みの中に東北を巻き込んでいく必要があると
思う。私たちが被災地の話をしても、現場を見な
ければ「そういうのは必要だけどね…」で終わっ
てしまいがちだ。実際に現場を見なければ、感覚
的に理解できないことも多い。日本の未来は超少
子高齢化で、毎年20万人ずつ人口も減っている
し、老老介護や結婚しない人々が増え、環境問題
などさまざまな社会問題が出てくる。ぶち当たる
壁がすぐそこにあるのに、現代の社会はみんなで
避けて通ろうとしているように感じる。
誤解を恐れずに言えば、震災は発想を変えるチャ
ンスだと思う。このまま何もしなかったら、また
同じことを繰り返してしまうだろう。大震災は「本
当の幸せ」を見直す重要なきっかけになった。震
災以降、東京ではマンションなどでBBQや餅つ
き大会が催され、顔の見える関係づくりや近所同
士のコミュニティが見直されている。約2年が経
過したことでまた意識は薄れてきているが、私た
ちはそうしたことが重要だと学んだ。もちろんお
金も必要だけれども、お金があっても幸せではな
い人々は大勢いる。だからお金があるだけではな
くて、問題と向き合い「本当に心豊かな生活って
なんだろう」と考え直すことが必要だ。私たちが
どのような未来を選んで行動するのか、まさに今
がターニングポイントだと感じている。

企
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井上郡康	 東日本大震災から2年が過ぎ、時間の流れと共に人々の心境や被災地の問題も変化してきていると取材を通
して感じています。
その中で個人的に注目したのは、「地域の伝承」そして「地名」でした。東北地方では長い歴史の中で先人
たちが培った、この地で生き抜くための知恵を伝承や地名という形で残してくれています。特に津波被害が多
かった三陸地方では、様々な形で残っていました。今回の東日本大震災では、東日本に甚大な被害をもたら
したと共に多くの学びを残していることも事実です。我々は今回の震災で得られた教訓を生かし、現在の科学
技術だけに頼るのではなく、先人からのメッセージをしっかりと受け取り持続可能な社会を後世に残していく事
が重要だと改めて感じました。
2年目に入った「3.11あの時」レポートは、伝承や地名をはじめ山形県や秋田県での壮絶な支援活動など様々
なメッセージが記録されております。多くの震災からの学びを受け取って頂ければ幸いです。

佐々木雅博	 東日本大震災の発生から2年が経過しました。その時間の感じ方は人によって様々だと思います。テレビ、ラ
ジオ、新聞などのメディアでは当時の映像や2年を経過して今なお癒えることのない悲しみ、不自由な生活を
余儀なくされている方々の様子、なかなか進まない復興の現状などを伝えていました。
3.11あの時、巨大な揺れに恐怖を感じ、ライフラインが途絶えた際の現代の生活の脆さを経験しました。しか
し時間の経過と共に震災時の様 な々記憶も薄れてきてしまっているように感じます。

「3.11あの時」も多くの方にご協力いただき2巻目となりました。震災の記憶を風化させないことに少しでも役
立てばと思います。

三浦純	 私は、あの日以降、子どもたちを見る目線が少し変わったように感じます。目線がやわらかくなったような気が
します。大震災が精神に変化をもたらしたのかもしれません。この子どもたちが大きくなった時、ほとんど記憶
の中にないはずの大震災をどう私たちは伝えていかなければならないのでしょうか。取材先の風景を見る目線
も変化しました。今まで生活の営みがあった場所が閑散とし、訪れたことがなかった場所でも何故か愛しいと
感じるようになりました。
2年を経過した現在も、依然として多くの課題が山積しています。大震災の記録、記憶を正しく伝承、活用す
るために、私たちは何をすべきだろう。これは、この大震災に遭遇した全ての人々が、未来のために今、考え
なければならないことだと思っています。
この貴重な多くの証言の数々が、後世に残る大事な財産として、また、あの時を経験していない多くの人々の
目に触れる機会があることを切に願っています。

鈴木美紀子	 2011年4月以降、累計74件分の「あの時」と向き合ってきました。大震災から2年、「まだ2年なのか」と
まるで10年前の出来事のようにも思え、同時に「もう2年なのか」と相反する思いを抱きます。
2冊目の発行となる本冊子では、支援の拠点となった秋田、山形の皆さまにもヒアリングにご協力いただき、
隣県の支援者の目線、中間支援組織の目線からのレポートを掲載することができました。1冊目に引き続き、「お
互い様」の心を持つことの大切さ、地域の方の目線での活動はもちろん、寄り添うことの大切さ、そして自然
に対する畏敬の念と謙虚な心を持つことの大切さが異口同音に語られています。ヒアリングの中で何度も耳に
するこれらのキーワードは、現場にいる・現場を知る皆さまが最も伝えたい「教訓」です。EPO東北が「伝える」
役割を担うことの大切さを噛みしめながら、多くの方に読んでいただきたい、そして何度でも読み返していただ
きたいと願いをこめて、本冊子をお届けします。

小山田陽奈	 取材でさまざまな場所を訪れ、多くの方からお話を伺いました。大震災から2年の月日が流れてもなお多く残
る課題、また時間が経過したことで出てくる新たな課題…。しかしながら取材を通して、課題と向き合い立ち
向かおうとする人々のたくましさや強さを知りました。また、報道が伝えきれない事実、ストーリーや感じたこと
が人の数だけあったのだと改めて気づかされました。震災後「幸せってなに？」「これからどう生きていくの？」
と自己に問いかけたことを、私たちは忘れてはならないと思います。レポートを読み返すと「私たちはあの時に
得た教訓をもとに今を暮らしていて、これからその営みを次の世代に伝えていかなければ」と強く感じるとともに、
この冊子は東北各地の皆さまとともに作り上げたのだと感謝の気持ちでいっぱいになります。ご協力くださいま
した皆さま、本当にありがとうございました。1人でも多くの方に読んでいただければ幸いです。

3.11あの時　Stage 2012　―そして、これから―
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2011年3月11日（金）。

あれから2年。

東北の人々が見てきたもの。

多くの喪失の中で学んだもの。

大震災からの34の教訓をお届けします。

東北地方太平洋沖地震により被災されました多くの皆様に、心からお見舞いを申し上げます。
また、この大震災により犠牲になられました皆様の、ご冥福を心よりお祈り申し上げます。

【作成・発行】
東北環境パートナーシップオフィス（EPO東北）
〒980-0014　宮城県仙台市青葉区本町2-5-1 オークビル5F
TEL. 022-290-7179　FAX. 022-290-7181
E-mail. info@epo-tohoku.jp
URL. http://www.epo-tohoku.jp/

発行：平成25年5月31日 環境活動34の証言
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東日本大震災　2011年３月11日（金）14時46分からの物語

この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ「ライスインキ」で印刷しており、
印刷用紙へのリサイクルが可能です。

P-B10064
この印刷製品は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。


